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　　　序節　背中合わせ







　季節が巡めぐって、それから、見上げれば春の空。

　それでも、朝の空気に触れれば肌寒いし、時には息に白いものが交じる。

　もう春は終わりに向かっているのに、それでも朝方には冷え込みを感じるのが東とう和わの気候。

　それが、陽光が高くなる中で温かくなっていく。

　そんなことを感じていたら、下方で鈍にぶい音。湿った土のかたまりが崩れるのに似ていた。

　ついで、がくっと、足あし下もとが揺れた。

「ひゃっ」

　情けない声で手すりに肘ひじをつく私と

「ええい、こちらは姫ひめぞ！　大事にせいっ！」

　乱れ髪を振るわせて吠ほえる方。

　朝も早くから、姫ひめ影かげが二つ騒さわいでいた。

　同じ姫でも随ずい分ぶん違う私達。

　くつろいだ姿勢を崩さず、束たばねた後ろ髪を跳はねさせる常磐ときわ姫ひめは、山車だしの六角縁ぶちに背を預けながら不満げな顔をしていた。

　ほとんど、この方は何だか不満がある顔をしている。

　いつもお澄すまし顔なのが、お姫様の役割だと思っていた私から見れば、いつも怒っているこの方は全然お姫様じゃない。

　どちらかといえば、姫武者様か何かだと思う。きっとトエ様やテン様もそうだと頷うなずいてくれると思う。

「七なな宮みやは大事ないか？」

　私の方ではなく、下方の侍じ従じゆうの方々に顔を向けながらの不意な問いかけ。

　この方は、たいてい、私のことを空から澄すみではなく七宮と呼ぶ。

「はい、揺れるものとは聞いていましたから、そろそろ慣なれました」

　この山車の上に上がってから初めてのお声に、ちょっと嬉うれしくなって明るく応じる。

「気分が悪くなれば早めに言うべきだ。私は以前、我が慢まんし過ぎて後で苦しんだ」

「お心づかい痛み入ります」

　途と切ぎれがちな私達の会話は、またここで止まる。

　つい先日まで争っていた私達の宮都市、この方の三さん宮みやナツメ都市と私達七宮カセン都市。

　昨年の四しの宮みや攻防、その後、幾つかの衝しよう突とつの末に、ようやくの和わ睦ぼくとなった二つの都市は、互いの軍をツヅミ都市周辺の南部と北部に駐ちゆう留りゆうさせて、互いを警けい戒かいしながら他都市の動きを威い嚇かくしていた。

　東とう和わ全土に向けて、旧四宮ツヅミを巡めぐる争いは未然に防がれ、僅わずかな鞘さや当あてのみで平和的解決となると、三宮常磐姫ひ殿でん下か、七宮空澄姫の共同声明は出されたばかり。

　まだ半月も経たっていない。

　だから、安心感のある情勢は、まだこれからな時期。

　私もこの方と初めてお会いした葉は桜ざくらの下以来、まだ二回目の二人だけの時間だから、なかなか会話の糸口や笑い合える空気が見つけられない。

「以前とは、琥こ珀はく姫とのことでしょうか？」

　常磐姫に視し線せんを向けると、この方は他所よそを向いたままで頷いた。

「あれと二人で、このツヅミと我わがナツメの繁はん栄えいを約束し、ここで盃さかずきを交えた。今の七宮ぐらいの歳としから、ほぼ毎年な」

　友好関係を約束していた二つの宮都市、その姫達の顔合わせの儀ぎ。

　それは新しん興こう都市にして、もう一つの隣りん国ごく七宮カセンに対して、圧力を加える同盟の始まり。

　新興勢力に対する頑かたくなな外交が明めい確かくに行われたのはそこかららしいけど、それ以前からもカセンは双方の都市と微妙な関係にあったそうだ。

　東和西側最大のツヅミ都市、その長年の最大取引相手であったナツメ都市。

　ナツメの経済的な弱さとツヅミの一方的な繁はん栄えいは、その不具合故ゆえに多た額がくの借しやく財ざいを生み出し、歪いびつな距きよ離りが生まれてしまった。

　そこに、第三位的立ち位置だった七なな宮みやカセンが急速に力を付け始め、それぞれの関係に歪ゆがんだ不足が重なっていったのだと、私の左さ府ふ殿どのは語る。

「だが、壊こわれていたのだろう」

　先程の言葉の続き。

　横顔のまま、常磐ときわ姫ひめは遠い目をした。

　束たばねられた後ろ髪の下で、髪飾りの短たん冊ざくが揺れていた。常磐緑みどりと薄うす黄き色いろ。

　山車だしの上部にある私達の演えん舞ぶ台だいは桜並木より高く、風が心地ここちよく吹くから、その髪と飾りが緩ゆるやかに揺れていた。

「三都で、四しの宮みやツヅミを軸じくに我わが三さん宮みやナツメと、お前達七宮カセンが手を取り合って、西せい方ほう山脈の風に乗り、中央大河の流れに育はぐくまれ、山々の恵みと清水を共有するべきだった」

　それが、多た分ぶん、東とう和わの西部に位置するこの地方にとっては最善だったと思う。

　いつか、右う府ふの役にある人と左府の役にある人が、将しよう棋ぎを指しながらそんなことを喋しやべっていたこともある。

「互いに事情があったと耳にしております」

　今でも小さい私には、よく分からないことが多いので、常磐姫の言葉を待つ。

「うちは七宮カセンに地位を奪われたくなかった。ツヅミが七宮と関係を深めれば、それだけ我が国の力は弱まる。ツヅミは我が国と共にあってもらわなければ困った。そして、ツヅミはそんな私達に貸しを作り続けたかった」

　二つの宮都市はカセンに対して強くなることで、それぞれの益えきを維持しようとしていた。あるいは、新たな益の流れを摑つかもうとしていた。

　だけど、七宮カセンはそれに抵抗した。

「私達にも事情があり、ここまで来ました」

　ツヅミとナツメの間に割って入り、その繫つながりを切断した。

「それが互いの立ち位置だ。他所よそは別の見方をするかも知れないが、私と七宮はこれでいいな」

　違うことを口にする人はいる。違う真実もある。それでも、これが一番飾りのない現実だと思った。違うかも知れないけど、そう思えた。

　だから、頷うなずいて、私は両手を胸元に置いた。

「壊れた物は戻りませんが、淀よどんだ空気は入れ換えられます。そして、新たな街作りも、日々、今も続けられています」

　ゆっくりと私は常磐姫が眺める方向に顔を向けた。

　見渡せば、山車の高みからツヅミの街を見渡せば、足場を組まれた家々が並ぶ様さまが、遠くで木き槌づちの音が、石材を割る採掘の響ひびきを伴ってそこにあった。

　混乱の時期を過ぎた、そんな日の朝の光景。

　なだらかな平地に整せい然ぜんと並ぶ漆しつ喰くいの壁かべ、木造の柱、青や赤の屋根瓦がわら、そして広い通りとそれに隣りん接せつする深い水路。

　冷たい朝の空気を意い識しきして吸い込んでみた。

　見えているものと繫つながれるような気がしたから。

　そうしているうちに、私達のカセンより、この方のナツメより広く豊かな街並みが、私達の視界いっぱいに広がっていた。







　黒くろ装しよう束ぞくの姫ひめは朝食後に茶会を開いていた。

　僅わずかな数を伴い、幾いく重えにも編あまれた広い家屋の奥、静か過ぎる広い部屋の奥深くで。

　中央大河の上流を傍かたわらにしたツヅミ北部地帯。ツヅミ都市部にはまだ半日はかかるその宿営地は、一いち宮みやシンセンが祭さい祀しのために各地方へ建こん立りゆうした社しや殿でんの中でも特に大きなものだ。その寺社の類たぐいを囲んで周辺にちょっとした集落が育ち、ツヅミ都市の外がい郭かくとなっている。

　地元の有力者が管理していたその場に、張はり巡めぐらせた黒い陣じん幕まく、そして、立ち上げられた黒き旗がはためく。

　所々に、一宮シンセンの飾り旗、紫むらさきや青の貴族的な幟のぼりが交じっていなければ、葬そう祭さいのような静かな陣。

　黒を基き調ちようにしたその騎き士し団だんの立ち並ぶ廊下を、使者が音もなく急ぎ、姫に取り次ぎを求めれば、侍じ女じよの黒衣が思案に暮れた。

　くつろいだ時間の邪じや魔まをしていいのか、姫の装束に似せつつ簡かん略りやくさせた侍女服。それが悩む様よう子すが小さな声で届くから

「構いません。お使者をお通しなさい」

　茶会の主あるじは障しよう子じの向こうに声をかけた。

　古い社殿は硝子ガラス細工を割れやすいと嫌うから、薄うす紙がみを使った古風な造りを残し続けていた。

　黒くろ漆うるしの鈍にぶい光こう沢たくを見せる板いた床どこ、長なが裾すその正装で現れる使者はシンセンからの使いとして、深い礼を重ねながら姫のもとへにじり寄ってくる。

「一宮の黒こく曜ようです。お使者の役ご苦労です」

　労ねぎらう姫は飲みかけていた湯飲みを静かに置いて、使者に身体からだを向け居住まいを正した。

　春物の座ざ布ぶ団とんまで黒く、その上に座す姫装束も、またいつにも増して黒い。

　古式の社殿に合わせたのだろう、その装束もまた古式の影かげが強く、普ふ段だん、中央たる一宮シンセンで着ている異国風を取り入れたものとは趣おもむきが違う。

　普段、この姫が好む大きな帽子も異国文化そのものなのだが、この朝の室内では流れる黒髪には飾り一つない。

　板間の床ゆかに直じかに敷しかれた座ざ布ぶ団とんの上、正座で佇たたずむのは古来の作法で、椅い子すで暮らす生活を好んでいる今の中央の流れとは違う。それでも、まるで毎日がそうであるかのように一いち宮みやの姫ひめは姫らしく佇み、その擁よう立りつ者しや達の使者と向かい合う。

「一宮姫ひ殿でん下かにおかれましては、議ぎ会かいから、再三のご帰き還かんの願ねがい、既すでに幾度となくお耳に届いているはず、どうか、この度たびこそ、お聞きわけのほど伏してお願い申し上げます」

　使者は四度目、四人目だ。

　そして、帰還を促うながされたのは二度目。

　最初は当たり障りなく、無事に責務を果たされた祝いと祝典の用意を知らす使い。

　それも暗に帰還を示し唆さしていたが、二度目は一宮政情安定のため早い帰還をはっきりと請こわれ、三度目は遠とお縁えん親しん族ぞくの不幸を知らせる遠回しな催さい促そく。そして、今朝けさのこれ。

「そうは申されましても、この時期の風と雪解け水、船での遡そ上じようは大変です。陸路を取るにしても相応の資金が必要でしょう。ただいま、我わが身みは身動きが叶かないません。何せ、各都市に睨にらみを利かせる大役には何かと物入りなのです」

「西せい軍ぐん殿どのが陸路を確かく保ほするため既にご出馬されております。途中の宿営地も話が通されております。さすれば、我われらが姫殿下に何の苦労もかかる事なきは必ひつ定じようであります。何とぞ、お聞きわけのほど重ねて願います」

「こちらは遡上を選ぶ予定でしたが、何かご都合が悪いのでしょうか？」

　何気ない問いが、強い意志を示していると使者は知った。

「春の雪解け水のため、この時期の遡上は困こん難なんであります。それでなくとも、川を上るのは慣なれぬお身体からだには差し障りがあります。宮姫は何よりも御おん身みを大切にされなければなりませぬ」

「では、二にの宮みやの姫も陸路を通るのでしょうか？　となれば武力衝しよう突とつもあり得ます」

「あちらはあちらでございます。好きにされればよいのです。我が宮は我が宮の道を進まれることだけをお考えいただきますよう」

「帰り道、彼女は遡上するつもりなのですね？」

　黒衣の上で、綺き麗れい過ぎるくらいに整ととのった顔が目を細めた。

　遡上は広く緩ゆるやかな川にあっても、流れに逆さからう行為だ。

　川下りより手間がかかり負担も大きい。楽にしようとすれば、詰め込む人数も大幅に減らすこととなる。

　防備が薄うすまった一宮の姫と二宮の姫が、同じ経路を同じ時期に辿たどるのは、誰だれがどう見ても問題があった。仲がよいわけではない二つの都。

　だが、道を譲ゆずるわけにはいかないと、互いは知っている。

「我が方が譲るわけにはいきません。二宮に凱がい旋せん気分で帰路に立たれては一宮シンセンの人々はどう思われるでしょうか」

「二にの宮みやもまた撤てつ退たいの準備をしております。我われらが堂々と道行く人々に威い容ようを見せれば、一いち宮みやの威光は広く民衆に伝わりましょう」

「それは、二宮の確かく実じつな撤退を確認してから行われるべきです」

　一宮の姫ひめは譲ゆずらない。

「私達が先に動けば、残りし二宮は勝手な行動を取るでしょう。ナツメとカセンが落ち着いたところで、我わが東とう和わ全体が落ち着いたわけではないのです」







「一宮が動かなければ我が方が動くわけには参りません。我らが退しりぞいた直後に一宮が勝手な外交政策や武力交渉を、ツヅミとそれに連なる方々に行わぬ保証があるわけではありません」

　一度は、ツヅミにほど近い位置で黒こつ騎き団だんと睨にらみ合った二宮スズマの一軍は少し距きよ離りを取り、支持者から提供された村落に身を寄せていた。

　ほぼ村人全すべてが真しん都と同どう盟めいの一員。そんな集落が東和のあちらこちらにあるのは、真都同盟を母体組そ織しきとする二宮スズマにとっての強みだ。

　翡ひ翠すい色いろの法ほう衣いは居並ぶ側近達に語りかける。

　明るい陽ひ射ざしの下、高台の庭園での光景。

「我らが一宮に睨まれて撤退したと誤解されては各都市に示しが付きません。それでも真の改革派かと、口汚い誹そしりも聞こえてきましょう」

　精せい緻ちな翡翠の宝玉。その澄すんだ眼まな差ざしと声は、遥はるかに年かさな側近達の胸にも心地ここちよく染み渡る確たしかな力を持つ。

「議ぎ会かいからは再三の要よう請せいがあるにもかかわらず、いつまでもツヅミとその周辺都市に威圧的態度で向き合う黒くろ姫ひめは間違っています。彼かの者が退かずして我が方が退くことはありません」

　そう告げてから、二宮スズマ翡翠姫は静かな目を閉じた。

　耳を澄ませれば、庭園の外に集まる、多くの人々の声が聞こえてくる。

　翡翠姫、東和の真しん姫と呼ばれるその名に惹ひかれ、その清せい廉れんな立ち振ふる舞まいを一目見ようと集まる民衆の声。半月近い逗とう留りゆうは人々を引き寄せていた。

　集めたわけではない。その声望によって自然と人が集まってきただけの、どこにでも起きる当たり前の日常的な光景が、庭園を囲む塀へいの向こうに広がる。

　だから、耳を澄まし、彼らの声に身を任せるように佇たたずむ。

　やがて、強い信念を持った眼差しが、開いた瞼まぶたの下に宿る。

「何よりも、この人々の声こそ、真都同盟を求める民衆の息い吹ぶき。争いを続けた三都を支持しない方々の決意の表れです。私達は誰だれよりもどこよりもこの地に必要とされている。ならば、一日でも長くこの地に留とどまるべきでしょう」







「困った方々です」

「いつまでも理由を付けて、ツヅミに居座ろうとする魂こん胆たんが見えます」

　藤ふじの花を象かたどった飾り細工が窓辺で揺れるのを、同じ容よう貌ぼうの姫ひめ達が並んで座り眺めていた。

　朱しゆの車には浅あさ黄ぎ色いろと萌もえ葱ぎ色いろの紋もんが描かれ、掲げる旗印は五いつ宮みやと六むつ宮みやの飾り旗。

「互いの存在を理由にして、ツヅミに圧力を与える駐ちゆう留りゆうを続ける」

「三さん宮みやナツメと七なな宮みやカセンが問題を起こせば即座に対応して勝利を摑つかもうとし」

「問題が起きなければ中央の抑止力が成果と主張される」

「どちらも、このまま一ひと月つきは動かぬかも知れませんね」

　五宮クラセの浅黄姫ひ殿でん下か、六宮マキセの萌葱姫殿下は、互いの住む隣りん接せつした双ふた子ご都市への帰途にあった。地元が見えている距きよ離り故ゆえの、緩ゆるやかな宮行列の車中。

　ツヅミ争乱時、その周辺に結集した各勢力の中で、この二人と二人を掲げた双子都市はどこよりも見切りが早く、その軍を後退させていた。

　元より、この二人にも、この二人を掲げるクラセ、マキセにも他都市に対する執着がほとんどない。

　それ故に、どの勢力とも距離がある。いい意味でも悪い意味でも。

　見切りの早さで、一いち宮みやと二にの宮みやの駆け引きの道具にされるまいとする賢けん明めいさの反面、彼らと結びついて力を拡大することも出来ない。ましてや、東とう和わ統一のために役立つこともない。

「統一統一と無理をしても仕方ないでしょうに」

「所しよ詮せん、国であろうと何であろうと一つの形しか求めないやり方は無む機き的てきです」

「東和という枠わくを共有するだけで協和の道は見えます」

「東和は柔らかく曖あい昧まいであるべきなのです」

　浅黄と萌葱、二人の姫は近い音の声を輪りん唱しようのように続け、静かにため息をつく。

「私達は正しいと思います」

「争いに訴えて、何が東の和による国でしょうか」

「和は教えではなく慈いつくしみの文化です」

「ただ、それ故に淡くもある」

「私達の色のように、強い色に染まりやすく」

「強い色を染め直す力はありません」

　手を取り肩を寄せ合えば、それぞれの名前通りの姫装しよう束ぞくが柔らかに重なり合い、互いの温ぬくもりが感じられる。

「一宮様と二宮様はお強く」

「三宮様と七宮様はまだ足元が固まっていません」

　静かに、互いの温もりと轍わだちの振動に身を任す。

「ただ私達だけが静かに時を紡つむぐのみ」

　浅あさ黄ぎ色いろの姫ひめの言葉に、瞳ひとみを閉じた萌もえ葱ぎ色いろの姫が沈ちん黙もくで賛さん同どうした。







「我わが姫達は明快な決断と行動を示された。そのご意志をお伝えするため、両都市を代表して彩さい家けの春はる瀬せが参りました」

　正式な使節として、雅みやびな書しよ簡かんを恭うやうやしく差し出す青年は、俗にはハルセ・サイと呼ばれている。

　ツヅミ入りを願ねがう彼の前には、街道を抑えた物々しい三さん宮みやナツメ軍。

「シドウ将軍はただいま治安のため手が離はなせません。どうか夕刻までお待ちください」

　将軍の侍じ従じゆうだと名乗る少年兵は、まだ使者への対応の仕方をよく知らない様よう子すで、その返答は頼りない。

　書簡を受け取った時も、その後も、不安そうに周囲に頼りになる大人おとなが居ないか探している。

「双ふた子ご都市の使節として、今日きようの祭典に是ぜ非ひとも出席したいのです。すぐにもお取り次ぎを」

　押し切ろうとする青年の言葉に

「ですが、軍務にある方の所在は教えられません。軍規ですので」

　基本原則を前に出して、場をしのぐ少年。

「外交を取り仕切れる責任者の方々は、三宮常磐ときわ姫ひ殿でん下かのお付きの方々はいらっしゃらないのでしょうか。私は姫殿下にこそお会いしなければなりません」

「皆、祭典の方に出向かれてしまいました。何せ、七なな宮みややツヅミとの申し合わせには、あまりに困こん難なんがあります。誰だれもが姫殿下のお側そばで力を尽くすのが今なのです」

　生き真ま面じ目めな返答をしながら、少年兵は曇くもりがちな顔をした。

　この和平を、和わ睦ぼくの経けい緯いを、不満に思う子供の顔。正直、喜ばしい事態と思っていないその表情は、取り囲む兵達の中にも同じように見受けられた。

　戦い損ねた不満のある空気、そしてそれなりの成果で国に戻れる安あん堵どが微妙に交じる軍の匂におい。ハルセも肌でそれを感じるが、正直、どうでもいいと首を振る。

「外交に、我が五いつ宮みや六むつ宮みやとの外交に心砕かれなければ取り返しの付かない事態が生じるでしょう。三宮ナツメは昔からあまりにも外交を疎おろそかにし過ぎる。そんなだから、ツヅミともめて、七宮と不ふ確たしかな協定を結ばなければならなくなる」

　わざと踏み込み過ぎた発言がされる。

「お、お言葉が過ぎますぞ」

　少年が声を高くした。

「我われらとて好き好んで悪逆なる東とう征せいと付き合うわけではありません！　ただ、ツヅミを焼かぬため、東とう和わの平和のため、苦く渋じゆうの選択をしたのです」

　少年の言葉は、つい先日、総そう指し揮き官かんであるシドウ将軍が、その万を数える将兵達に語って聞かせた言葉の引き写しだ。

　上うわ擦ずって擦かすれ気味なのは緊きん張ちようのためと、本人にも迷いがあるためか。

「我わが姫ひ殿でん下かのご英断、ナツメ執しつ政せい院いんも支持されました。ツヅミは我われらが護まもるのです。五いつ宮みやや六むつ宮みやではなく、我が姫ひめとシドウ様が！」

「七なな宮みやは貴方あなた方を利用してツヅミを曖あい昧まいに従属させるつもりでしょう」

「そうさせぬため、我らも働き続けています。他都市に、とやかく言われるのは甚はなはだ迷惑です」

「ご非ひ難なんは覚悟の上です」

　激げき情じように駆られて声を荒げておく。それから、少し落ち着いた顔をして軽く謝しや罪ざいし、ハルセは護ご衛えい役やくが控える待たい機き場所へと足を向けた。

　すぐに、それを出迎えるサイ家の護衛役。

「ここはナツメに貸しを作っておく」

　部下達が何か言おうとするより早く、顔には興こう奮ふん気味の表情を浮かべつつも、驚おどろくほど冷静な声が状況を並べ始める。

「この式典は間に合わなくてもいい。ナツメの不備で我ら両都市の使節が足止めを食らったと事実を作っておけば、次の交渉の貸し札として使える」

　激情家の顔はわざとだと、護衛役達を安心させる。

　父親から受け継いだ熟じゆく練れんの配下達は無言で頷うなずく。

　この若い政商は、その若さを適度に使いこなそうと躍やつ起きだ。

　その危うさのある言動と行為が少し目ま映ばゆいから、身内である男達も、遠巻きで様よう子すを窺うかがう三さん宮みやナツメの人々も、この青年の挙動に視し線せんを集める。

　背負った視線に動じることなく、ハルセ・サイは目を細めて目線を上げた。

　陽ひは高くなり始め、明る過ぎるくらい明るい視界。冷え込みを振り払った大気。

　正面を見据えた先に、拓ひらける景色があった。

　なだらかな起伏に広がる春草の野原と、ばらけて散る木々。その中心を切り裂いて延びていく街道の白っぽい路面に、行き交う人々の疎まばらな姿。

　やがて、それらが小さくなる先に赤茶けた石造りの壁かべが丘のように広がり、その先に重なる塔が均等に散らばる街の遠景。

　ここから、そう遠くない場所に鎮ちん座ざする東とう和わ西部最大都市、旧四しの宮みやツヅミへの道行き。

　彼はその静かな光景を眺めた。

　ここからでは分からないが、陽が高くなるこの時間、そこで多くの人が暮らし、そして、今いま頃ごろは二人の姫が人々の前に姿を現しているはずだった。

　二つの姫ひめ影かげ。彼が掲げる姫ではない、別の姫達。

「一いち宮みやと二にの宮みやが足を引っ張り合っている今のうちに、ここで渡りをつけておく」

　自らに言い聞かせているのか、届くはずのない彼かの地の人々に語りかけているのか、感情を抑えた声からは誰だれにも分からない呟つぶやき。

「このツヅミを中心とした流れ、飾り物の姫ひめ達のものではない。我われら財界こそ都市議ぎ会かいの本流。七なな葉よう無くして東とう和わという大たい樹じゆは成り立ちはしないのだからな」







　陽ひの光に、指先が摘つまんだ白木の駒こまが目ま映ばゆい。

「七葉ツヅミ派は僕らが邪じや魔まだ」

　言葉に乗って、ぺちっと、中ちゆう駒ごまが進む。

「そりゃあそうだ。七なな宮みやカセン派は七葉でも一番の格下新しん興こう。本来、ツヅミ派に勝てる器うつわじゃないしな」

　かつんっと、進んだ駒が飛んできた駒に取られる。

「ツヅミ派としてはナツメ派もカセン派も格下の商しよう売ばい敵がたきだからね」

　えいっと、子供じみた掛け声で別の駒がさらにそれを取り返す。

「仲よくしてもらわないとまずいわな。たかが政商ごときに大樹を動かされてはたまらん」

「かといって、たかが府ふ中ちゆうや議会に大樹を動かされてもたまらない」

　忙せわしなく動く駒。

　その度たびに、硬い栃とちの木で出来た駒が素直な音を立てる。

「大樹は動くものではないさ。育て護まもるものだろう」

「僕は大樹一つにこだわる気はないね。どうせなら森を育てるべきだ」

「そんで食うか、食いつぶすか、都のために」

　けらけらと笑う差し手は、大男といえる長身。

　それが身を屈かがめるようにして、小さな将しよう棋ぎ盤ばんに頭を寄せる。

　大おお雑ざつ把ぱに伸ばした前髪が、突き合わせる相手の頭に触れんばかりだった。

「都はどこか、このツヅミか、三さん宮みやナツメか、僕ら七宮カセンか」

　向かい合う、もう一人は小柄で、短めの黒髪に穏おだやかな物腰で黙もく々もくと手を進める。

「どこも都さ。一いち宮みやシンセン、二にの宮みやスズマ、五いつ宮みやクラセ、六むつ宮みやマキセもな」

　軽い口く調ちようそのまま、差し手も軽く早い。

　まるで考えて指さない駒の動きは、ただただ気の向くままに面おも白しろい変化だけを望んだもの。

　面白ければ、それでいい。

　遊技盤を挟んで向き合う二人の男は、ただ楽しみたいだけの将棋指しだった。

　大雑把な大局が見えた時、二人揃そろって突き合わせていた頭を上げて、そのまま手足を投げ出して身体からだの力を抜いた。

「やり過ぎたかな」

「二十局もやると厭あきるな、やっぱ」

「ツヅミ獲とりだよ」

「一年かけた。下ごしらえは姫ひめ様さま担かつぐ前からだから五年ほど。手間からすれば、やり過ぎではないぜ」

「府ふ中ちゆうがね、戻ってこいと言っている。僕も姫も君も」

　小柄な方の気だるい声。

「俺おれ達が邪じや魔まになってきたか、七なな宮みやカセンも」

　大柄な方の薄うす笑わらい気味な声。

「ツヅミ派の裏工作だね。将来の利権を僕ら抜きのカセン派に約束し、ここで僕らを退しりぞかせる。そして、カセンとしても僕らにこれ以上活かつ躍やくされては困る」

「一いち宮みや、二にの宮みやが本腰になるのを恐れているのかよ。まあ、商人としては、ここら辺で稼かせぎを纏まとめておきたいわな。流されないよう」

「商家というものは実は保守的なんだよ。それは驚おどろくほどにね」

「なんで？」

「家だからね。一代限りではないからだろう」

「そんでどうする？　流した話通りにカセンまで退くか？」

「退こう。どうせ、ツヅミにいたら金がかかる。来年までに色々用意したいこともあるしね」

「いいだろう。正直、寝かさないと当てにならん新兵が多過ぎる」

　まるで将しよう棋ぎの感想戦のようなやりとりをして、やがて、長身の方が席を立った。

　高過ぎる身長故ゆえ、互いの頭上に広がる深緑の枝先に髪が当たりそうになった。

　木陰に設けられた対局机は、彼らが持ち込んだものではない。

　年季の入り、傷ひび割れの多い木机も椅い子すも、長年、この場所に備え付けられた代しろ物もので、日々、多くの人々に気軽に利用され続けてきたものだ。

　街がい路ろ樹じゆの並ぶ大通りの、そんな一角で、立ち上がり背を伸ばす長身の腰で、太刀たちが揺れて鞘さや音おとを立てる。

　野太い太刀はかなり重く実戦的な代物、だが、鞘だけは雅みやびに象ぞう眼がんされ真新しい。祭さい祀し用ように見せようと、ちょっと手間をかけた代物。

「そろそろ故郷が懐なつかしいだろう。君の将兵達もね」

　これは持ち込んだ品である駒こまを片づけながら、小柄な方がのんびりと語れば

「俺のじゃねえ、空から澄すみ姫ひ殿でん下かの将兵さ」

　大柄な方が愉快げに笑う。

「宮姫の宮都市、宮軍か。では、宮の将軍、今日きようも頼むよ」

「宮の軍師もな」

　互いをよく知る者同士の顔で笑い合えば、遠くで鐘かねの音が鳴なり響ひびいた。

　朝食の時間は終わったと、将軍と大臣の側そばに集まり始める、それぞれの配下達。

　軍の側も文の側も誰だれもが式典正装で、それは小柄な軍師も大柄な将軍も同じだった。

「さて、出迎えよう。僕らの姫ひめと、その姉姫を」

　小柄な青年も、参集する者達に挨あい拶さつをしながら立つ。

　二人の男達が見渡せば、整せい列れつし、大通りに陣取る将兵達が飾かざり穂ほで彩いろどられた槍やりを片手に襟えりを正し、胸を張る光景。

　掲げられた槍の先端は白布で複雑にくるまれて、その穂先が晒さらされることはない。無血の約束の一つ。府ふ中ちゆうから送られた神僧により行われた封印がこの日に解かれるとすれば、それは一大事となる事態のみの印。

　くつろいでいた二人も背筋を伸ばして彼らと並び立ち、式典用の飾り帽子を配下から受け取ると目ま深ぶかに被かぶった。

　陽光に晒されていた黒髪が熱ねつを持っているから、一度、被り直しをしていると、遠くで雅みやびな音ね色いろがした。

　音色師達の笛と打楽器。近づいてくる。

　それは宮行列に、その式典に使われる密ひそやかで澄すんだ曲。

　予定通りの進行に、二人組は同じように頷うなずく。

「これより、我われらが姫をお出迎えする。各自、不足ないよう、お役目を全まつとうせよ」

　将軍の職しよくにある男が、遊んでいた先程までとは別人のように、堂々と力強く将兵達に号令をかけた。

　一歩下がって、軍師役の青年も文官正装の襟を正し、その役に相応ふさわしい顔をする。

　やがて、打楽器の音に混じり、大鈴が鳴なり響ひびく音が聞こえ始めた頃ころ、市外から市内への道を進み行く物が、その威容を見せ始める。

　巨大な、山車だしと呼ばれる祭さい祀し用ようの大車。それが、ゆったりと姿を現し始める。

　山車は、本来、人力や牛馬によって街路を練り歩くものだ。

　だから、本来、ここに現れたものは山車ではない。

　なぜなら、二階建て程の高さを持つ物もの見み櫓やぐらを備えたそれは、幾人ものこぎ手によって穏おだやかな水路に浮かび進むのだから。

　大通り二つを左右に備えた、水運で栄えたツヅミが誇る市内随ずい所しよに流れる大水路。四方全すべてを満たすと、四方水路の名を持つ大河の恵み。

　その流れに浮かぶ山車を戴いただく朱しゆの船体。掲げられた旗が風に揺れる櫓造りの演台に、いつしか、小さな人ひと影かげが二つ見え始める。

　一つは常磐ときわ色いろ、もう一つは空色。

　二つの姫影が、華はなやかに飾り付けられた木造の櫓の上に佇たたずんでいた。







　私達が市内に入れば、城じよう壁へきに護まもられているからか、今まであった川風が止まった。

　もしかしたら、ツヅミの街を囲んだ高い石いし壁かべは洪水や外敵を阻はばむためより、風を遮さえぎる役割の方が大きかったのかも知れない。

　音合わせをしていた楽がく師しさん達は、ツヅミ市内へ入ると、単たん調ちようだけれど古式の豊かな音ね色いろを奏かなで始め、周囲に流れる雰囲気を変えた。

　温ぬくくなり始めた空気を、まるで早朝の冴さえた時間に止とどめるような調しらべ。

　山車だしの上、どうにかくつろげる程度の広さしかない演台に立ち、私は目を凝こらして正面を見据えていた。

　目に入る街の光景。そのほとんどが木造と漆しつ喰くいの平屋だから、屋根の並ぶ目の高さ。

　遠くまで見渡せるから、水路の先、左右に備わる大通り、整せい然ぜんとしたその様よう子すが一度に分かる。それは、雀すずめみたいな小鳥が飛べる高さ、宿やど屋や敷しきの二階から見える広がり。

　水路の流れに逆さからわず、それでも、船の重さでゆったりとした動きで、視界が歩く速さで流れていく。

　屋や形かた船ぶねと呼ぶには高過ぎる櫓やぐらの上。そして、幾人ものこぎ手と楽師さん、従者の方々を乗せた箱船は、まるで屋敷船とでも呼びたくなる。

　海路を行く宝船というものは、もしかしてこんな感じなのだろうか。それとも、やっぱり嵐あらしや、波という不ふ思し議ぎな流れに負けないために、もっと大きくてがっしりしているのだろうか。

　この山車そのままの造りをした演台は風に弱い櫓だから、市内での行事にしか使えないのだろうけれど、この眺めを見ているとそんなことを考えたくなる。

「七なな宮みやはツヅミ水路は初めてだったな。四方水路の名は知っていると思うが」

　少し背後で、他所よそを眺めている常磐ときわ姫ひめが声をかけてくれた。

「はい、こんな形で都入りするとは思いませんでした」

　お言葉に振り返る礼れい儀ぎを忘れて、私は周囲の光景に夢中になっていた。

　目の前で水色の光景が陽光に揺らいでいた。

　高みから見下ろした足あし下もとで、水を切る船体。それが作る波が陽ひ射ざしの色を湛たたえて広がっている。

　山車を囲む朱しゆ色いろの長い甲かん板ぱんには、私達を護ってくださる華はなやかな衛えい兵へい方と、慎つつましい古式の装しよう束ぞくに身を固めた楽師さん方。

　朱しゆ馬ば車しやならぬ、朱船は、東とう和わの宮姫が、この都市が四しの宮みやツヅミを名乗っていた頃ころから使われていた物で、飾り旗には本来、四の染め抜きがあった。

　今、左右の縁へりに掲げられる空色の旗と深緑の旗には七と三の飾り文字。

　そして、私の視界の先には、大小様さま々ざまな建物が整然と並び面する大通りの始まり。それは水路に沿ってほぼ真まっ直すぐに伸び、緑成す桜並木を備えていた。

　水路沿いの大通りの始まり、整せい列れつし、船を出迎えるのは左に三さん宮みやの方々、右に七なな宮みやの方々。

　私と常磐ときわ姫ひめは互いの同胞に礼を取り、それぞれの出迎えにも互いを紹介する仕し草ぐさで礼を尽くした。

　水路の真ん中を行く朱しゆ船せん、さらにその甲かん板ぱんに乗せられた祭さい祀し用の山車だしの上にいる私達は、それぞれの陣からはあまりはっきりと顔は見えないようだった。

　見えても、二人とも式典用にかなりお化粧をしているから、普ふ段だんの姫ひめ姿すがたよりも、さらに違うように見えるはずだった。

　これが重要な祭祀になるといっそうに白粉おしろいが強くなり、まるでお人形のようになる。祭祀の時の姫は、厳おごそかに見えるようにそうなるが、式典は人前に人として出るため。そこまで強くすることは滅めつ多たにない。

　それでも、互いの姫装しよう束ぞくの華はなやかな色は分かってもらえたらしく、職しよく務む上じよう抑え気味ながらも、それぞれから歓かん声せいが幾らか上がっていた。私も、七宮側に指揮を執られているテン様とトエ様を見つけられたし、常磐姫もお身内のお姿を見つけていたようだ。

　ゆったりと進む船の動きに、掛け声がかけられて行進を始める衛えい兵へい方の動き。このまま、左右を護まもってくださる手はずになっている。

　少し進めば、そこから先に一般市民の人払いは行われていない。今は私達の護ご衛えいの方々しか居ない大通りも、違うものとなっていく。

　水路の先、ざわめく人々の声が、奏かなでられる楽曲をかき消すように聞こえ始める。

　中央大河とその支流から引き込まれた水路は、穏おだやかな流れで私達を運んでいた。

　旧四しの宮みやツヅミ都市の、その中心へと。
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　　　一節　祭鈴響いて







「うぎゃあ、騒さわぎ過ぎっ！」

　巻き起こる歓かん声せいに、細い若者は耳を塞ふさいだ。

　騒ぎに逆さからおうと、一人で何やら喚わめくが誰だれの耳にも届かない。

　管かん弦げんの音ね色いろも、たまに大鈴の鳴なり響ひびく音が届くだけ。そんな人混みの騒がしさ。

　背中に商売道具と幾らかの着替えを放り込んだ竹たけ駕か籠ごを背負って、人々の波の間をこそこそ動き回る。

　エヅ・ヨウト。

　縁ふちに蠟ろう細ざい工くでその名が書かれた竹たけ網あみ駕籠には、使い込まれた絵筆の束たばと絵皿が雑多にはみ出し気味だった。

「見れねえ！　見れないぞ！　姫ひめ様さま達の艶あで姿すがた！」

　数えで十七歳、二人の姫の片方とは同おない年のはずだが、その細い身体からだは年ねん齢れいより少し頼りない。細いから背が高いようにも見えるが、同年代の若者達と並べば、実際、どちらかといえば小柄な方に入る背せ丈たけ。

　だから、明るい陽ひ射ざしと人々の歓声の中で、あちらこちら動き回って、人々の背中の後ろをかけずり回り、頭と頭の間に隙すき間まを探し、今まさに目の前を通り過ぎていく雅みやびやかな姫行列の船下りを追う。

　姫船を一目見ようとする人々が大通りにどこまでも並べば、遅い時間にふらふらやってきたよそ者に見物席はなかなか手に入らない。

　水路に面した側の大通りには紅白の縄なわが敷しかれ、紙かみ札ふだの飾りが揺れているから、その向こうには観かん客きやくは入れない。要所に立つ大おお盾たてと槍やりを掲げた警けい護ごのツヅミ兵。そして、船に随ずい行こうして進軍する三さん宮みやナツメ、七なな宮みやカセンの衛えい兵へい列れつの居場所。

　それが何より憎らしい。

　以前、この地に暮らしたことがある若者としては、広々とした道幅を覚えていたからこそ、のんびりやってきたのだ。

「奴やつらが半分も道幅取っているから、全然、大通りじゃねえ！」

　こんなことなら、もっと、あの実直な姫に取り入っておけばよかったと心で嘆なげくが、流石さすがに祭さい祀しやら式典についていくのは無理だったろう。

　屋や敷しきのように大きな船だろうと、櫓やぐら飾かざりが広々と場所を取っているから乗り込める人の数もそう多くはない。絵え描かきか道どう化けか、よく分からない立場では何ともならない。

「えーい、こっちは諦あきらめっと」

　ちょっとした人の隙すき間まに割り込もうとして、ふくよかな奥様方にはじき出されたから、エヅは間近で姫ひめ達を見上げるのを諦めた。

　遠くからなら、別に観みられないこともないはずと思い直す。

　遠景なら誰だれもが観られるようにと、わざわざ船の上に作られた櫓やぐらなのだ。

　ちょこちょこと、後ろ歩きで距きよ離りを取れば、民家の壁かべ際ぎわまですぐだった。

　昼に近い午前の陽ひ射ざしに目を細め、手を額ひたいに翳かざしてみれば、人々の頭の群れが向こうに、朱しゆの布で囲われた櫓と、その上部にある屋根付きの演台が目に入るようになった。

　ただ、思ったより先に進んでいた。

　四方の壁がない演台。華はなやかな髪飾りのある姫達の後ろ髪と小さな背が見えたのは、エヅがいつのまにか後方に取り残されていたからだ。

　気がついてみれば、大鈴の音も遠い。

「せめて横顔を」

　人混みとぶつかりながら、前へ前と姫船を追う。

　小さかった姫達の背が、ちょっとずつ近づいて観え始める。

　常磐ときわの姫は、その色の羽は織おりも、いつもと違った。

　祭さい祀し用ようなのだろう、近くに仕えた絵え描かきのエヅが知らない古式風の装しよう束ぞく。長い黒髪も、いつも高い場所で結ゆわえていたのが、肩の上で短たん冊ざくの飾りで纏まとめられている。

　知らない姫姿だった。

　だから、きちんと観ておきたいと思う。

　それに、何より、その傍かたわらに、もう一つの姫姿があった。

　こっちは、同じように背筋を伸ばしても、常磐色の姫装束より遥はるかに小さい。

　水路沿いの大通り、ナツメ側の左の道にいるエヅからは遠くなってしまうから、なおさら小さくなる姫の背中。

　出迎えの人々に手を小さく振っているのだろう後ろ姿は、古式結いの黒髪を左右に分けられていて、その羽織は空の青と白の生地だった。

　東とう和わ七なな宮みや空から澄すみ姫ひめ。

　以前、この若者がお目通りを切せつ望ぼうしつつも、ついに果たせなかった七宮カセンの空そら姫ひめ。

　春から夏向けの、涼しげな色をした姫装束は、ひどく目に優やさしく見えて、何だかそのまま空にとけ込んでいるように見えた。

　常緑の木々を、若竹を傍らにした、空のかけら。そんな光景に見えた。

　だから、顔を上げ続け、その先を急いだ。

　お世話になった姫と、会いたかった姫。三さん宮みやナツメと七宮カセン、どっちにも付いたことのある男として、その二人の姫が並ぶ姿を真ま面じ目めに観たかった。

　絵え描かきとして、その二人の立ち姿、その眼まな差ざし、その姫ひめ装しよう束ぞくを覚えておきたかった。

　遠過ぎて、距きよ離りがあり過ぎて、顔形までは、はっきり観みえないかも知れないけれど、遠景でもいいから正面に近い角度で観てみたいと、小走りに人の群れをかき分けた。

　楽がくの調しらべが近づいて、横顔が見えてくる。ざわめきの流れの中で、高い笛の音が擦かすれてくる。

　追いついて、常磐ときわ姫の生き真ま面じ目めな横顔が見えてきた。

　こうした場所で笑うのが苦にが手てなのか、柔らかい表情をしているが、どこか硬い、何だか、この絵描きがよく知る姫。ただ、白粉おしろいと口紅が、神聖さを出しているために、ちょっとだけ、見知らぬ異国のお姫様にも見えた。

　まだ七なな宮みやの姫は見えない。

　だから、足早に進む。

　もうちょっとで、ちょっと小さいかも知れないけれど、ちょっと遠過ぎるかも知れないけれど、七宮カセンの、空そらの名前を持つ姫の横顔が見えてくる。

　そんな時だった。

　足あし下もとが、すかっとした。

　膝ひざが、がくんと抜ける感触。歩く動作が無む駄だになった時のもの。

「わぁっ!?」

　まずいと、すごくまずいと、どうしようもないと、とっさに何もかも分かった。

　分かったけど、どうにもならない。世の中、ちょっと長生きすると、どこかでそうしたことがあったりする。本当にどうにもならない時間。

　顎あごを上げ、高い場所を探した視し線せんが、気がつけば急下降で足下へ、地面があるはずなのに何もない場所を眺めていた。

　一いつ瞬しゆんとちょっとぐらいが、すごく無駄によく見える変な瞬間。

　地面がなかった先に、揺れる水面。水音が聞こえた。

　豪快に、耳元で、水面が割れる音。

　割れた先で、なすすべもなく全すべてが沈み込んだ。







　ばしゃんっと、それはそれは派は手でな音がしたから、何事かと振り返る。

「何ですか？」

　私がちょっと間抜けな声を出せば、常磐姫も同じように振り返る。

　私達が通り過ぎた後方、この山車だし船ふねの背後で、大きな水柱が立っていた。

　とても大きな樽たるを勢いよく沈めた時のような、高い水の飛沫しぶき。

　直接、私達が流れに乗る水路ではなく、そこから枝分かれし、市内各地へ向かう小水路の一つで、その光景が人々の間で注目を浴びていた。

「水浴びか、夏にはまだ早いだろうに」

　常磐ときわ姫ひめのつまらなそうな声に、誰だれかが勢い余って水路に落ちたのだと知る。

「大丈夫でしょうか、支流も深そうでした」

　ちらりと見た感じでは、私の背せ丈たけより深いようだった。

「大おお方かた、調ちよう子しに乗った子供じみた輩やからだろう。私の側がわというのが気恥ずかしい気もするが」

　常磐姫の方は、憮ぶ然ぜんとした顔で成り行きを見ていたけれど、人混みと、船足のため、落ちた方のご様よう子すは、すぐに見えなくなってしまった。

「祭りではよくある話だ。水みな面も月づきになら詠よみ名なに合わせて水浴びも粋いきかも知れん」

　ちょっと笑う常磐姫は、私に同意を求める眼まな差ざしをした。

「まだ緑みど渡わたりです。ちょっと冷た過ぎます」

　意地悪ですと苦にが笑わらいしてみたら、肩を竦すくめられた。

　詠み名は正せい確かくには月日を示しはしないけれど、水面月にはいくら何でも早いと思えた。

　東とう和わで月日を詠む言葉、詠み名は五月の今を緑渡と呼ぶ。新緑の季節だからそう呼ばれ、やがて六月の水面月へと続く。山の方で融とけた雪が各地の水みず瓶がめを豊かに満たし、水面が揺れる時期だからそう呼ばれる。

　東和は異国で梅雨つゆと呼ばれる長雨の季節を持たない。それでも、五月から六月は少し天気が崩れやすい。夏ほどではないけれど、どこかで春ほどの穏おだやかさが欠けていく時期。

　温ぬくい感触が、何だかどこかでゆっくりと変わっていく頃ころ。

　晩春と初夏が曖あい昧まいに交じり合う、ちょっとだけ危なっかしい頃。

　これが過ぎる頃、空から澄すみと高たか夏なつ、東和で暑さを感じることが出来る短めの夏季が来る。

　常磐姫は騒さわぎを眺め、それから何気なく周囲を見渡して眉まゆをひそめる。

「しかし、ツヅミの民たみも移り気だな。どこにも、四しの宮みやの飾り文字が見えない。私が昨年、琥こ珀はくとこうした時には、そこらの家にも張り紙が貼はられていたものだ」

　お答えに困って少し考えてから

「私の将軍がここに何ヶ月もおりました」

　ちょっとだけ遠回しに、七なな宮みや側の行為を認めた。

「あの笑え顔がおで我われらを見る人の群れ、単に戦争回かい避ひ、七宮軍と東とう征せいの撤てつ退たい表明を喜んでいるだけとは思えんよ」

　出来るだけ柔らかい表情で、左右と、この先に集まる街の人々を眺めながらも、その声は呆あきれ気味な色をしていた。

　昨日きのう、ツヅミで七宮軍は三さん宮みや軍との和わ睦ぼくを正式に発し、同時に、夏までに東征将軍とその軍がほぼ全すべて七宮カセン都市に帰き還かんすることを東和全土に宣言した。

　ツヅミの独立回復を意味する発表に、この人々の笑顔がある。そうでなければ、常磐姫も私も、こんな風に和なごやかな空気で歓かん迎げいされることもなかっただろう。

　何日も前から、私の左さ大だい臣じんさんが噂うわさを流しながら下ごしらえした成果は確たしかにあると思う。

　戦争回かい避ひだけでは、宮みや姫ひめに対する人々の様よう子すもこんなに柔らかなはずはなかった。そう思えるのだけれど、常磐ときわ姫のお言葉も分かる気がした。

「琥こ珀はく姫のこと、この方々が忘れていると思えてきます。ですが、忘れていない方々も多いと思います。この色のこと」

　私は右手を胸元に寄せて、その袖そでの色に目を落とした。

　琥珀の色に染め抜かれた袖口。この日のために、私の衣装役さんが用意してくれていた姫装しよう束ぞくは、あの姫の色を少し持っている。

「そして、先の争いで癒いえぬ傷を負った者も多い。此こ度たびの小こ競ぜり合いでもな」

　腕組みをしそうになって、姫らしくないと思いとどまる常磐姫も、その帯色は琥珀色だった。

　それぞれに申し合わせることなく用意した、あの方への敬意。

「どこかで暴ぼう動どうもあるだろう。今は押さえられても、夜討ちもありえる。七なな宮みやの姫は、ここにどれほど滞在するつもりだ？　長引けば長引くほど、上うわ辺べだけの融ゆう和わは脆もろい」

「数日中に、七宮カセンに戻り、この度の不幸な衝しよう突とつで亡くなった方のために喪もに服し、姫としては静かにすることになっています」

「それがいい。当分、目立たない方が他国につけ込まれることもない」

　この方はすぐに国に帰ると、既すでに宣言されている。一いち宮みや、二にの宮みやが動かないことに対し、強い懸け念ねんを抱かれているからこそ、争いの終わりを強きよう調ちようしたがっていた。

　大国につけ込まれるのを何よりも嫌うのが、三さん宮みやナツメ都市だ。

「五いつ宮みやと六むつ宮みやのふわふわした二人組、少し見直した。大国の思おも惑わくが手を伸ばしてくる前に、余計なことをせずに帰き還かんしたのは賢けん明めいだ」

　ふわふわした二人組とは、やはり、あのお二人だろうか。浅あさ黄ぎ姫と萌もえ葱ぎ姫。

「私はお会いしたことがありませんが、よく似た姫姿だと噂に聞きます」

「双ふた子ごらしい。まだ七宮の姫が出てくる前、一、二度顔合わせしたことがあるが、見分けられないほどそっくりな顔形をしていた。もっとも、双子ではなく、よく似た年子の姉妹だとも噂されているがな」

「なぜ、そんな話があるのでしょう？」

「年子ではっきり姉と妹の立場に分かれてはまずいと、あちらで勝手に双子扱いに変えたとも聞こえてくるが、そこまで噓うそはつけないはずだ。あれは名家の出身だからな」

　双子都市の象しよう徴ちようとしては、そっくりなただの姉妹より、生まれながらの双子の方が望まれるのは何となく理解できた。

　そして、どの姫にも出しゆつ生せい話ばなしには勝手な尾ひれが付く。何せ、誰だれも彼も先せん王おうさんの隠し子な話なのだから。せいぜい、シンセンに生まれた一宮の姫が、何とか傍ぼう流りゆうとしては認知されていただけだったと言われる、かなりいい加減な血筋の姫達。

「そう言えば姉妹なのだな。私と七なな宮みやは」

　一応、そのはずなんだと思う。

「はい、そのようになっております」

　これは、ちょっとお姫ひめ様として変な受け答えだった。

　苦笑する常磐ときわ姫は、ひどくこの方らしい顔をした。

「まったく、似ないものだな。私と琥こ珀はくもそうだったし、七宮もな」

　お互い様と笑い合う。

　この方は七姫の正当性には、それほど興きよう味みがないようだった。そう言えば琥珀姫とも、そんな話はしなかった気がする。

「先せん王おうという方、私は会ったこともありませんので、残念ながら、あまり思いを馳はせたことがありません」

「誰だれもがそうだ。私はあれは好かん」

　いい加か減げんに周りを大切にしなければと、適当に二人して人々に手を振りながら、あまり顔を合わせないで、そんな話が続いた。

「悪い噂うわさは聞きません。悪政を敷しかれたとか、そんな話はカセンでも、このツヅミでもないように捉とらえていますが？」

　ふんっと、笑った声。互いに背を向けて左右の人々に対する格好だったから、背中越しに耳に届いた。

「それはそうだ。あれは何もしなかったのだ」

「何も？」

　初めて聞く話に、気になって問い返す。

　困ったことに、私はあまり家族を大切にしていないらしく、親らしいことになっている方の話さえよく分かっていなかった。多た分ぶん、テン様やトエ様、目の前の方々のことで頭がいっぱいだったのだと思うし、自分の血筋なんて興味もなかったのだろうと思う。

「何もせずにな、ただ旅行していた。各地を巡察だの巡幸だのと称し渡り歩き、平和を謳うたい、発展を語り、豊かな明日あすだけを口にしてな」

　淡たん々たんと、どうでもいいと口く調ちようが続けられる。

「何もしなかったのだ。ただ笑え顔がおを振りまいて、こんなことだけをしていた。各地を回る間にあちこちで浮いた話だけをまき散らし、隠し子も多かったらしい。そんな男だ」

「そう言われれば……そんな気もします」

　亡くなった方のことを悪く言っても仕方ないけれど、先王という方はそんな方のような気もした。何せ、七人も隠し子がいたと言われても、あまり意外に思われていないらしい人なのだ。

　誰も憎んではいなかったかも知れないけれど、頼りにはならない方だったかも知れない。

　そうでなければ、シンセンやスズマ、東とう和わ各地の問題が、こうやって戦争やら何やらにならなかったような気がしてくる。働き者の王様なら、今の山やま積づみの問題も半分くらい片づけていたような気がする。

「何もしなければ何も生まれない。憎しみも怒りもな。ただ愛あい想そよく平和だけを語った象しよう徴ちようが東とう和わの偶像たる王だ。私はそんな役はごめんだ」

　頷うなずいて、顔を合わせていないのだから、声に出さなければと思い直す私。

「一いち宮みやと二にの宮みやの姫ひめは何かをされようとしています。立て直しと改革を」

　あのお二人は、先代の過あやまちを繰くり返すまいとしているのだろうか。

「あれも好かん」

　ああ、この方らしい声。

「一宮は残ざん酷こくだ。四しの宮みやと私の同どう盟めいに仲介の使者をよこし、この辺あたりを安定させろと暗に含んだ動きをした。そのくせ、いざとなれば我われらの争いを傍ぼう観かんした。私達は捨すて駒ごまにされたのだ」

　使者とは、あの人自身のことだろうか。それとも、別の形でなのだろうか。

　琥こ珀はく姫はあの人の正体を知っていた。黒衣の少女が黒衣の姫の使者ではなく、その人そのものだと私に教えてくれた。

　この方は、どこまで、あの人のことを知っているのだろう。問いたいと思ったけれど、今はこの方の言葉が続くのを待つ。

「二宮は人の隙すきにつけ込んで勢力を伸ばす。私も琥珀も七なな宮みやも、隙を見せれば取り込まれる。どちらも、中央のために動いている。我ら地方を財源の一つにしたいだけなのだ」

　勉強しなければと思う。

　知らないこと、知りたいことがまた増えた。

「あちらは東和の正統な姫であられたいのでしょう」

「私はナツメの正統な姫だ。それだけでいい」

　それ以上は望まないと、この方は頑かたくなだ。

　そして、それを危あやうくする他者の正当性には声こわ高だかに逆さからってきたそうだ。

「道は危ういと思います。こうして、力を合わせなければ」

「志は違うがな」

　背中合わせで、私達はちょっとだけ笑い合った。

　それが、三さん宮みやナツメの姫と七宮カセンの姫が力を合わせた、最初のお仕事の中のことだった。







「ひいっ！　死ぬっ、死ぬっ！　助けてぇっ！」

　文字通り足あ搔がいてみせるが、足はなかなか水路の底に着かない。

　微妙に、頭の先まで沈み込んだら、何とかつま先が石畳の水底に辿たどり着く。

　そんな感じで、沈んでは底を蹴けって浮かび上がり、手探りで水路の壁かべに取り付こうとして、ぬめった壁かべに指先を滑すべらし、また沈む。

　呼吸がやばくなる前に、また底を蹴けって浮かんで、また沈む。

　山からの雪解け水が混じるから水温は冷たく、どう動いても揺るぎなく周囲に満ちている。

　動いても動いても、身体からだに熱ねつが溜たまらない。逆に重くなる感じで冷たくなる。

　やばかった。

　とても、まずかった。

　絵え描かきのエヅは泳げたが、まだ五月である緑みど渡わたりだ。夏季が短い東とう和わでは、まともに泳げる時期は高たか夏なつの八月ぐらいである。

　この時期、適度な深さにある水路はかなり冷たい水で溢あふれており、突然のことに身体がまともに動かなかった。山からの流れで濁にごりも強いから沈むと視界が無くなる。

　長なが袖そでの上着で背中に駕籠かごまで背負った上半身は思うように動かず、旅靴は水を吸い込んで重しになっていた。竹駕籠の荷物が半はん端ぱに浮くので、顔のある前面が沈み込みやすいのも厄やつ介かいだった。

　どうにもならないで、浮き沈みを繰くり返すが、すぐ手に届く壁にとっかかりらしきものは見つけられず、水路の上から手を差し出してくれる周囲の人々も、あと少しのところで手が届かなかった。

　流れが緩ゆるいのだけが救いで、何とか水の中から浮き上がり手を宙に振り回し、届かない誰だれかの手を握ろうとした。

　不意に、何かを摑つかんだ手て応ごたえ。

　幾度もの繰り返しの中、右の手のひらが何やら細いものを摑んで、沈み込む身体が、肩先で上下して水上に止まった。

　おおっ、と周囲で歓かん声せいが上がり、視界もまともじゃなかったエヅは、通りすがりの誰かに助けられたことを知る。

　げほっげほっと、苦しみながら、手にした何かを確かく認にんする。

　涙混じりの目に、枝し垂だれ桜ざくらの若い枝が目に入った。

　僅わずかに、散り損ねた花が残った細い枝。

　街がい路ろ樹じゆから折り取られたそれの先を、とにかく見上げる。

「た、助かったぁ」

　息も絶え絶えに礼を言おうと目を凝こらして、あっと思う。

　見上げた先、水路の上、道ばたでかがみ込んで手を伸ばしていたのは、小さな人ひと影かげだった。

　髪は東和より東、海の向こうにいると言われる民たみの色で灰色。羽は織おりも同じ色で、その下には黒の肌着が見えた。

　見覚えのある格好で、あまり表情を見せない少年が一人。

「落ち着けば上がれる」

　やっぱり、見覚えのある顔が、聞き覚えのある声をした。

「兄ちゃんか、ありがとうっ！」

　意外なところで知り合いに助けられたと、歓かん喜きの声をエヅは上げた。

　ただ、困ったことに、命の恩人であるこの少年の名前を、この絵え描かきの若者はすぐには思い出せなかった。







　人々の声も視し線せんも届かぬ先、私達を乗せた屋や敷しき船ぶねはツヅミ都市の奥へと辿たどり着いた。

　船を降り、ここから先は歩きになると下方から声をかけられて、私と常磐ときわ姫ひめは連れだって演台のある櫓やぐらから階段で下りた。

「お役目ご苦労でした」

「まだ、これからだ」

　側近らしきご老ろう臣しんに応じる常磐姫と

「肩掛けと髪飾りを替えます」

　衣装役さんに、かしずかれる私。

「七なな宮みやは衣装が多いのだな」

　髪飾りを金銀の華はなやかなものから、錫すず色いろの地味なものに変える私に、常磐姫は声をかけた。

「衣装で勝負しないと、あまりお姫様らしくなれません」

　笑って応じると、常磐姫も笑ってくれた。

「姫らしくは難むずかしい。特に他所よその国ではな。ここの琥こ珀はくは見み目め麗うるわしく、何を着ても様さまになっていたから、私は張り合うのは止やめた。武家娘らしくしようと決めた」

　そんなことを言いながら無造作に、自身の髪に挿さされていた朱しゆ櫛ぐしを寄ってきた侍じ女じよの方に投げ渡す。

　ここから先は観かん衆しゆうがいないので、私達の衣装は不必要な華か美びを少し取り除いたものになる。お披ひ露ろ目めの式典から儀ぎ式しき的てきな式典への変更。

　少し身軽に衣ころも替がえした私達は、水路の終わりから先へ、それぞれ一人だけの御み輿こしに乗せられ、緑の庭園へと進んだ。

　ちゃりっ、ちゃりっと、御輿を担かつがれた神しん僧そうの方々が足を進める音が、御輿の上で薄うす絹ぎぬに囲まれた私達の耳にも届く。

　桂かつらや楓かえでの並ぶ庭園は広く、苑えん路ろは敷しき詰められた白い玉たま石いしだった。

　ひっそりと、時たま鳥が鳴くだけの道行き。

　やがて、御輿が止まり、静かに苑路へ降ろされれば、白い庭がそこにあった。

　石英だろうか、薄く加工された石畳は白い円形。

　その白い石版の中に、飛び石状に碧へき玉ぎよくの石板が点在し、それが図形を形作っている。

　複雑に絡からみ合う碧へき玉ぎよくの軌跡を目で追えば、そこに螺ら旋せんが浮かび上がる。

　揺らいで曲がる螺旋。閉じられた階段模様。

　いつか、見た図形。

　ただ、私の時には描かれたもので、ここのは築きずかれたもの。

　四しの宮みやツヅミ。宮都市として宮みや姫ひめを求めた人々が作り上げた祭さい祀し場じよう。

　かつて、ここで琥こ珀はく色いろの姫が大河の恵みと契約し、この都市の守しゆ護ご、巫女みこ姫となった。

　祭祀の時、水みな姫と呼ばれた方は、今は遠く南にいる。ここには西さい方ほう山脈と契約した七なな宮みやの空から澄すみ姫と、霊れい山ざんシンヤと契約している三さん宮みや常磐ときわ姫が立つ。

　ちょっと、どう思えばいいか分からなくなった。

　満みち溢あふれる水の商都の中心で、その水姫は不在で、共に仙やま姫と呼ばれる二人の姫が祭祀場で式典を行うこと。

　何だろう。この気持ち。

　恐こわいのだろうか、足あし下もとが何か遠くに感じる。

　そんな思いから離はなれようと、辺あたりを見渡せば、よく手入れをされた緑の木立、その下に神しん僧そうの方々、その背後に文官の方々、さらに遠巻きに武官の方々。

　整せい然ぜんと遠巻きに、御み輿こしから降りた私達を見守っていた。

「三宮ナツメ常磐姫ひ殿でん下か」

　少し前方で、抑えの利いた声が上がった。

　円の中心から均等の距きよ離りに佇たたずむ私達。

　円の中央に祭さい壇だんとして御み影かげ石いしの台座が備えられ、そこでツヅミの名高い神僧の方が、まず姉姫に当たる常磐姫を呼び、そして

「七宮カセン空澄姫殿下」

　私の名を呼んだ。

「御両人による、両都市による末永き和の言こと祝ほぎ、ここに示されんことを」

　まず、私達は互いに姫らしく慎つつましく頭を下げ、静かに向き合う。

　互いの手には、御輿に乗る時に手渡された神木の若枝。

　枝の半なかばには、祝いと盟めい約やくの言葉が書かれた薄うす紙がみが結ばれている。

　御影石の台座に互いが出向き、もう一度礼を尽くして向き合う。

「互いのために、ここに祝いと誓せい詞しを送ります」

　そう、先に告げたのは常磐色の姫。

「望む未来のために、ここに誠意の形を示します」

　それぞれの両手が若木と誓詞を差し出し、交差した若木が、作法通りに互いの手で取り替えられて、微かすかな枝揺れの音を立てる。

　ここで、宮と宮の代表によって、三宮ナツメと七宮カセン、二つの宮都市は正式な同盟の誓約を終えた。

　旧四しの宮みやツヅミの立ち会いによる形で、三都同どう盟めいはようやく明文出来る過程、その全すべてを終了させたのだ。

「互いの息い吹ぶき、末永くありますよう」

　常磐ときわ姫ひめ。

「祝福の言葉、幾年も続きますよう」

　空から澄すみ姫。

　与えられた言葉を重ね合い、私達は深く頭を下げ、平和な明日あすを心から願ねがい合った。

　ちりんっと、鈴の音。

　立会人が懐ふところから硝子ガラスの鈴を抜き出して、緩ゆるやかな仕し草ぐさで涼やかに鳴らせば、遠巻きの神しん僧そう方の手に同じ物が握られてゆく。

　ちりんっと、さらにちりんっと、高く澄すんだ音が周囲に満ち始める。

　やがて、それが風に揺れる風ふう鈴りんの群れのように、流れる水路の水音のように、止めどなく続いて、ただ、それだけで満たされる。

　脆もろい硝子の、それ故ゆえに澄んだ音の一いつ時とき。

　響ひびき合う音の群れ。

　私達は、そんな時間と場所に静かに佇たたずんで、鈴音の流れに耳を澄ました。







「兄ちゃん、こんなとこで何してるの？」

「仕事」

「ああ、フオ・テンやタウ・トエが来てるからな」

　世話になったことのある人物の名前を蔑べつ称しようで呼んで、うんうんと頷うなずく絵え描かきは、水路沿いの石畳の上でたき火に当たっていた。

　街の自じ治ち衆しゆうが間抜けな観かん光こう客きやくのために与えてくれた場所で、灰はい色いろの少年と向き合って半脱ぎの服を火ほ影かげに晒さらす。

「いやあ、たまに落ちるのよ。あの水路さ。囲いないしさ」

　一時期、この街に居きよ留りゆうしたことのあるエヅは一人でうんうん頷きを繰くり返す。

「まさか、自分が落ちるとは思わなかったよ。ははははっ」

　一人で笑うが返事はなく、少年ヒカゲの方はぼんやりと周囲を見渡していた。

　姫行列が過ぎてしまえば人も平素に戻る街の様よう子す。

　傍かたわらを流れる水路の方では、仕切り縄なわを片づける兵達の、のんびりとした様子が覗うかがえた。

「そういや、嬢じようちゃんは？」

「仕事」

「姫ひめさんの？」

　確たしかお姫様のお側そば付き見習いだったと絵え描かきが訊きけば、少年もただ頷うなずく。

「お姫様の仕事か、大変だよな」

「あんたは？」

「うん？　俺おれも仕事だったんだけどね」

　抑よく揚ようのない問いに、絵描きの若者の反応は妙に明るい。

「なんかさ、クビみたいでさ。ちょっと失業っぽいのよ」

　常磐ときわ姫の下もとで、行軍の風景を描く仕事はだいたい終わっていた。

　姫が忙しそうにあちこちを行き交うようになったら、暇ひまになったので、ふらふらと昔なじみの街に出てきた。

　忙しそうな常磐姫には、ここ何日か、挨あい拶さつ程度しか会えなかった不安定な毎日。せめて、姫行列を観かん衆しゆうの目から描こうとしたのだけれど、何やらどうにもならない水浸し。

　高価な顔がん料りようを入れた硝子ガラス壺つぼが割れなかったのだけが不幸中の幸いな、そんな状況。

「絵描きって立場弱いのよ。売れっ子なら別だけどさ」

　一人で笑って、エヅは空を見上げた。

　昼過ぎの太陽が眩まぶしい時間。それでも、まだ夏と呼ぶにはおとなし過ぎる陽ひ射ざしに目を細める。春にしては強いけれど、夏にしては弱い。そんな陽光。

　初夏はしばらく先だろうかと、目の上で手を翳かざす。

「そう言えばさ、キリハの旦だん那なに会ったよ」

　特に返事はなかったけれど、聞きたそうな感じがしたから続けてみる。

「あっちは今も働いてるよ。なんか強そうな軍隊相手にさ」







　三さん宮みやナツメの旗は三本竹の意い匠しようが公式で、時によって左右に常緑の木々の影かげが添えられる。

　今、その旗が翻ひるがえるのはツヅミ都市南部の砦とりでであった。

　つい先日まで、七なな宮みやの東とう征せい将軍テン・フオウが立たて籠こもり、三宮軍を退しりぞけていた突とつ貫かんの野営地である。それが、今は七宮の旗は同どう盟めい旗きとして小さく掲げられているだけで、陣じん幕まくにも兵達の軍装にも三宮の紋が並んでいる。

　明らかに、そこに寄って立つ軍が入れ替わった様よう子す。

　かつて、東征将軍が立ち振ふる舞まった陣幕の傍かたわらで、周辺の丘きゆう陵りよう地帯を眺める将軍達の姿があった。並ぶ姿は二つ、その背後で報告の兵が声を上げていた。

「姫方の行列はさしたる隔へだたりもなく、無事に祠し祭さい館かんにてお役目を果たされたようです」

　副将の言葉に、二人の将軍は向き合い頷く。

「三都同盟ですか、これで」

　東とう征せい将軍ほどではないが、長身の武将は総髪を背に流して小さく縛しばって纏まとめ、長ちよう刀とうの鞘さやを左の腕に抱いていた。

　俗に傭よう兵へい将軍と呼ばれる男。名はキリハ。名門武家ラサ一門当主。

「気にいらんか？」

　問いただすのは、いささか小柄な老将。

　三さん宮みやナツメ軍、ツヅミに派は遣けんされた全軍の指揮を任された常磐ときわ姫ひめの宿将であり、その眷けん属ぞくであるシドウ将軍。

「ツヅミ側、抵抗勢力が事を起こすと睨にらんでおりましたが、東征が押さえたのでしょうか」

　キリハの答えは、ツヅミへの不信感を持っていた。

　乱世的な東とう和わの流れからすれば、徹てつ底てい抗戦の人々もいるはずだった。それが、あまり見られないのは不気味にさえ思える。

「どうでもいいのかも知れないな。この国は」

　足あし下もとを見つめたシドウ将軍の返事は重い。

　硬い土の上に、具ぐ足そくで立つ自分の足が目に映る。

「儂わしやお主ぬし、そして東征を他国と戦わせ、それを傍ぼう観かんして時を過ごす気かも知れん」

「金だけ出して、何もせずですか」

　それが商都の処世術であろうか。乱世に逆さからわず、かといって、乱世に従わず。

「その金がないのが我われらナツメ。そして、その金で勢力拡大を望むのが七なな宮みやカセンだな」

　しばらく、二人の将は沈ちん黙もくした。

　やがて、長身の方が口を開く。

「彼らは、どうなのでしょうか？」

　シドウ将軍は応こたえず、真まっ直すぐに正面を見み据すえていた。

　同じようにキリハも眼まな差ざしを遠くに向ける。

　その見据えた先、遠くの丘に騎き馬ばの一軍が見えていた。

　目立つように幟のぼりも多く、どの勢力よりも体格のよい騎馬を駆り、揃そろいの軍装は遠目にもはっきりと分かる深い黒。

　そして、その斜め後方には、数では彼らに勝る歩兵集団がひっそりと、だが、確たしかに陣を展開し、騎馬軍と、この砦とりでに籠こもるナツメ軍公称一万の動きを捉とらえ続けていた。

　一いち宮みやシンセン黒こつ騎き団だんと二にの宮みやスズマ真しん都と同どう盟めい軍ぐん。

　二つの勢力は、互いに牽けん制せいしながら、ツヅミを巡めぐるナツメとカセンの動向を確かく実じつに見つめていた。







　黒馬が嘶いななき、後ろ足の蹄ひづめが地面を何度もえぐる行為を繰くり返す。

　馬という動物は、元来、おとなしい生き物だ。

　そうでなければ、飼かい慣ならし、騎き手しゆの思い通りに駆るのも困こん難なんなことだ。

　それでも、たまに、猛たけ々だけしい気性の荒馬がいる。

　その一頭の腹に手をやり、地に降りた軽装の騎士が鞍くらの留め具を締しめ直していた。

　扱いが難むずかしい愛馬は無む駄だな動きが多く、そのために、こうして緩ゆるむ鞍をたまに締め直してやらなければならなくなる。

「潮しお時どきだな」

　黒馬をあやしながら、黒い軍服の騎士が呟つぶやく。

　若い方だった。

　まだ三十には届いていないだろう青年騎士だが、馬具も軍装も、居並ぶ五十騎の中で一ひと際きわに華か美びな作りで、その地位が高い士官だと誰だれの目にも分かる。

　ただ、着崩し気味に捲まくり上げた袖そでが、若者らしく粗野な印象を持っている。要よう職しよくを示す軍装故ゆえに年かさに見えるだけで、あるいは、かなり若いのかも知れない。

「撤てつ退たいの頃ころ合あいだと申されますか、遊ゆう撃げき長ちようは」

　手近に控えていた側近の騎士が、同じように馬から降りてやってくる。

　馬から降りたのは、要職にある上官と接するための作法。

「ナツメのシドウにラサ一門のキリハ。東とう征せいも気楽に砦とりでを明け渡しやがって」

　物見がてら眺めるツヅミ南部の砦は、そう簡かん単たんに落とせるものではなかった。

　砦そのものは突とつ貫かんで設営されたもので大したことはない。だが、そこに新しく入ったナツメの軍は無傷とは言わないが、ほぼ、それに近い陣容だ。無む論ろん、砦自体にも先の争いがほぼ回かい避ひされたために目立つ損傷はない。

　名声を持つ二人の将軍が子飼いの将兵と共に陣取れば、まともにやり合うのは危き機き感かんのある話だ。さらに、七なな宮みやと同どう盟めいした以上、東征将軍の軍が、彼らが押さえているツヅミの軍が、すぐに増援となる。

「戦えば勝っても負けても大おお戦いくさだよ。まずいだろう、それ」

　元々が戦争抑よく止しの名目での出兵だ。向かい合っていた二つの勢力が政治的にも、宮同士的にも和わ睦ぼくを得た今、これ以上は逸脱に過ぎる。

「しかし、二にの宮みやがおります」

　捨て置けぬと、声が上がる。

　東とう和わ第二位の都市勢力が、彼らの背後で展開していた。

　こちらは騎馬の鍛たん錬れん、向こうはツヅミ内乱抑止と、それぞれの理由をつけた示じ威い行動。

　名目上、一いち宮みやと二宮は互いを無視している。

　戦う気もなく、かといって、協力し合う気もなく、それぞれ互いの勢力の都合で軍と宮みや姫ひめをツヅミ周辺に派は遣けんした二派。

「うちの姫ひ殿でん下かも粘ねばっているが、宮みや姫ひめの立場で、議ぎ会かいの要よう請せいはそう断れんよ。次の使者には色よい返事をするさ」

「ならば、やはり帰き還かんでありますか」

「断言は出来ん。不用意に帰れると思えば士気が落ちる。だが、落としどころはつける時期だ」

　前方のツヅミも、後方の二にの宮みや軍ぐんも見ないで、遊ゆう撃げき長ちようの役やく職しよくにある男は黒馬をあやす。

「まっ、二宮も帰る時期を見計らっている頃ころさな」







「ようやく、シンセンの姫もわがままを抑えますか」

　二宮翡ひ翠すい姫は、あてがわれた宿舎の茶室で、その政治閣かく僚りよう達と向き合っていた。

　一いち宮みやの姫もそろそろ帰還しなければならないと、その議会とのやりとりが、ほぼ完全に彼女の耳には入っている。シンセンとスズマは隣りん国ごくであり、真しん都と同どう盟めいはどこよりも幅広い人脈を持っていると言えた。

「この地の方々は私達の長い滞在を望んでいます。ツヅミの皆様も我われら真都同盟の訪問を待っているはずです。されど、今は、一宮の横おう暴ぼうを押さえながら、スズマの屈せぬ姿勢を見せねばなりません」

　つつがなく終えられた二人の宮姫による和解劇げきは、程ほどなく東とう和わ全土に向け布告される。

　これ以上の対陣は、威圧的と世間の誹そしりを受けやすかった。

　流れからすれば、残りたくても、残る理由が薄うすくなってきていた。

「ツヅミの同胞に我らの帰還を知らせる使者、民間の方にお願ねがいしましょう。我々はツヅミの安定に尽じん力りよくしました。これをもって勝利とし凱がい旋せんします」

「我らが姫のご英断を支持します。問題は一宮の姫との折り合いです」

　閣僚の言葉に、翡翠姫も頷うなずく。

「体てい裁さいを整ととのえなければなりませんね。シンセンも一応は旧王都。古株として、大国として顔を立てておきたいでしょう。構いません。ここは彼らに道を譲ゆずりましょう。私達、真都同盟は実利を取ります。ここは一宮に貸しを作り、彼らとの友好を図りましょう」

　適当な使者を立てて、段取りをつけることを身近な者に促うながした。

「よろしいのですか？　シンセンは我が宿敵でありますぞ」

「そして、隣人であります。打破してこそ東和の真統和への道が拓ひらきますが、無益な争いで殺し尽くすは本意ではありません。我々は、平和のために戦っているのです。宿敵故ゆえにこそ、彼ら彼女達に我が方への理解を求めなければなりません」

「自らの保身に明け暮れる彼らが、我々の未来へ共感を覚えるとは思えません。それよりも、このツヅミを上手うまく押さえ、真都の力を彼らに示したいところであります」

「そちらは、政治的解決を試みましょう。軍は退しりぞきます」

　翡ひ翠すい姫ひめの、その名の通りに澄すんだ声が告げられて、頭こうべを垂れる満まん座ざが、沈ちん黙もくで了承と恭きよう順じゆんを示した時だった。

　慌ただしく急使の文ふみが、茶室の前に届けられた。

「何事です。落ち着きない」

　側近の手を通して、未開封の文を受け取った姫は、清せい楚そな佇たたずまいのまま書面に目を落とす。

　顔色が変わった。

　胸元の翡翠の玉ぎよく石せきそのままに、いつも澄んでいた表情が重く沈み、そして、その姫とは思えない声を漏らす。

「スズマから、本国から、至急戻れとの知らせです」

　力無く、周りに視し線せんを向けて、擦かすれ気味の声が続けられる。

「お祖じ父い様さまが倒れました」

　それは、真しん都と同どう盟めいの中心人物が危き篤とくとの知らせだった。

　騒そう然ぜんとする側近達。

　その狼狽うろたえ方はかなり激はげしかった。

　真都同盟を半世紀近く動かしてきた人物は彼らにとって最大の要人であり、この少女の最大の後見人なのだ。

「まさか」

　口々に何事かを慌ただしく語る者達は、彼女の視界にも耳にも入らない。

「今、この時に、このような報しらせ？　あまりにもシンセンに、あの女に都合がよすぎる」

　呟つぶやいて、普ふ段だんの自分でいようと眼まな差ざしを高く持ち直す。

　一いち宮みやの姫が陣取る方角を向き、力をなくしていた眦まなじりを鋭するどくする。

「貴女あなたの仕し業わざですか、一宮黒こく曜よう。また貴女は許されぬ真似まねをしているのですか」







「また私の仕業にする気ですか、二にの宮みや翡翠は」

　椿つばきの庭園に立ち、曲きよく水すいの流れに姿を映す黒衣は薄うすく笑う。

　日ひ除よけにと、黒帽子を被かぶるいつもの姿。

　二宮翡翠姫は、急使を受けて、すぐさま高速艇ていに飛び乗り、この地を後にした。

　僅わずかな供回りだけの急行に、慌てて二千の護ご衛えいが再さい編へんされ、それに続いた。

　早業だった。

　昼時の報せに対して、陽ひがまだ高いうちに決断実行したのだから、一宮側がその動きを察知した時には、もうその姿はなかった。

　後には、最大兵力である二宮スズマの真都軍が、ほぼ、そのままの勢力で残されている。

　しばらくすれば、ツヅミに集まる三都同どう盟めい側も、既すでに離はなれているクラセとマキセ側もこの事実に気がつくだろう。

「あちらの大たい師しもご高こう齢れいなれば、以前からお身体からだが優すぐれぬと風の噂うわさに聞いております」

　黒くろ姫ひめの後方に従う騎き団だん長ちようの言葉に噓うそ偽いつわりはない。

「しかし、時期が時期ですな。我われらにとって都合がいいとは言い切れませんぞ」

　騎団長の傍かたわら、政治顧こ問もんの老人が、問いのある声で告げる。

　翡ひ翠すい姫が退しりぞいた。だが、その勢力は、まだそのままで残っている。

　平和を望む姫がいるからこそ戦えなかった軍勢が、ある意味では自由を手に入れた。

　順次撤てつ退たいの予定とはいえ、大きな枷かせが外はずされた二宮側は敵対勢力として脅きよう威いである。暴ぼう発はつ的な戦せん闘とうが、偶発的な展開が起きようと、指し導どう者しや不在故ゆえの不測の事態と言い分が立つ軍勢。

　何が起きようと、掲げた姫が汚れる面は少ないから、他ほかの宮姫軍よりも二にの宮みやスズマ勢が楽と言えば楽な状態を手に入れた面がある。事情は誰だれにでもあるし、理由は探せる。

　ある意味、やむを得ない理由で宮姫が帰き還かんするのは、戦闘意欲のある派は遣けん軍ぐんとしては望ましい事態だった。

　ツヅミ遠征の折、黒こつ騎き団だんは上陸阻そ止しに動いた二宮寄りの民兵を壊かい滅めつさせている。彼らとしては仲間の敵を討うちたい面が強くあるはずだった。もっとも、その民衆が二宮派だったとする公式な発表は押さえられている不ふ穏おんな状態でもある。

「陸路を取ります。その旨むね、西軍殿から議ぎ会かいへお伝えください」

　一いち宮みやの姫は悩まなかった。

　次の使者が議会から来るより先に、こちらから帰還の意志を伝えると言う。

　親族の不幸に急ぐ二宮姫の後ろに続くのは、そのつもりがなくても、追い立て、つけ込む形になる。道に外れる行為と騒さわぐのは、二宮の真しん都と同盟だけではないだろう。

　ましてや、この姫とその親しん衛えい隊たいは黒衣である。

　まだ容態のはっきりしない二宮の実力者に対して、葬そう列れつを連想させる行動を取るのは人道的に控えなければならない。たとえ、臨りん戦せんに近い状態であろうと、戦争中であろうとだ。

　一宮黒こく曜よう姫ひ殿でん下かは前ぜん線せんの指揮官ではなく、正統なる大だい都と、一宮シンセンとそれに連なる人々の象しよう徴ちようなのだから、世に品位のない悪意を見せてはならない。

　その行為は、正統であり続けなければならない。

「直ただちに。ツヅミ側にも使者を立てます。されど、三さん宮みやと七なな宮みやはどうすべきでしょうか？」

　老人は政治顧問として提案のある顔をしていた。

　振り返ることはなくても、その主ぬしは、声の中にある色でそれを知る。

「顧問殿のお考えをお聞きしたいですね」

　だから、柔らかな促うながし。

「ツヅミ再建を委任するとの書状に、姫殿下のお言葉を添えるべきと存じます」

「一いち宮みやが彼女達を容認する安あん堵ど状じようですか」

　一般的に安堵状とは、主おもに領地や利権の類たぐいを地方の豪ごう族ぞく、領主に約束する約束手形だ。

　中央がその立場を保証するからこそ、地方領主も正統な役割を称することが出来る。

「中央からの安堵を受け取るならば、彼らが、まだシンセンの庇ひ護ご下かにある地方都市であると認めさせることになります。これだけで、この遠征は意義深い価値を増します」

　地方同士の諍いさかいを防ぎ、さらに中央の威光を政治的にも東とう和わに示す。これだけの成功を収めれば、一宮シンセンは確たしかな地位を示せる。

「受け取りを拒否、あるいは無視された場合はどうされます？」

「もしそのような真似まねをするのなら、彼らとて、相応の覚悟があると受け取れます」

　中央の指さし図ずを受けぬと明快な態度を取るならば、黒こつ騎き団だんと、ここに集まった地方勢力、後方にある西軍麾き下かの軍が動く理由は充分となる。

　長く、この姫ひめにしては長く沈ちん黙もくがあった。

　聡そう明めいさで名高い星ほし姫にしては、異例なくらいに悩んだ顔。

　その後で、黒髪を揺らして、その黒帽子が静かに振られた。

「もっともな進言ですが、ここは見送りましょう」

　これは意外と、老ろう臣しんが目を見開く。

　自ら親しん衛えい隊たいを率いた姫にしては、決断力に落差のある返答だと思ったのだろう。

「口約束として、彼女達を認める声明は既すでに出しました。これ以上の譲じよう歩ほを単独で行えば、シンセン議ぎ会かいの皆様に申し開きが立ちません」

　安堵状を出すならば議会から送るべきだと、控えめな立ち振ふる舞まい。

「些さ細さいな逸いつ脱だつがあろうと、議会は姫殿下のご決断を支持しましょう」

　やってしまえば、なし崩しも可能と進言は続く。

　ある意味で、ある程度の独断は望まれていると言外に告げた声。

「私が女王ならば、それもありでしょうが、我わが地位は一代限りの過か客かくである宮姫。和の姫巫女みこです」

　似合いませんが、と小さく笑う口元。

「ならば、申し上げることはありません。両都市にはツヅミを通して一宮の寛かん容ようさを伝えるのみです」

「そのようにお願ねがいします」

　穏おだやかに椿つばきの庭園を眺め、愛用の黒帽子に手をやり

「二にの宮みやの不幸につけ込んだと騒さわがれるのも困りますしね」

　黒衣の姫は振り返って、静かに微笑ほほえんだ。







　向かい合えば、この方は七なな姫ひめの中でも背が高い方で、私は一番小さいだろうと改めて思う。

　全すべての式典と儀ぎ式しきが終わった頃ころ、全ての公務が終わった頃、陽ひは傾いて影かげが気になり始める時刻になっていた。

　祭さい祀し館かんの中庭に、朱しゆの敷しき物ものが敷しかれ、私達は膝ひざを折って座る。

　遠巻きの侍じ従じゆう方に見守られた茶会の席で、私達は二人して名めい工こう作の湯飲みを手にする。

　透明感のある赤い器うつわに、温かい飲み物。

　ただ、私が知らない飲み物だった。

　何だろうか、この白っぽく濁にごった、とろとろは。

　お米から出来てるそうだけれど。

　おっかなびっくり、ちょっと口に付けてみる。

　あやっ、何だろう。苦にがいような甘いような、変なのが口の中に広がる。

　舌で口の中の味を探る。少しだけのとろみが、ちょっと嚙かんでみたくなる感じ。

「七なな宮みやは甘酒は嫌いか？」

「いえ、初めてでして、何とも言えません」

　常磐ときわ姫の問いかけに応こたえながら、ふむふむともう一口。

　ごくんっと飲めば、ちょっとくどく思えた味にも慣なれてくる。

「味がよいものですが、癖くせのある飲み物ですね」

「うむ、異国流れの紅茶は品がよ過ぎて好きになれなくてな」

　この方らしいこだわりが嗜し好こう品ひんにもあるらしい。

　あまり作法は気にせず、ぐいっと目の前で飲まれるので、私も同じように続こうとするのだけれど、何度か繰くり返すうちに、頰ほおが熱あつくなってくる。

　何か恥ずかしい失敗をした時みたいな熱さ。

「暖かくなってきました。お酒だからでしょうか？」

「そうかも知れぬな。寒い時に飲むと身体からだにいいが、ここで七宮にあまり飲ませては怒られそうだ」

「ですね、お殿との様さまなら酒席なのでしょうが、私達は姫役ですから」

　ちょっと笑い合う。

　少し澄すましているけれど、この姫は飾りのない顔で笑うから、私も素直に笑える。

　きっと、この方はこの方で、周囲に親しまれているのだろうと思う。

　この席は、常磐姫の方から申し出があったものだ。

　互いの親しん睦ぼくのため、最後に一時と。

　この方は今こ宵よいのうちに自陣に戻り、明日あしたにも三さん宮みやナツメ都市へ帰き還かんの途となる。

　これで当分、私達がお会いすることはなくなるだろう。

　距きよ離りもあるし、互いの立場もある。どちらがどちらのもとへ出向こうと、大がかりなものとなるだろう。半月近く、このツヅミに居ながら、数える程しか顔合わせ出来なかった私達なのだから、きっと、そうなる。

「一いち宮みやと二にの宮みやに動きがあると、先程、報しらせがあった」

　常磐ときわ姫ひめは雅みやびな盃さかずきに、なみなみと自ら甘酒を注つぎ足す。

　その様よう子すに、遠巻きにしている侍じ女じよの方が手をこまねくのが、ちらりと見えた。どうも、この方は自らの手て酌じやくでないと気が済まない性分らしく、誰だれかに注いでもらうのはお嫌いらしい。

「あちらの国々は仲が悪いと聞き及んでいます」

　このことに関して、私の方にはまだ報せはない。

　遅れているのではなく、落ち着いて報告できる時期を待っているのだろうと思う。テン様もトエ様も仕事の多い方だから。

「どうもな、二宮翡ひ翠すいが撤てつ退たいしたと噂うわさにある」

「翡翠姫ひ殿でん下かがでしょうか？」

　ある意味では、一宮の黒こく曜よう姫殿下よりも強硬姿勢を取る方が、早々に退しりぞかれるのは意外に思えた。最後まで残りそうな、私達の前に直接の会見を望みそうな方に思えていたから。

「子し細さいは定かではないが、彼らの地元で異変があったらしい。一宮が要人の暗殺でもしたのかな」

　恐こわいことを言われてしまう。

　一宮の姫を私は好いているけれど、あの方はあまり人命にこだわらない。人は死ぬ時は死ぬと考えている。そんな風に思える人。

　ある意味、あの方は他ほかの宮姫より、私の側そばのお二人に近い気がする。手段はそれなりに選ぶけれど、それなりであればいい。何よりも、目的や目標に筋道をつけている方。

　それほど長くお付き合いしたわけではないし、私は他の方々より子供だから、本当のところがどの程度なのか、何の確かく証しようもないのだけれど。

　第一、うちのお二人は、あの方ほど真ま面じ目めでない気もするのだけれど。

　そんなことを考えていたら、上手うまく返答が出来なかった。

「一宮も本国がうるさいようだ。助かったな」

　黙だまっていた私に、常磐姫が同意を求める。

　二大勢力がそれぞれの事情で退いてくれるならありがたいと、そう言われているのだろう。

「お二方の撤てつ収しゆうはツヅミのためによいことだと思います」

　どう応じるべきか、とりあえず当たり障りのないことを口にしてみる。

「どちらかと会見しなければならないかと、私は冷や冷やしていた。七なな宮みやはそう思わないのか？」

「あっ、大変だと思います。それはきっと」

　同じようなことを考えていたと思うと、自然に応じる声が高くなった。

　私は、ここでこうしているだけで、割といっぱいいっぱいだ。あの方々に難むずかしい質問をされても、多た分ぶん、まともにお返事できない。

「そうだろう。あの二人は口も上手うまく頭もいい。私や琥こ珀はくでは口先であれらには勝てない。兵馬で向き合おうにも旧王都一いち宮みやシンセン、真しん都との勢力、どちらも強過ぎよう」

　不愉快だと一人頷うなずく常磐ときわ姫ひめは、外交で色々苦労してきたらしい。

　七なな宮みやカセンは新しん興こうの田舎いなかだったし、左さ大だい臣じんさん達が上手くやりくりしていたから、私には実じつ体たい験けんが薄うすいけれど、この方や琥珀姫はそうもいかなかったと聞く。

「気がつけば、あれらには小さな譲じよう歩ほを繰くり返し続けていた。気がついたら、随ずい分ぶんと差が広がった。都市同士の関係はそんなものだ」

「宮都市は、全すべてが姉妹都市でありましょうに」

「骨肉の争いは根深い。恵まれた者、恵まれなかった者、関係があるが故ゆえに、差による損得が目に見える疲ひ弊へいとなる」

　三さん宮みやナツメと四しの宮みやツヅミ、二つの都市は元々は同じ根を持っていた。身近な姉妹都市として向き合い、常に水面下で争っていた両都市。

　上うわ辺べだけの笑え顔がおで、帳ちよう尻じり合わせを続けていた。そして、その破は綻たんを、この方は見ていたのだろう、その破綻に付き合っていたのだろう。

　この方は、きっと損をされてきた。敗戦で地位を失った琥珀姫だけが傷ついていたのではないと思う。損をして、それでも、ここまで来られた方だ。

　こうして、この方とお会いできたのは、多分、とてもありがたいことだった。

「それでも」

　それでもと思う。

「ん？」

　漆うるし塗ぬりの朱しゆ碗わんに視し線せんを落とす私に、問いかける眼まな差ざしの常磐姫。

「いずれ、私はあの方と、いえ、あの方々とお会いしなければいけないと思います」

　最初、黒衣の背中だけを思い浮かべてから、二にの宮みや、五いつ宮みや、六むつ宮みや、姫ひめ絵えと伝でん聞ぶん程度にしか知らない方々のことを思い出して、慌てて言葉を続けた。

「五宮と六宮のように仲なか睦むつまじくは難しいぞ。あれらは特別に仲がよく、それを支える周囲も安定していたから、ああも上手くいったのだ」

　私と同じように、常磐姫は視線を落として、それから、辛しん気きくさくなると言わんばかりに遠くを見ようとした。

　遠巻きの家か臣しんと目が合ったようで、何だか気まずそうに、そこらの木々に視線を向ける。

　しばらく、私が黙だまっていると

「それは戦いの結果か？」

　武門の姫が、そんな問いをした。

　考えるより早く、頷うなずいた。

　お会いするのは、ほとんどの場合、こうした戦いの末だと思う。

　琥こ珀はく姫ひめとも、この方ともそうだったように。

　仮に同どう盟めい者しやとして争うことなく会見する時が来たとしても、水面下では、そこまでに争いがあると思う。私の知らないところで、私の知らない事情で、そして、私の知らない形で、それぞれは争うだろうと思う。

　きっと、目に見える確たしかな争いは、大きな戦いくさは、必ずしも多いものではないと思う。見えないこと、知らないこと、世界は積つみ重なっている。

「それは七なな宮みやカセンの望みか、空から澄すみ姫の望みか」

　問いが続けられる。

「お会いしたいのは私の望みです」

　争いは望まないけれど、上を目指せば競きそい合いは避けられない。競い合わなければ、多た分ぶん、高みへは行けない。競い合わずに高いところに辿たどり着けるのは、きっと、初めから高い場所を知っている人だけだと思う。

　私は知らない。見上げただけ。そして、私が手を伸ばした先は、きっと、ずっと高い。

「三都同盟、確かな軍事同盟としては約束できん」

　常磐ときわ姫は穏おだやかに、少し投げやりに言葉を紡つむぐ。

「だが、不当な侵略があれば互いを助け合うとは約束しよう。一いち宮みやや二にの宮みやがそう動くならば、我わが宿しゆく将しようは七宮カセンと剣を掲げ轡くつわを並べる。だが、東とう征せいなりその軍師なりが他国を攻めることには付き合わん。不当な侵略を七宮カセンが行うならば、我が兵馬は、その敵となる場合もあるだろう」

「ごもっともです。もし、仮に私達が利益を求め過度な行為に走ったならば、三さん宮みやナツメの糾きゆう弾だんの声に耳を塞ふさいで逃げることはしません」

　つい、つい大きな事を口にしてしまった。

　ここまで明言してはいけないと、その軍師さんに口くち酸すっぱく言われたのに、成り行きで断言してしまった。

　よいのだろうか、でも、これは当然の考えにも思えたし、間違ってはいないと思う。だけど、一宮シンセンさえも打倒しようとしているテン様やトエ様からしたら、天下取りを目指している私達としては、せっかく手に入れた同盟に制約が大きい気がした。

　何とかなるのだろうか、ちょっと不安に思う。

　でも、元々、天下取りが何とかなると思うこと自体が、私には大き過ぎるお話だし。

　何で、あのお二人はいつも自信家なのだろうかと、ちょっと考え込みたくなる。

　常磐姫は、そんな私の心が分かるのか、ちょっと優やさしく微笑ほほえんだ。

　それは、お姉さんの笑い方で

「うちはうちさえよければそれでいい。七なな宮みやの野心そのものには付き合えん。だが、武家の血が濃こいからこそ、戦いそのものは嫌いではない」

　その言葉は武門の姫ひめの声。

「正統な事情があれば、確かつ固こたる武家の信条が体現されると信じます」

　これは覚えてきた言葉で、その中で、一番、しっくり思えた言葉。

　照れくさそうに、笑ってもらえた。

　そんなことをしばらく続けて、風が冷たくなるまで世間話をして、そうして、私達はお別れをした。

　次が約束できないけれど、それでも、また会えることを願ねがって。
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　　　二節　商都の空







　陽ひが落ちて、私の居場所に戻れば、陽気な姿が気ままな格好で現れた。

　平へい服ふくと呼ぶには華はなやか過ぎる着物は、ツヅミで流行はやっている異国の格好らしい。背せい高たかなこの人は、丈たけの長い衣装がよく似合う。

「いいか、カラ、よく聞けよ？」

　正面からこの人を見上げると、ちょっと首が疲れる。

「トエの言うことなんて、ほとんど全部噓うそだからな。あいつの言うことは信じちゃ駄だ目めだぞ」

　いや、そのう、あちらも同じようなことを、そちら様に対して仰おつしやっていますが、その件はどうしましょうか。

「俺おれ様が汗水たらして、ひいひい戦い、諸しよ公こうとしのぎを削り、庶民のために治安を護まもり駆け回った間、あいつはぺらぺらと好き勝手言ってたんだろうが、もう大丈夫だ」

　はあ。

「俺が姫ひ殿でん下かのお側そばに戻ったからには、悪の左さ大だい臣じんなど一ひと睨にらみで黙だまらせてやる」

　その悪の左さ大だい臣じんさんは、誰だれよりも貴方あなたのお身内ですと言いたいけれど、とりあえず、笑って頷うなずいておく。下手へたに突っ込むと大変に騒さわがしいことになるから。

　うひゃっ、手が伸びてくる。

　背せい高たかさんの手は長いから、逃げる間もなく両手で掲げられる。私が小さいのと、この人の腕力の桁けたが違うから、ふわっと簡かん単たんに足が浮いた。

　くすぐったい脇わきに気を取られているうちに、小さな子供のように振り回される。

「くす玉みたいだな、お前」

　色いろ鮮あざやかな春物の生き地じが揺れるのを、テン様は楽しそうに眺める。

「何をされているのです」

　背中からの冷たい声に、私と同じ目め線せんで笑っていた顔が崩れた。

　宿舎としてあてがわれた貴き賓ひん館かんの一室、姫ひめ用ようの大部屋に新たに現れたのは、いつもお世話になっている衣装役さんの瘦そう身しん。

「姫様を何だと思っているのですか、貴方は」

　続くお声に感情はあまりこもっていない。割と淡たん々たんとしていて、だから、通りがよくて生き真ま面じ目めさが際きわだつ感じがする。

「いや、可愛かわいいなって、ほら、新しい衣装だし」

　私を掲げたまま、テン様はにこやかな笑え顔がおで振り返って、快活な好青年のように振ふる舞まった。

「ええ、仕立て直したばかりの春染めです。ですから、大事にしてください。姫様共とも々ども」

　緑みど渡わたりや水みな面も月づきは五月と六月。

　夏らしい夏が短い東とう和わでは、それほど気温が上がらない時期なので、空から澄すみと呼ばれる七月までは春物の衣装が続く。

　生地は少し薄うす手でになるけれど、この時期は、まだ長なが袖そでに重ね着だ。

「仕立て直したって、伸びた？　こいつの背せ丈たけ？」

「いいえ、用意したのが大き過ぎたので直させたのです」

　テン様の気安い問いかけに、衣装役さんは残念そうに目を伏せた。

「あんなにお食べになるのに、どういうわけか」

　いや、そんなに食べてませんよ。はい、きっと。

　色々、言いたいことはあるのだけれど、このお二人が揃そろうと、ちょっと言葉に詰まる。

　お二人とも背丈があるので、見上げているのに疲れちゃうのだ。

　トエ様やヒカゲさんみたいに、普通の背丈な方がいないと、常に上を向いていないといけなくなる。

　かといって、どうも、私は上にも横にもあまり変化がないらしい。大きくなるのを見越して採寸に余裕を見ていた衣装役さんは、当てが外れたと頭こうべを垂れている。

　何だか立場がない。

「まっ、でかくなっても困るか。常磐ときわや黒こく曜ようととっくみ合いするわけでもないし、ちまちまも軽くて便利だろう」

　ううっ、トエ様がここにいたら、きっと暴ぼう言げんを食い止めてくれるのに。

　とにかく、口では勝てないので、話題を変えて矛ほこ先さきを変えてみようと考える。

「今日きようはあれでよかったのでしょうか？」

　常磐姫ひめと和わ睦ぼくの式典を終えて、お別れに茶会を設けた一日。

　ほぼ、トエ様に言われた通りに私はお姫様の役をしたけれど、この方から見ればどうなのだろう。とりあえず、常磐姫のご機き嫌げんは損そこねなかったようだけれど、同じ武の流れにある人からの話を聞いてみたかった。

「うん？　いいんじゃねえの。外から見て、姫二人の宮みや行列は見み応ごたえあったし、向こうの顔も仲介役に立てたツヅミの顔も立てた。当分、保もつ」

　笑った返答。

　当分、保つ。

　この人らしい、大おお雑ざつ把ぱで現実的な言い方だった。

　ある程度まではいいとしても、そこから先は別だと割り切りがはっきりしている。当分の先には、また別の話が待つと割り切っている。

「他ほかの皆様にも、何とかなるのでしょうか？」

「しばらくな、すぐに文句は来ない。来ても俺おれが追い返してやるから心配するな」

　快活そのものに明言するテン様。

　面めん倒どうな仕事が終わったという顔で、いつにも増して機嫌がいい。

　軍装を解かれたこの方は、お仕事に一段落のきりが着いたのだろう。

　代わりに忙しくなったのはトエ様の方だ。

　今もツヅミの方と話し合いがあると、方々に出歩いている。

　私の方は大きな式典が終わると、禊みそぎの時間として、ほぼ公務から離はなれる習しゆう慣かんがある宮姫だから、ちょっと手が空すいた感じだった。

　でも、それも、二、三日だ。

　長くツヅミにいない方がいいと、七なな宮みやカセンの仮かり宮みやに帰る手はずが既すでに進んでいる。

　各勢力が退しりぞき始めている中で、空から澄すみ姫とその護ご衛えいを兼ねた一軍が長くツヅミに駐ちゆう留りゆうするのは大きな問題になるからなのだそうな。

「話し合いで、七宮と三さん宮みやで千ずつ兵を残して様よう子すを見る方向になった。今年ことしの冬まで何もなければ、さらに半分に減らす。俺もカセンに戻ってしばらく骨休めさ」

　ちょっと嬉うれしいお話。

　何だかんだと言っても、この方が近くにいるとほっとする。あんまり近くで大おお騒さわぎされても大変なんだけれど、やっぱり嬉しかったりする。

「治安維持のために残される兵の方々は、どなたが指揮を執られるのですか？」

　私が気の回らなかったことを、控えていた衣装役さんが問いかけてくれる。

「俺おれの副将を二人、それにツヅミからこちらに鞍くら替がえした将官をつける」

「いかにも、暫ざん定てい的てきな配役ですね」

　その感想は衣装役さん。

「有名どころは置けんよ。穏おん便びんにいかないとまずいだろう」

　東とう征せい将軍、山さん豪ごう将軍、拝はい東とう将軍、そうした称号を持たれる方は残さない。地味な腹心の方を残されるお話らしい。その方が平和的な方向に進めやすい。

「あちらもシドウ将軍は退しりぞかれるのでしょうね」

　お姫ひめ様さまらしく私が訊きいてみる。

「ああ、あそこの看板だからな。まあ、有力な身内は外はずす話だ」

　釣り合いが取れなければ、同盟にひびが入りやすいからそうなるのだろう。

　結局、私はシドウ将軍やキリハさんとお顔を会わすことがなかった。

　常磐ときわ姫もこの方とは顔を合わせていない。僅わずかに、トエ様が距きよ離りを置いてご挨あい拶さつをしただけ。

　宮姫は、そもそも本来は軍人さんとは縁えん遠どおい立場だから、それが正常な形だった。

　だけど、ちょっとすきま風みたいな感じがして、何だかやるせなくなった。

「さてと、三日もすれば帰り支じ度たくも終わる。他ほかの連中も減ってきている。一いち宮みやが退き始めたのが大きいからな」

　明るい声が頭の上から降ってきて、気がついたら、ぽんっと床ゆかに降ろされる私の足。

　私を降ろした方は、そのまま大きな背中を丸めてうずくまっていた。

　笑った顔と目が合う。

「うるさいトエも忙しくて戻らない。姫様は禊みそぎでお休みだ」

　私と同じ目め線せんで、子供みたいに笑う人。

「お前、そろそろ、姫やめちゃえ」

　すごく楽しそうな声が続けられた。







　暗くなった頃ころ、絵え描かきの若者は一人でいた。

「仕事あるから帰る」

　灰はい色いろの羽は織おりがそう告げるから

「おうっ、どっかでまたな」

　景気よく別れたのが夕暮れだった。

　あんな子供がどんな仕事しているのかよく分からないが、自分も小さな頃から工房に住み込みで弟子入りをしていたから、まあそれもありだろうと思った。

　身寄りのない子供がお城に拾われるのもあるだろう。名高い名家では、幼い頃ころから次期当主の周りに眷けん属ぞくの子弟が縁えんを求めて付くこともある。そんなところなのだろう。奉公先としては順当な話だ。

「てやっ」

　燃もえ尽きたたき火に砂を掛けて消し、念入りに踏み固めておく。炭となった小枝が足あし下もとで砕くだける音がちょっと耳に心地ここちよい。

　春先なのが幸いして、衣服もそれなりに乾いてくれたし、多少は懐ふところが暖かかったので、流行はやりっぽい服を投げ売りで見つけて買い揃そろえもした。

「当分、これで着替えには困らないか」

　そんな風に一人で頷うなずいて、日暮れが過ぎた市外を歩き出す。

　頭上でくすんだ色の青空が、だんだんと深い影かげ色いろに染まる中、街のあちこちで窓まど辺べに灯ひがともるのを、眺めるでもなく何となく目にしていく。

　東とう和わでは三番目に華はなやかな都市と言われるツヅミも、夕暮れに人影はまばらで、吊つり街灯の道は薄うす暗ぐらい。有事があったばかりだから、夜間の外出は、出来るだけ慎つつしまれているのだろう。

「昔は明るかった気がするな」

　寂しくなって独り言を続ける絵え描かきの足は、まだどこかに戦時の匂においがする大通りをとぼとぼと歩いて、雇い主が逗とう留りゆうする迎げい賓ひん館かんの灯あかりを探した。

　陽ひが落ちきった頃に、明るい篝かがり火びの正門が見えてきたから、そこから、ぐるりと裏手門を目指して堀の高い外周をふらふらと歩く。

　あちこちに立つ夜や警けいの方々に適当に頭を下げて、ふらふらと。

　ここら辺あたりの立派な造りのお屋や敷しきは、各勢力の要人が使うためにツヅミが長く管理と維持をしているものだった。

　その中でも、一ひと際きわ年季の入った武家屋敷が隣りん接せつ都市である三さん宮みやナツメの占有する建物。

　一人、絵描きの若者が辿たどり着いた裏手門はそこへと繫つながる。

　篝火に挟まれた裏門に立つ番兵に、笑え顔がおで挨あい拶さつをする。

「あっ、どうも、出入りの絵描きです。エヅ・ヨウトです」

　水路に落ちても流されなかった割れた木き札ふだを両手に差し出せば、顔見知りになった厳いかつい門番が頷うなずいて、出がけに置いていった札の半分を持ち出してきた。

　ぴたっと、五角の板が真ん中で合わせられ、彫り物の竹ちく林りんの絵が出来上がる。素朴な証明手続きが、そんな風に形式的に済まされる。

　顔見知りが相手であった。多た分ぶん、この手形を無くしても頼めば入れてくれるはずだった。だが、偉い人に形式が大事と言われ、もっともだと単純に思ったから、絵描きのエヅは手続きは出来るだけ守るようにしていた。

「手形は確かく認にんした。中の者に引ひき継つぐ」

　実直な門番から、中の姫ひ殿でん下かお側そば付きに引き渡される形で、館やかた入りが叶かなった。

　それから、屋や敷しきの廊下に上げてくれた高こう齢れいのお側付きに訊きけば、常磐ときわ姫ひめは機き嫌げんがいいと返答が戻ってきた。

「先程もツヅミに輿こし入いれされた遠とお縁えんの方々と会食をされて談だん笑しようされました。姫役の大たい儀ぎを終えて肩の荷が下りたのでしょう」

　常磐姫から、じいと呼ばれる老ろう臣しんは、素す性じようの分からぬ絵え描かきに割と優やさしかった。三さん宮みやナツメ側で一番、親切にしてくれた人物だ。

　それでも、エヅはこの老人が苦にが手てで、適当な笑え顔がおを浮かべ頭を下げるだけだった。

　若い頃ころはかなりの槍やりの名手だったと常磐姫から聞かされているから、温厚そうな顔の奥で細い目に強い印象を感じるから、とにかく何を言われても従うことにしていた。

　強い人や偉い人には逆さからわないことにしている。

　言いたいことは気楽なところで言えばいい。従いたくなければ逃げればいいと、エヅはいつも思っている。

　その割には逆らっているし、逃にげ損そこなっているけれど。

「明日あした、お国へお帰りになると聞きました」

　ナツメのことを、その名や都市と言わないで、国という美称で呼んでおく。彼らの地元に対してエヅなりに気を遣つかった言葉は、渡り廊下の先を案内する老人の機嫌をよくしたようだ。

「滞在が長引けば、姫も国元が心配ですからな」

「ああ、そうですね」

　特に考えないで頷うなずく。

　余計なことを言って睨にらまれたら嫌いやだから、難むずかしそうなことはこの辺にしておこうと判断。

「絵え師し殿どのはナツメに来るのかね？」

　振り向かないで、少し前まえ屈かがみになった背中が訊きいてきた。

「姫様がそうしろと仰おつしやるなら逆らいません。ナツメに入った目的、まだ果たしていませんし」

　どうしようか、本人も迷っていたから、そんな言葉になった。

「目的？　確たしか、絵師殿は行き倒れで旅芸人に拾われたのではなかったかな」

「いや、青が欲しかったんです」

　何のことかと。曲がり角で老人が不ふ思し議ぎそうに振り返る。

「鉱物です。いい青が取れる石があるって」

　得とく心しんしたと老人が頷いた。

　山地にしかない鉱物には珍しい色の物があるのだ。

　角を曲がった先が、ちょうど常磐姫が居きよ室しつに使っている部屋で、質素な引き戸の向こうに灯あかりが漏れていた。

「姫ひめ、絵え描かきが帰って参りました」

　老ろう臣しんが声をかければ、中で人が動く音がした。

「入れ、絵描きだけでいい。じいは誰だれかに茶菓子を用意するよう伝えてくれ」

「承うけたまわりました」

　老人が古式の引き戸の前で頭を下げ、絵描きを置いて立ち去るのを見送ってから、エヅは小さく咳せきをして声を整ととのえる。

「どうも、絵え空そら師しのエヅです。ただいま戻りました」

　一応、神しん妙みように丁てい寧ねいな声を出して、竹細工と紙で組み上げられた引き戸を開き、平へい伏ふくの姿勢で居きよ室しつの主あるじと対面する。

　鈍にぶい銀光が真まっ直すぐ伸びていた。

「うわっ」

　仰のけ反ぞってびびった。

　四方に吊つるされた硝子ガラス灯どう籠ろうの灯あかりの下、白はく刃じんを構えた横顔を見つけたからだ。

　水すい平へい線せんに静止された刃やいば、波は紋もんが浮かび上がるのがはっきりと見える距きよ離り。

「騒さわぐな。閉めい」

　担かつぐように右肩に寄せた柄つかもとを背景にした横顔は、絵描きの姿を見ることなく、静かに居室の一方、何もない壁かべ側がわを見つめる。

「いや……でも、その……」

　何が悲しくて、抜き身の刀を構えた偉い人と二人きりにならないといけないのか、密室になるのが恐こわくて、エヅは戸口から先に進めず狼狽うろたえる。

「安心しろ。室内で振るえる刀ではない」

　呟つぶやく姫は、ゆっくりと剣先を下げ始め、肩の力を抜く仕し草ぐさをした。

「やはり、この彗すい星せいは構えるのも辛つらいな」

　無念な思いを言葉に乗せて、長ちよう刀とうの刀身を見下ろす姫。

　彗星。それはかつて東とう征せい将軍を沈めた名刀の持つ銘めい。キリハ・ラサ、傭よう兵へい将軍の異い名みようを持つ男が所有する双剣の片割れ。今は、常磐ときわの姫に預けられ、その守り刀とされる長刀。

「絵描き、鞘さやを取れ」

　言われて、絵描きの若者は戸口の傍かたわらに立て掛けられた深緑の鞘を見つける。

　実用性の強い元の鞘は姫の側そばに置くのは野性的過ぎると、この度たびのツヅミ入りにあたり、あつらえられた特注の鞘だ。この姫の名前と同じ色が、漆うるしの真新しい光こう沢たくの下もとに鮮あざやかな品。

「えっ？　はい」

　何のことか分からないけれど、とにかく両手に取り、姫に向かって差し出した。

「ん、動くなよ」

　白刃を手にした姫が、ようやく絵描きの方を向いたと思うと、おもむろに切っ先を向けて戸口側へと歩いてきた。

「ひいっ、僕、何も悪いことしてませんよ？」

「鞘さやをこちらに立てろ。これは長過ぎてな、一人ではよう仕し舞まえぬ」

　逃げ腰になる絵え描かきに説明をしてから、長ちよう刀とうの切っ先を斜め下方、絵描きの手元へと向ける。

「うわあ、何で僕が、こんなこと」

　おっかなびっくり、震ふるえそうになりながらも刀に対して鞘口を向ける絵描き。

　剃刀かみそりのように細い刃やいばと、鉈なたのように強い鋼はがねの刀身が向けられる光景は、正視するのが恐こわくなる鋭するどさで、肌がざわつくのを止められない。

「動くなよ、触れると簡かん単たんに斬きれるぞ」

「あうあう、ひいっ」

　すっと、刃が鞘口に吸い込まれる。絵描きは泣きそうになりながら、その白はく刃じんが静かに鞘の中に納められるのを、何とか耐えて付き合ってみせる。

　かつんっ、と気持ちのいい音がして、それから、刀の重さを感じる間もなく鞘ごと刀が使い手によって持ち上げられた。

「立ち会いでは鞘は捨てねばならないか。長刀というもの、なかなか厄やつ介かいだな」

　納めた刀を錫しやく杖じようのように右手の前で立てると、やれやれという顔で絵描きを見下ろす常磐ときわ色いろの姫ひめ。仕方ないな、といった様よう子すで、自分で歩いて明け放れたままの戸を閉めて、それから、文ふ机づくえのある奥へと歩く。

「ひ、姫様、何してたんですか？」

　さっきまで目の前に本物の刃が突きつけられていたかと思い、両肩を抱きたくなるような寒気を感じているらしい絵描き。

「昼間な、姫行列をやった」

　座卓に腰を下ろし、傍かたわらに長刀を置いた姫は、絵描きの動揺にあまり興きよう味みがない様よう子すで、淡たん々たんと質問に応じる。

「はい、知ってますけど」

「警けい護ごの軍に、トエル・タウと並ぶ若い将軍が見えた。派は手でな式典軍装でな、かなり背せ丈たけのある将校だ。遠目に見えただけだが、一人だけ際きわだっていたから分かる。あれがテン・フオウだろう」

　多た分ぶん、そうだと、エヅは大きく頷うなずく。

「七なな宮みやの前では気づかぬ振りをしたがな、相応の力は感じた」

　常磐姫は彗すい星せいに視し線せんを落とし、静かに息をつく。

「あの男がこの彗星で斬られても立ち上がり、キリハと痛み分けた」

　機き嫌げんがいいはずの姫が、苦痛を滲にじませた表情をしていた。

「私はキリハと道場で立ち会った。何度やってもな、相打ちにも持って行けん。おそらく、単純な剣技であれに勝てるのはナツメには一人もいない。そうした男と対等にやり合う。七なな宮みやの将軍には恐ろしいものを感じる」

　この姫ひめは、実戦の経けい験けんはともかく、道場では師し範はんに手が届く腕だと賞しようされている。そんな姫だからこそ、同じ武に生きる者として感じることがある。

「フオ・テンっすか」

「んむ、それだ」

「派は手でに打ち合ってました、あの夜」

　絵え描かきが、昨年の末、冬の夜に見た光景を語る。七宮カセン都市で、二人の男が一いつ騎き打うちをした剣けん戟げきの音、噓うそのように何度も散った鋼はがねの火花。始まりは見たが、終わりまでは恐こわくて見られなかった戦い。

　その後も、一度、戦ったらしい二人の武人。将軍と呼ぶには、泥どろ臭くさくもある生々しい戦歴。

「打ち合うか、私には無理だな。この刀、構えるだけで重い」

　細身の刀身、それでも、鋼の長ちよう刀とうはひどく重い。

「でも、七宮とは、もう戦わないんですよね」

　努めて明るく振ふる舞まおうとする絵描きは、物ぶつ騒そうなことはもう考えたくないと、無邪気な笑え顔がおで話しかける。

「どうかな、七宮の腹は読めない」

　和わ睦ぼくし、同どう盟めい締てい結けつの式典を昼間に終えたばかりなのに、常磐ときわ姫は懐かい疑ぎ的てきな返答をした。

　それから、絵描きが嫌いやそうな顔をするのを、ちょっと笑って眺める。

「七宮の姫の話を聞きに来たのだろう、お前？」

　少し不ふ機き嫌げんを直し、常磐姫はくつろいで見せた。

「ええ、まあ、どんな姫なのか、誰だれも知らないお姫様ですから」

　七宮の空から澄すみ姫は滅めつ多たに人前に出ない。出てきても、ほとんどが宮姫としての仕事を淡たん々たんとこなし、ひっそりと姿を消すから、どんな姫なのか知る機会は少ない。僅わずかに人ひと伝づてに聞く限りは、穏おだやかで勤勉な幼い姫との話。

「あれは空そら姫ひめだ。その名の通り、穏やかな空の色が似合う姫だ。東とう和わ七姫で、一番、素直な子供の姫だろう」

「子供なんですか、やっばり」

　昼間、僅わずかに見た小さな背中と古式結ゆいの黒髪を思い出しながら絵描きは問い返す。

「うむ、人の言うことによく耳を傾け、常に他人との和を心がける。巫女みこ姫としては私より宮姫らしい子だったな」

「いや、他ほかの七姫は、どなたも姫様より巫女らしいと思いますよ」

「黙だまれ。事実でも言うな」

　睨にらまれて、絵描きは慌ててその場から少し退しりぞく。きっと、間近にいたら殴られていただろう。

「でも、それなら、何も七なな宮みやの腹をそんなに疑わなくてもいいんじゃないですか？」

　怒りが継けい続ぞくされないよう、急いで話を先に進めてみれば、常磐ときわ姫ひめは難むずかしい顔をした。

「あの姫は、何か別のことを考えている。私のように、琥こ珀はくのように、自国のことだけを考えているわけではない。七宮カセンのことだけを考えているなら、もっと私達に近いはずだ」

「どの辺が問題なのですか？」

「将軍や軍師を押さえようと、あの姫は全く考えていない」

　そう口にしてから、常磐姫は次の言葉を長く探して、絵え描かきのエヅはただ待った。

「七宮の姫は、あの二人組に好きにさせている。まるで、あの二人のために姫をやっているようにな。それが、自国のためになると、東とう和わのためになると、単純に思っているのかも知れないが」

「あの胡う散さん臭くさい連中を信じているんですか？」

　能力的にはともかくと、絵描きが問えば、常磐姫も渋しぶい顔をする。

「分からんのだ。あの姫はともかく、あの二人組がな。あ奴やつら、何を企たくらんでいると思う？　まさか、本気で天下取りでも望んでいるわけではあるまい？」

　東和各都市は、覇は権けんを争っている面がある。だが、実質、天下を我わが物とする動きは少なかった。それぞれ、野心的な面もあったが、自国の経営、周辺との関係がより大きな課か題だいだからだ。七宮カセンも、その例に洩もれるわけではない。

「あいつら、自分達さえよければいいと思ってるんじゃないでしょうか。こことは違う意味で」

「どう違う？」

　そう言えば知り合いのはずだと、引っかかる物言いに、今度は常磐姫が問う。

「勝てるだけ勝っておこう。手に入るだけ手に入れてみようと思ってるんじゃないですか。それを続けていれば、それでいいんじゃないですか、あいつら」

「そんな子供みたいな。仮にも右う将しよう軍ぐんと左さ大だい臣じんだぞ」

「あはっ、そうですよね、幾ら何でも」

　二人して仲良く笑うが、二人して少し考え込む。

　子供の姫を掲げた大人おとな達は、本当に大人なのか、そんな疑問を。

「いずれにしろ、七宮とは戦いたくないものだ。近きん隣りん諸しよ国こくとの確かく執しつは痛い」

　恨み節で争えばきりがない。何よりも、他都市の存在がある。

「そうですね、この辺が全体的に弱くなるかも知れないですし、今は協力しといた方がいいですよね」

「何よりな、子供を出されては辛つらい。刃やいばで斬きり合える相手ではない」

　常磐姫は絵描きの方を見ないで、硝子ガラス灯どう籠ろうの柔らかな灯あかりを眺める。曇くもり硝子の白っぽい光に何となく魅み入いられた格好で、困ったと頭を搔かく。

「あの将軍達、初めからこれを見越して幼い姫を担かつぎ出したのか。それとも、宮みや姫ひめとは、元々そうしたものなのか」

　絵え描かきは応こたえられなくて、姫ひめと同じように考え込む仕し草ぐさを取ってみた。

　そんな風に過ごすうちに、姫ひ殿でん下か付きの侍じ女じよが二人分の温かなお茶と乾ひ菓が子しを持ってきて、それぞれに差し出して、余計なことは口にしないで退室していった。

　一息吐つこうと、二人して湯飲みを傾けてくつろぐ。

　香りの高い、珍しい茶葉だった。高地で取れた春はる摘つみの新芽なのだろう。この辺あたりで、どこよりも流通の強いツヅミ故ゆえの嗜し好こう品ひん。

　ただ残念なことに、この二人とも茶道楽な面がないため、何となくそう感じただけで、たいした感かん慨がいもなく飲み干していく。

「どうだった？」

　姫がぽつりと訊きいて、絵描きが何となく何のことか察した。

「格好よかったですよ。いい席取れなくて、俺おれ、見られたの端っこでしたけど」

　遠目にしか見えなかったのが悔しくて、僕ではなく俺と、粗野な物言いになる絵描きの言葉に、名前と同じ色の羽は織おりを着た姫が笑った。

「お前、それ、新しい服だな」

「あっ、分かります？　昼間買ったんです。いいお店見つけて」

　都会風に華はなやかだけれど、ちょっと染料が安っぽい単ひと衣えは、これくらいの年ねん齢れいの若者が気軽に着こなす流行はやり物だ。

　向かい合う姫ひめ装しよう束ぞくの作りがよいから、実際以上に安っぽく見える。それでも、この姫は興きよう味み深ぶかそうに眺めて軽く頷うなずく。

「今度、私にもそれを買ってこい」

「えっ？」

「楽そうだ。買うのが恥ずかしければ女物じゃなくてもいいから、少し大きめな物をよこせ」

「何に使うんですか？」

「着るんだ。馬ば鹿か者もの」

　くだらない会話で、砕くだけた時間を過ごす。

　そんなことを繰くり返して、しばらくして

「落ちたろう？」

　姫からの何気ない問い。

「なっ、何を!?」

　不意を突かれ、思い当たることがあるから慌てる絵描き。

「いや、大した話ではない」

　狼狽うろたえた様よう子すが面おも白しろかったから、常磐ときわ姫はそれ以上問いつめてやるのは勘かん弁べんしてあげた。苦にが手てな式典が済んで肩の荷が下りた夜だから、ちょっと機き嫌げんがいい。

「大事無く済んでよかったな、お互い」

「そ、そうですよね、本当、何事も無く済んで」

　知らない振りをし合うのが、何だか可笑おかしくなる空気。そんな柔らかい時間の後、少し沈ちん黙もくがあって、お茶を啜すすり合う。

「お帰りになるそうで」

　やがて、絵え描かきがおずおずと訊きいてみる。

「明日あしたな」

　簡かん素そな返事。

「僕、言われた原画終わらせましたけど、どうしましょう？」

「お前、ここに残れ」

「はい？」

　唐とう突とつに与えられた明快な指示に、エヅはどう反応すべきか迷った声を発した。

「七なな宮みやはまだ何日かここに残る。一いち宮みや、二にの宮みやもまだ完全に退しりぞいたわけではない。しばらく、ここで誰だれがどう動くか、ツヅミがそれにどう対したか見ていろ」

「間かん者じやですか？」

「そんな立派なものではない。市し井せいにある庶民の声を、後で私に知らせてくれればいい」

　常磐ときわ姫ひめはくつろいだ表情でため息をつく。

「地元のナツメならばともかく、このツヅミで私は何も出来ん。街を歩くこと、人の話を聞くこと、一人になることもな。お前が簡単な話をこうして持ってきてくれるだけで、随ずい分ぶんありがたいのだ。また、そうしてくれると助かる」

「あっ、そうですか。それ、いいですね」

　気楽な話なので楽しい声を出してから、絵描きの若者は慌てて言葉が足りなかったかと付け足そうとする。

「いえ、姫様の側そばが嫌いやなわけじゃないですよ。ただ、このままここにいると、なんか息苦しくって辛つらくって」

　済まなそうな様よう子すだが、言葉は本ほん音ねそのままだった。

　こいつらしいと、常磐姫が笑って目を細める。

「分かる。軍の空気は重々しいからな。私とて楽しいものではないが、武家の出として真ま面じ目めに付き合わなければならん。これも役目だからな」

「うわぁ、姫様、偉いですね」

「うむ、これでも姫様だからな」

　まるで弟と戯たわむれる姉のような口く調ちようが、絵描きの胸を痛くする。

　何となく、この姫と街を歩きたくなった。

　この姫だけではなく、他ほかの姫にも、気楽に自由な時間をあげたくなった。

　そんなこと出来ないと知っていたけれど、この姫ひめや琥こ珀はく姫が仲よく連れ立ち歩く姿を頭に浮かべた。それから、背中だけ見えた七なな宮みやの小さな姫のことも考えた。

「そう言えば、七宮の姫様も小さいのに大変でしょうね」

「そうだな。軍とも政治とも無む縁えんそうな子供だったからな。お前みたいな格好で街を歩いたら単なる女めの童わらわにしか見えんぞ」

「あれ、お綺き麗れいなんじゃないですか？」

「まあ、それなりにかな。我われらは着飾っても目立たんよ。琥珀や翡ひ翠すいが美人だからな」

　絵え描かきとして、美人画にはこだわりのあるエヅとして、ここは身を乗り出す。

「姫様、他ほかの宮姫とは会ったこと多いんですか？」

「琥珀には何度も会ってる。翡翠と一度、浅あさ黄ぎ萌もえ葱ぎには二度かな」

　ちょっと、機き嫌げんを損そこねたが、エヅはあまり気がつかない。

　そのまま続きを待たれたので、仕方ないなと常磐ときわ姫は続ける。

「先祖の慰い霊れい祭さいを名目に翡翠とは会った。浅黄と萌葱には茶会に招かれてな。まだ幼かった頃ころだ。七宮が出る前、まだ東とう和わの争いが曖あい昧まいだった頃の話だ」

　各都市は見かけだけは友好であろうとした。元々が、宮姫はそうした役割が強いから、長く任に就いた姫達は、互いの国のために親善大使的な顔も持っていた。

　そんな時期があった。ほんの三、四年前は、まだ、そんな時期だった。

　いつの間にか、曖昧な時期が苦にがくなり始めた。七宮の姫が担かつぎ出され、七姫が出そろった頃、世界の仕組みがはっきりと破は綻たんし始めた。

「平和だったのだな。あの頃は。琥珀もここにいた」

　やるせない姫の呟つぶやき。

「姫様や琥珀姫が、今の七宮の姫さんぐらいの歳としだった頃ですか」

　目を閉じた頷うなずきが小さな返事。

「一いち宮みやの黒姫さんは会ったことないんですか？」

　訊きいていいのか、少し悩んでから、絵描きはそっと訊いてみる。何だか訊きにくかったけれど、これを逃すと、もう教えてもらえない気がした。

「我われらは、公式には誰だれも一宮と会ったことはない」

　返答は感情を込めない響ひびきをしていた。

「中央都市シンセンの姫に対して生まれたのが、それに続いた六姫だ。誰もが、あれにどこかで敵対している。何も、あれと二にの宮みやだけが仲が悪いわけではない」

　引っかかる答え方だった。明快な発言を好む三さん宮みやの常磐姫らしくない言葉。

　自分でもそれが分かるのか、しばらく考え込んでから、常磐姫は自ら言葉を続けた。

「琥珀と私は、あれの使者と会ったことがある。あれそのものの言葉を真ま綿わたでくるんだような使者とな。あるいは……」

　その時だった。

　不意に、紙張りの戸の向こうが明るくなった。

　一いつ瞬しゆん遅れて遠くで重い音がした。その時には、もう外からの明るさが退しりぞいていた。

　何事かと、語りを止やめた姫ひめが立ち、狼狽うろたえる絵え描かきを連れて戸口に立つ。

　遠くで地鳴りが響ひびいた音に近い、間近で起きたなら、腹の底に微かすかに響く感触。

「何をしている！」

　音を立てて開かれる引き戸。

　音は遠く、正面を見れば中庭と塀へいがあるだけだから、自然と常磐ときわは夜空を見上げる高い視し線せんをした。

　暗いはずの空に白いものが見えた。

　雲にしては薄うすく、低い空に、淡あわく散る白い霧きり。

　それが何なのか知るより早く、下方より白い柱が細く上がった。

　大気を切る音、上昇し、一呼吸ほどの後、上空に火花が広がり、音が弾はじけた。

　夜空に赤い光が花の形で広がり、瞬まばたきをするうちに消えていく。

　後には白い霧状の煙が地表と月の明かりの照り返しに浮かび、ゆっくりと霧む散さんしていく。

「うわあ、これって花火ですよね」

「春の夜にか？　この争乱の時期に」

　エヅの気の抜けた声に、常磐姫が厳きびしい色の声をした。

　見上げた先は遠い。

　都市郊外の北、かなり離はなれた場所での打ち上げだった。

「絵描き、あの方角に何があるか分かるか？」

「いえ、何でしょう？」

　屋や敷しきのあちこちで、季節外はずれの空の風物に声が上がり始めていた。おそらく、塀の向こう、ツヅミのあちこちでも人々が空を見上げているだろう。

「あの女、何を考えている」

　直接、絵描きに返答せずに、常磐姫は続けられる打ち上げ花火の軌き跡せきを目で追い、その炸さく裂れつ光に頰ほおを照り返さす。

　しばらくしてから、腹立たしいと表情を作り、常磐色の衣を彼女は翻ひるがえす。

「あの下にはツヅミに寄せてきた宮の軍がある。黒ずくめの女と、その手下共どもの軍がな」

　惚ほうけたように夜空を見上げる絵描きを置き去りに、側近の老人を捜して足早な姫は廊下に飛び出した。

　そんな様よう子すが、新たな輝かがやきに白く浮かんだ。







　黒衣の姫ひめは篝かがり火びの傍かたわらに立ち、打ち上げられる火か薬やく玉だまの軌跡を眺めていた。

「使い切りなさい。荷物は軽い方がいいですからね」

「はっ、仰おおせのままに」

　何かあった時のためにと姫の前に陣取る騎き団だん長ちようが、若い団員達に指示を出す。

　普ふ段だん、寡か黙もくな一軍である黒の親しん衛えい隊たいも、珍しく嬌きよう声せいを上げて打ち上げを楽しんでいた。

「いいのかよ、これ？」

　ぼそっと、姫の背後を守る遊ゆう撃げき長ちようの役を引き受ける若者が、その主ぬしにだけ聞こえる呟つぶやきをした。

「戦い損そこねた若い騎士の方々に楽しんでもらいたいと思いませんか？」

　同じように、黒姫のふたつ名を持つ少女が流し目で見た背後にだけ届く声。

「そりゃあ思うけどさ、これさ、本当は勝った時のための祝い玉だろう？」

「勝ちましたよ。少なくとも、二にの宮みやの勢力拡大は阻止しました。どこの勢力も想定内で納めました。一いち宮みやシンセンは戦わずに勝利したとしましょう」

「勝手な勝利宣言かよ、挑発じゃねえか」

「そう受け取ってもらっても結構です。憎まれ役をやるのが私と皆様の役割でもあります」

「物は言い様だな。気の短い三さん宮みや姫なんか怒ってるぞ。今いま頃ごろ、部下に動員をかけてる」

「あの姫は可愛かわいい方ですから」

　常磐ときわ姫がどう怒ろうと、その将軍達がなだめるだろう。一宮シンセンと本気で戦うのは、どこの軍でもかなりの覚悟がいる。

　まだ、この地に最大兵力を残す二宮軍とて動くことはないはずだ。

　黒衣の姫は続ける。

「小国の姫として常磐姫は適任ですが、琥こ珀はく姫同様、あの方は自国の保身に手一杯で大局が見られません。残念ですが、地元への節義に固いが故ゆえに、世情に疎うとい方です」

「ここらにゃ、もう一人姫が残っているな。あっちはどうよ？」

「あちらも可愛い方です。七なな姫ひめの中で一番世間を知りません。そのくせ、七姫の中で一番好奇心の強い方です。柔らかいが故に力は弱いですが、それ故に崩れない方です」

「でかい国のお飾りはその方が適任か。だが、七宮をこれ以上でかくするのも問題だ。その姫は今頃、何しているのだろうな」

　流し目の姫が笑う。

　新たな炸さく裂れつの音が続く。夜空に大たい輪りんの花が咲く。

「きっと今頃、私達と同じようにしてますよ」

　その横顔が花火の色に染まった。







「たまやっ」

　いいのかな、こんなで。

　逗とう留りゆう先さきの屋根に梯子はしごで登ると、テン様はお酒を片手に大はしゃぎだった。

「カラ、摘つまみもってこい。豆がいいぞ、塩の利いたの」

「はい」

　いきなりこき使われて、侍じ女じよ服ふくの私が厨ちゆう房ぼうに頭を下げに行く。とりあえず、作り置きの品があったから貰もらって戻ってくれば、ヒカゲさんが帰ってきていた。梯子の下でぽつりと立っている。

「これ、上までお願ねがい出来る？」

「分かった」

　恐こわくて登れないからお願いしてみると、ヒカゲさんはいつも通りの無表情で頷うなずく。

　するするっと梯子を登っていったヒカゲさんは、そのままテン様に肩を組まされ捕まる。

　ああ、あれは当分放して貰えないな。

「やるじゃないか、一いち宮みやの姫ひめ。カラカラ、お前もそう思うだろう？」

　上じよう機き嫌げんなテン様が屋根の上から、梯子の下で二人を見上げる私に声をかけてくる。

「はあ、でも、何でまた？」

　一宮シンセン軍の陣で始まった花火の打ち上げは、かなり長く続いていた。

　華はなやかなものは少ないが、その数は大量で、ツヅミ全体を断続的に照らし続けている。

「撤てつ退たいの挨あい拶さつだ」

　返答は上からではなく、私の背後からした。

　見れば、外での仕事を終えてきたトエ様が腕組みをして立っていた。

「あっ、お帰りなさい」

「うん、ただいま」

　夜空ではなく、テン様のいる屋根を見上げる小柄な人は真ま面じ目めな顔をしていた。

「ツヅミの仮かり府ふにね、一宮の姫から書状が来たそうだ。明朝、黒こつ騎き団だんと一宮シンセンの勢力は本国に帰き還かんするとね。これは、ツヅミ解放を祝う祝砲だそうだ」

　いつも通りの柔らかな物言いに、高いところが好きな将軍さんが笑った。

「言ってくれるね。来た時も派は手でなら帰る時も派手、黒姫は目立ちたがりだな」

「君が言うな、君が」

「そんで？」

　そんな軽い問い返しが、この人なりに軍師の見解を求めている場合が多い。

「僕ら七なな宮みやカセン派や三さん宮みやナツメ派を無視して、ツヅミの仮府に使者をよこした。一宮は僕らを相手にしていないという態度を最後まで崩さなかった。今いま頃ごろ、常磐ときわ姫もご立腹だろうし、いずれ、このことを知る残りの三姫とその勢力も笑うだろう。一宮の横おう柄へいな態度と、僕らの無力をね」

「追つい撃げきでもすれば笑いを止められるか？」

「それこそ、物笑いの種だね。一いち宮みやは戦いたがっている」

　遠征に明めい確かくな収しゆう穫かくが欲しいのはどこも同じらしい。襲おそわれたから返り討ちにした。そんな形式は、どこの軍隊にもおいしい話。

　すぐに軍を退しりぞいた五いつ宮みやや六むつ宮みやは違うのかも知れないけれど。

　トエ様は視し線せんを私に落とした。

「一宮がこの地に姫ひめをよこした。その親しん衛えい隊たいをまるまる派は遣けんした。これはね、一宮シンセンが黒こく曜よう姫ひ殿でん下かと、その勢力を疎うとんじているからなんだよ」

「派は閥ばつ争いですか？」

　東とう和わ一の大都市シンセンには、そんな面が大きいと噂うわさに聞く。

「一宮の姫が強行したことになっているツヅミへの派兵。本当はそうなるよう、あちらの議ぎ会かいが暗に動いた面がある。今、何度もシンセンへ帰き還かんを促うながしているそうだけれど、本当はそれほど強い要よう請せいはしていないようだ。それはね、あの姫がいない方が政治家達の内部抗争的には楽なんだよ。もちろん、国民に人気がある黒曜姫殿下に死なれたら困るから、適度にいないようにだけどね」

　何となく分かる。

　七なな宮みやの空から澄すみ姫も、いない方がいい時にはお城に引ひき籠こもっている時が多い。七姫は誰だれかが欲しい時だけ呼ばれるお仕事なのだと、たまに思う。

「なるほどねえ、一宮姫と黒こつ騎き団だんが上手うまく活かつ躍やくすればシンセンの声せい望ぼうが高まる。上手く行かず黒騎団が兵力を減らせば、黒姫側からの押さえが減ることによってシンセン派閥間の勢力争いが楽になる。そして、その姫にここで何かあれば、シンセンはここへの大量派兵の口実を摑つかめる」

　その言葉は頭上から、屋や根ね瓦がわらの上で手足を伸ばすテン様のもの。

　ちょっと、お腹なかの底に重い感じ。

　あの人はいつもそんな重いものを背負っている。いつだって、複雑に絡からんだ大勢の都つ合ごうと付き合っている。そして、人でも物でも、さらっと笑って切り捨てる。

　なぜか、私はあの人に気に入られていた。

　生き真ま面じ目め過ぎる琥こ珀はく姫や常磐ときわ姫より期待されていた。よく分からないけれど、私の方が変わり者で図ず太ぶといと思われていたらしい。

　その方が毒のある世界で生きていけると思われたのだろうか。あの人の側に誘われて、私は惹ひかれたけれど、結局、こちら側を選んだ。

　よく思う。

　もし、あの時、私があちら側に行っていたら、末の姫である私が一宮姫を支持して、その傍かたわらに立っていたら、世の中はどうなっていただろう。その時、私はこの方達と戦うことになったのだろうか、それとも、この方達も一いち宮みや側となり、内部から一宮シンセンを潰つぶそうとされたのだろうか。

　考えても仕方ない気がするけれど、よく思う。浅あさ黄ぎ姫ひめと萌もえ葱ぎ姫が並ぶ絵姿のように、上手うまく行かなかったけれど、それでも友人同士だった常磐ときわ姫と琥こ珀はく姫のように、もしかしたらあったかも知れない光景として、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かの側そばに立つ空から澄すみ姫の姿を、絵え空そら師しさんのお仕事のように、よく思う。

　そんな気持ちがあったから

「あの下に、あの方がいるのですね」

　誰だれにも聞こえないよう小さく呟つぶやいて、白い筋が新たに立ち上る夜空を見上げる。

「ところで、うちの空澄姫はどこに？」

　何気なく、左さ大だい臣じんの職しよくを持つ方が、侍じ女じよ服ふくの私に訊きいてきた。

「あっ、クビになりました」

　火矢が飛び交うように、幾条もの花火が交差し弾はじける。

「えっ、僕がいないうちに？」

　カラカラさんの私が、ついありのまま返事してしまったから、呆あきれるトエ様。

　慌てた様よう子すでトエ様があちこち見ると、ちょうど私の寝ね間ま着きを抱えていた衣装役さんが近くの渡り廊下に差しかかった。

「ねえねえ、僕がいない間に何かあった？」

　何だか子供みたいにトエ様が問いかける。

　こっちをちらりと見た衣装役さんは、何も言わないで、そのまま通り過ぎていく。

「あ？」

「はははっ、振られやがった！」

　間抜けに置いてかれたトエ様と一いつ緒しよになったのが私で、屋根で笑っているのがテン様。屋根の人は、何だか楽しそうにヒカゲさんを振り回して遊んでいる。

　その屋根に向かって色々悪態を吐ついてから、トエ様はカラカラさんの私を久しぶりに眺めて、肩の力を抜く。

「まっ、いいか」

　左大臣の職務にある人は、この人らしく、いい加か減げんな言葉を続けた。







　一夜明けて、多くのことが動き出した。

　一番大きく見えたのは、三さん宮みやナツメの常磐姫がその軍勢を引き連れて自国へ戻る姫行列の人となったこと。

　大きく触れ込まれた上での撤てつ退たいは勇壮な楽団を伴って開始され、ツヅミ側からも好意的に見送られたものだった。

　そして、日を同じくして一いち宮みやシンセンの黒こく曜よう姫ひめもその陣を払い、母国への帰き還かんを始めた。

　こちらはツヅミから少し距きよ離りを取った陣立てだったため本来ならナツメ側ほど目立つことはなかったが、市中での話題は同じかそれ以上に大きかった。前夜の祝砲が効いたのだろう。

　一宮の動きに合わせ、二にの宮みやスズマも帰路につき始める。最大兵力を派は遣けんしてきた彼かの軍は一度に動こうとはせず、準備が整ととのった部隊から順次撤てつ退たいの形式を取った。まずは五千ほどを解体し、地方にある真しん都と同どう盟めいの要地へ少しずつ振り分け、残りの軍は三度ほどに分けてスズマに向かうという。

　これらが円滑に行われるのを確かく認にんして、数日後には先の戦勝都市七なな宮みやカセン軍もその多くを退ひき上げることになる。

　先の敗戦から淀よどんでいた空が晴れ始めたのを知り、旧四しの宮みやであるツヅミ都市はにわかに活気を取り戻し始めていた。

　私は、カラカラさんの名前を持つ私は、そんな流れの中にいた。

　他ほかの多くの人達と同じように。
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　　　三節　問答雲







　軽く羽は織おった燈とう色いろの上着は、使節としての公式な装しよう束ぞくではない。

　私服ではあるが、双ふた子ご都市の仲介役を受け持つ己おのれの役やく職しよくを意い識しきして、彼はこの色の服を好んで身に纏まとう。

　内着には仕立てのよい袷あわせで、足を包む細ほそ袴ばかまの線せんは強く硬い。

　ほぼ、どのような公式の場にも出られる品のいい生き地じと意い匠しよう。

　姿すがた見みに映るその姿に、サイ家のハルセは静かに頷うなずいた。

「なるほど、気に入りました。こちらの品を父が好んだわけがよく分かります」

　柔らかに告げれば、店主の顔にも満足げな表情が浮かぶ。

「お父上よりのご贔屓ひいき、私共どもも楽しんで仕立てさせていただきました」

　五代続く仕立屋の主あるじはハルセの父と同年代で、壮年から老境へと差しかかる年ねん齢れいだ。

　だが、自ら、この若い政商の袖そで丈たけを合わせ、襟えり元もとを揃そろえ、内着の色を見立てた。

　商家サイ家との取引は、ツヅミの老舗しにせにとっても大きなものだ。若い筆ひつ頭とうとのよしみは、かなり大事な仕事と捉とらえたのだろう。急な仕立て仕事にも嫌いやな顔一つなかった。

　ハルセは姿見から白磁の色しき調ちようで整ととのえられた店内に視線を向ける。

　建て直されて一年としていない白はく亜あの店。

　かなりの格式を要求される店だ。それなりの広さを持つ店内に他ほかの客は数えるほどもない。

　異国流れの貴族の別邸かと思えるような優ゆう雅がな石造りの外がい観かんに、柱にも壁かべにも、あらゆる面で素材の色を見せない作り込まれた内装。

　大きさこそ普通の商店の倍程度だが、手の込み方はかなりの建物だ。大だい都とシンセン以外で、これだけ作り込まれた商店は存在しないとも思える。

「中ちゆう原げん、北民族の流れですか。この様式は」

「はい、異国から亡命されてきた名家の方が新しい工法だと広め、私共もその流れに加わらせていただきました」

「ウイ家ですか」

　あちらでの勢力争いに疲れ、名家傍ぼう系けいの一つがこの地に流れたと、何年か前に聞き及んでいた。それほど、有名ではないが、ツヅミ入り前に確かく認にんしておいた名前の一つ。

「詳しくは存じませんが、そう聞いております」

「異国から学ぶことも多いでしょう。一度、お会いしてみたいとご主人からもお伝え願ねがえませんか。私も長くここにいるわけには参りませんから、この度たびは縁えんが遠いとは思いますが」

　重要な相手ではないと思ったが、一つでも多く人脈を広げておきたいと口にしておく。

「あまり外に出られぬ方ですが、サイ家の筆ひつ頭とうにお声をかけられたならば喜ばれると思います。夏物を仕立てに来られた際に、そう伝えればよろしいでしょうか」

「はい、次にツヅミに来る時にでも機き会かいが作れたら幸いだと思います。私も今回は多くの方とお会いしなくてはなりません」

　そのための衣装だと、ハルセは姿すがた見みに映る自身に視し線せんを戻し、内着の襟えりを揃そろえる。

「ツヅミの皆様方とですか」

「父の取引相手の半分が、僅わずか一年も経たたぬ間にこの地を追われたと聞きました」

　直接的な返事は避さける。

「代わりに、七なな宮みやの東とう征せい殿どのがここに来られるようになりました」

　あの華か美びな将軍の軍装は、ただの趣しゆ味みではないとハルセは知る。

　繊せん維い問屋の類たぐいを取引相手として丸め込み、財界を敵に回さぬようにする手だての一つ。

　おそらく、膨ぼう大だいな取り込みが商あきないという形で行われ、今のツヅミ都市に織おり込まれているのだろう。万に近い兵を動かした以上、流通需要は大きかったはずだ。

「テン・フオウは七宮姫の姫ひめ装しよう束ぞくはどうしているのでしょうか？」

　この店が幾らか関かかわっているようだと、事前に情報は仕入れている。

「此こ度たびの式典、我わが店から春物を用意させていただきました」

　そこまでかと、ハルセは舌を巻きそうになる。

「こちらにお越しになったのですか、七宮の姫ひ殿でん下かが？」

　あるいは仕立て人が、向こうへ出向いたのだろうか。

「いいえ、あちらの衣装役にある方が全すべて取り仕切りまして、七宮の姫は昨日きのうのお披ひ露ろ目めまで誰だれの前にも現れませんでした」

「巫女みこ姫はそう滅めつ多たに姿を見せぬものですが、やはり、簡かん単たんには会えぬ方のようですね」

　返事を待たずに、ハルセは続ける。

「タウ左さ大だい臣じん殿どのはこちらに来られるのですか？」

　少し、余計な感情が籠こもりそうになる。

「あの方は身だしなみに拘こだわらぬ方と聞きます。文官装束もなかなか替えようとしないそうです」

　顧こ客きやくではないと、主人の声が少し軽くなる。

　それで、ハルセは踏み込み過ぎたと気がつく。

　顧客の話は語れぬのは店が持つ節度だ。今が戦時から遠くないから、父の代からの客が相手だから、ここまで曲げて語ってもらえた面がある。

「助かりました。不ふ慣なれな土地、不慣れな役回りですが、こちらの仕立ててくださった衣装、どの方々にもお会いできる装よそおいです」

　遠回しに礼を言い、さらに幾つか追加の注文を入れる。

「畏かしこまりました。この度たびのお役目に私共どもの仕立てが役に立つこと、心から喜ばせていただきます」

「代々受け継がれてきた店の格が、父や私を呼び寄せたのです。こちらの仕事に私は満足しております」

　そんな話をしてから、ハルセは受付でサイ家の顧こ客きやく名めい簿ぼに名前を書き込み、勘かん定じようの記き録ろくに目を向けた。

　ふと、筆が止まった。

　ごく先日、自分の前に、サイ家の名前が二つ書き込まれていた。

「叔父おじ上うえ達が来られたばかりですか」

　注文品の届け先は、ツヅミでも、もっとも裕福な層が使う料りよう亭てい旅りよ館かんだった。

　自分より早くツヅミ入りしていた親族の存在に眉まゆをひそめるが、あえて、訊きこうとはしなかった。これだけ見れば充分だった。ここは、それを知っていて帳簿を開いてくれた主人の好意に甘えるだけでよかった。

「後日、私からの使いが残りの衣類が仕上がる時期に取りに参ります。取引相手次第で、滞在先が変わる情勢ですので」

　届け先の住所は書かない。

　叔父達の滞在先はこの帳簿の届け先で分かるから、自分は迂う闊かつに記録は残さない。身の安全というよりは、監かん視しされるのを嫌ってだった。

　職しよく人にんを交え細かい採寸と、仕立て上がりの日について話し合い、業界の動向を世間話にしていると、店先に人ひと影かげがあった。

　のれんと反たん物もので飾られた店頭、人々の行き交う日ひ向なたの路上で待たせているハルセの従者とは別に、何人か護ご衛えい役やくを連れた瘦そう身しんが現れる。

　護衛役に何か言い含めて店先で待たせ、静かに人影が店内へと入ってくる。

「失礼、私のお客様です」

「いえ、こちらもお暇いとまする頃ころ合あいです」

　新たな客を迎える主人と別れ、仕立て職人と小さな確かく認にんごとをしながら、ハルセは現れた細い影を目の端に捉とらえた。

　背の高い女性だった。

　細ほそ面おもてとつり上がり気味の目元がきつい印象を持つが、品のいい妙みよう齢れいの女性だ。名家のご婦人でも通じそうだが、身なりは役職を持つ者が着る略式な礼装で、物腰もそれとなく重みが見て取れた。

　一目で、かなりの家か城に仕える者と知れる。

　気になったが、聞き耳を立てるのも話しかけるのも野や暮ぼだと、店の者に別れを告げてその横を通り外へ出ようとした。

　すれ違いざま、瘦そう身しんに隠れて小さな子供が立っていることに気がついた。

　明らかに城しろ勤づとめな侍じ女じよ服ふく姿すがたは、肩までの柔らかい黒髪をした小柄な少女のもの。

　城勤めにしては少し無造作な髪型に、子供らしく好奇心を持った目で店内を眺めている様よう子すから、多た分ぶん、見習いになりたてぐらいなのだろうと分かる。

　年ねん齢れいからしてそうだ。

　せいぜいが十二、三歳。子供からの奉公もそれくらいが始まりだ。

　通り過ぎる時、たまたま、周囲を見ていたその子と目が合った。

　不ふ思し議ぎそうに見上げる視し線せん。

　何となく無視しづらくて、小さく頭を下げてみた。遅れて小さな頭が大きく下げられたが、その様子を見届けるより早く通り過ぎてしまった。

　振り返りはしなかったが、主人に語りかける女性の声が耳に届いてくる。

「先せん達だつての丈たけ合わせの件ですが、ちょうど、この子が、我わが主あるじとほぼ同じ年格好で」

　衣装役。

　幼い七なな宮みや姫ひめには。掛かり付けのそんな役が側そばにいると聞いたことがある。

「なるほど、確たしかに七宮はここまで手を広げている」

　一人呟つぶやいて、そのまま外に待たせていた部下達のもとに歩み寄る。

　見れば、こちらの部下と反対側に陣取る七宮の護衛役は、巨大な車しや輪りんを左右に備えた車を護まもるようにしている。牽けん引いん棒ぼうの先に馬も牛もなく、体格のいい若者が立っていた。

「ほう、これが人力車か」

　街中で馬車は大げさ過ぎると、この地方で最近流行はやり出した代しろ物ものだ。

　風ふ情ぜいがないと敬遠もされるが、合理的と一部では喜ばれている。

　それを七宮の姫縁ゆかりの者が使っている。噂うわさでは、これを異国文献の中から見つけ出し、広めたのは左さ大だい臣じんトエル・タウだとも聞く。

「七宮ですが、いかがなさりますか？」

　あちらに聞こえぬよう、部下がハルセを出迎えながら問う。

「今は気にするな。しかし、本当にあんな物を使っているのか、ツヅミは」

「新しい商売の一つとして、この地で職しよくにあぶれた者達にやらせているようですが、芳かんばしくはないようです。やがて、消えると思われます」

　そうだろうとハルセも思う。地方であのような真似まねをしても世の中には広まることは少ない。やるならば大都会でやるべきだ。もし、大都市である一いち宮みやシンセンで大々的に広まれば東とう和わ全土に広まるかも知れないが、大都市とはいえ地方であるここでは無理だろう。

　珍商売と辺りから揶や揄ゆされるだけだ。

　トエル・タウがやることには、そんな泡ほう沫まつ的てきな新しん興こう事業が多い。

　ただ、ハルセにはそれが少し眩まぶしい。

「七なな宮みやのトエル・タウ。ここにいるうちに会わなければならん」

　カセンに戻られてから会うならば、こちらは、さらに五いつ宮みやクラセ、六むつ宮みやマキセの本拠地から離はなれることになる。単身で馬を走らせてもそうした距きよ離りは大きい。

　しかも、七宮カセンはあちらの地元だ。まだ旧四しの宮みやであるこのツヅミの方が対等な会見を申し込むには適している。

「会見申し込みの返書はまだか？」

「はっ、何分、あちらも相応の地位にある御ご仁じんです。撤てつ退たい前にやらなければならないことも多いようです」

「こちらは正式な先せん遣けん使節だ。七宮姫が禊みそぎとして、すでに人前から姿を消したとも聞いている。彼は我わが方の申し出を受け入れるはずだ。しかし、撤退の準備が迫る以上、明日あしたの夜までに会わなければ時間切れだ」

　二人の姫の名を背負う限り、申し出が完全に断られることはないが、下手へたに七宮カセンに招かれては困るし、何より、先ほどの件が頭にあった。

　サイ家の二人の名前。

「叔父おじ上うえ達のツヅミ入り、お前達は知っていたか？」

　あまり感情を見せないよう、何気なく問いただせば、ここにいる三人の部下達は何のことかと顔を見合わせる。

「分かった。それはもういい。私の方で叔父上達が礼服を買っていると台帳に載っているのをたまたま見つけた。何をしているか、そちらにも人を割さかねばならん」

「儂わし等らのことかい、ハル」

　声をかけられて、息を吞のむ。

　正面、部下達の向こうに声の主ぬしがいた。

　二人。

　従者らしき大男を後方の路地に残し、浅あさ黄ぎ色いろの紋もん付つきと萌もえ葱ぎ色の小こ袖そでが、真まっ直すぐにハルセ達に顔を向けていた。

　どちらも歳としを重ね丸みを帯びた中年で、人好きのする笑え顔がおを浮かべていた。

　見知った顔だった。

　幼い頃ころから何度も見てきた笑顔だが、大人おとなになると単なる笑顔としては向き合えない。そんな笑い方をする二人。

「叔父上、叔母おば上うえ、お元気そうで何よりです」

　どうにか、ハルセは動揺を見せず、久しぶりだという声を出した。

　笑顔を絶やさず堂々と、その夫婦は軽やかに歩み始めた。







　遠のいていく姫ひめ行列が、やがて、街道の丘向こうに消えるのを絵え描かきの若者は黙だまって見送った。

　もう三本竹の三さん宮みやナツメの旗もまるで見えなくなって、ふうっとため息をつく。

「姫さん、帰っちゃったな」

　常磐ときわ色の姫姿は先頭だったから、もうかなり先だろう。

　街まち外はずれの街道で、岩陰に背を預けてエヅは頭を搔かく。

　居い心地ごこちのよかった場所が遠のいて、一人取り残されるが、それもいいかと一人考える。

　元々、一人旅の絵描き人生だ。

　自由に戻った。

　あの姫の下もとへは季節が巡めぐった頃ころ、ふらりと戻ればいい。気楽な役目。

　それなりの稼かせぎも懐ふところにあるし、右手一本で絵描きの仕事は見つけられる。

　自由だ。

　ただ、何だか身軽過ぎる自分を持て余す。

　だから、ぼんやりと空を見上げ、大口を開ける。

　ほぼ天頂からの割と強い陽ひ射ざしの中、僅わずかな陰に背を預け、広がる空を見上げる。

　薄うす青あおの晴れやかな空、遠くまで、山々にぶつかる地平の先まで続き、どこまでも終わり無い広がりも、遠くは白く薄くなっている。

　天気が崩れることはないだろう。絶好の写生日和びよりだ。

　それでも、傍かたわらの竹たけ駕か籠ごに詰め込んだ画材を引き出す気にはならなかった。

　自由だから、ただ、ぼんやりと空を見上げていた。

　街道に人ひと影かげはなくなり、木々の点在する荒野に風が吹く。

　首を上げるのに疲れたら、だらしなく投げ出した足の先、名も知れぬ小さな花が揺れていたから眺めてみる。

　か細く背の高い薄うす紫むらさきの花。多た分ぶん、異国流れの種しゆが野生化したものだ。風来坊の彼もこの地でしか見たことがないから、多分そうだろう。

　港や運河の周りでは、気がつけばよく目にすること。

　どれほどそうしていたのか、背後で砂じや利りを踏む固い靴音がした。

「そのまま日暮れまでそうしているのか」

　掛けられたのは大人おとなの落ち着きのある声。

　いい声だなと、絵描きのエヅは思った。

　若者と言うよりは少年の年頃な絵描きは、子供っぽい動作で、伸びをするついでとばかりに顎あごを上げて背後を向いた。

　旗はた指さし物ものの如ごとく、肩に担かついだ長ちよう刀とう。

　少し熱ねつを持った陽光を背に、鶸ひわ色いろの羽は織おり姿すがたの長身。

「旦だん那な、残ったんだ」

「ツヅミの遺い臣しんが残るならば不満はないと七なな宮みや側に確かく約やくさせたそうだ」

「傭よう兵へいじゃん」

　軽く笑っちゃう。

「他ほかにめぼしい者がいなかったそうだ」

　苦笑じみた表情が、絵え描かきとしては絵になって見えたから気分がよくなった。

「うわぁ、俺おれ達、残り物か」

　長いこと同じ姿勢でいて痛む身体からだを、ほぐしながらエヅは立ち上がる。

　そのまま地べたに貼はり付けていた尻しりの辺あたりを払い、真ま面じ目めに背後に身体を向ける。

　長ちよう刀とうを担いだキリハ・ラサの背後、丸太を切り出し日干し煉れん瓦がと土ど囊のうで固めた巨大な建物が目に入る。

　掲げられるのは三さん宮みやナツメの旗とラサ一門の旗色の幟のぼり。

　その砦とりでにはラサ一門二百とシドウ将軍が残した八百ほどの兵が詰めている。

「残り物には福がある。そうだよな。キリハの旦那」

　竹たけ駕か籠ごを片手に、絵描きは気楽に笑って見せた。







　歩み寄り向き合えば、叔父おじ夫婦よりハルセ・サイの方が背せ丈たけがある。

「今の私は筆ひつ頭とうです」

　呼び方には気をつけて欲しいと、ハルセ・サイは小さく咳せきをして見せた。

「そうだな、小さい頃ころのようにハルではまずかった。済まんかったなぁ」

　叔父の方が豪快に笑えば

「そうですよ、貴方あなた。ハルさんはもう大人おとななんですから」

　叔母おばもまたたしなめる動作をしてみせる。

「幾つになあられた？　我わが筆頭殿どのは？」

　親しみを込めて、叔父の言葉が砕くだけている。元々、この叔父は田舎いなかの訛なまりがあまり抜けていない声の響ひびきをする。

「来月で二十二です」

　知っているだろうとは思ったが、不快感は出さないようハルセは気をつけた。

「まあ、とてもお若いのに立派になられて。貴方、聞きました？　貴方の倍以上お若いんですって」

「おお、これからが楽しみな話だ。兄者とて家を継いだのは三み十そ路じになってからなのに」

　叔父夫婦は談だん笑しようするが、その笑え顔がおに合わせるのがハルセには辛つらい。

「父は親しん族ぞくの中でも叔父上が一番のやり手だと褒ほめておりました」

　とりあえず、持ち上げておく。

　だが、叔父おじの笑え顔がおが少しだけ変わる。

　微妙に動きが固定されながら、そのままの笑顔がハルセを見上げた。

「兄者は自分を勘かん定じようせずにそう言うたのだろう。儂わしが一番なら儂が家か督とくを継ついどったわ」

　お国くに訛なまりを少し交えて豪ごう快かいに笑う。その夫人の笑顔も続く。

「父亡き今、叔父上達、親しん族ぞくの皆様方のご助力で彩さいの家は繁はん栄えいを続けております。家督を継いだ者として、叔父上達のお働きに報むくいるよう本家も心がけております」

　笑顔に威圧されながら、ハルセはサイ家本家の後継者である自身の立場を明めい確かくにしようとした。

　彩の本家筋直系は自分であり、本家の決裁権は自身の手にある。そして、本家だけで利益の独占はしていないと表明もしておく。

　立場を明確にしておかなければ取り込まれてしまうと、彼は知っている。財産を持つ家の長男に生まれ、相続すべき者、相続を争う者に囲まれた幼い頃ころからの経けい験けん。

「ハルさん」

　柔らかい声が叔母おばの方からかけられる。

「はい、叔母上？」

　叔父よりも小柄だが、叔父よりふくよかな叔母はとても柔らかい眼まな差ざしで甥おいを見上げる。

「硬くなり過ぎよ。人って、もっと柔らかいものなの。そんな理屈をこねてたら駄だ目め。叔母さんはもっと信じ合える関係でいたいの」

「ハル、いや、筆ひつ頭とう殿どの。儂ら夫婦には子供がおらん。じゃから、兄の子供であるお前さんのことも本当の息子のように思う時がある。儂や家か内ないと、もっとうち解けて欲しいなあ」

　疲れる言葉。どこまでも身内の子供扱いを交えている。

　ハルセはそう感じたが、それはそのまま言えない。

「サイ家のハルセは家を継いだ者として職しよく務むでここに参りました。ここは親族の語らいの場ではありません」

　遠回しな言葉と笑顔で応じる。

　それから、叔父達が色々言うより早く

「ですから、ここに叔父上達がいるのが不ふ思し議ぎなのです。クラセの方で新しい店を建てているはずのお二人が、なぜ、今の時期に危険なツヅミにいるのです？」

　聞くべきことを先に聞いておく。

「ツヅミとの取引、うちんらにはうちんらの事情がある。どう異変が起きてもいいように、根回ししなきゃしゃあないんや」

「それは、私のしくじりを危き惧ぐしてですか？」

「そう思うのかしら？」

「それならば構いません。ですが、サイ家内部での出し抜きならば、私も今後のことを考えなければなりません」

　腹の探り合いでは勝てそうにないから、素直に二人に警けい告こくをしておいた。

「まあ、恐こわい。貴方あなた、私達は引き上げた方がよさそうね」

　夫が何か言うより早く、夫人が間を取る。

　この夫婦の関係は円満で、そして、どちらも商家の主あるじとして仕事が出来る。もし、この二人の間にハルセより年上の息子がいたら、家か督とく争いに波は紋もんを呼ぶ一石となっていただろう。

「そうだな、筆ひつ頭とう殿どのの言う通りや。もう国に帰ろうか。明日あしたにもそうしよ。残してきた仕事も心配だしなぁ」

　拍ひよう子し抜けするほど、明るい叔父おじ達のやりとり。

　それで、ハルセは敗北を知った。

「後はお任せください。叔父上達の為なされた仕事の邪じや魔まはしないよう心がけます」

　もう叔父夫婦はすべきことを済ませている。今日きよう、ここに現れたのは、贔屓ひいきにしている仕立屋へ離り別べつの挨あい拶さつか何かなのだろうと、今いま更さらに気がつく。

　自然と、ここで別れる空気が生まれ始めた。

「ごめんなさいね、こんなところで立ち話なんかしちゃって」

「いえ、私こそ、本来ならば、お二人を気の利いた茶屋にお誘いすべきでした。何分、ツヅミは初めてでして、こちらこそご容よう赦しやの程を」

「あら、でしたら、いいお店を教えるわよ。今晩はどうかしら？」

　それは困るから、ハルセは軽く手を胸の前で挙げる仕し草ぐさをした。

「これからやらなければならない仕事があります。相手次第ですが、もしかしたら今晩にも会食をしなければならない相手がおります」

　叔母おばに気を取られていたが、叔父は目を光らせて、その言葉を聞いていたのだろう。

「トエル・タウか」

　顔には人なつっこい表情を浮かべているが、油断できない眼まな差ざしを向けてくる。

　だから、ハルセとしては覚悟を決めて真まっ直すぐに相手を見つめる。

「会わなければなりません。ツヅミ、カセン、ナツメの三さん都と同どう盟めい。上うわ辺べだけなのか、本気なのか。時代の明日あすを左右する話です」

　五いつ宮みやクラセと六むつ宮みやマキセ、双ふた子ごの姫ひめを掲げる双子都市のつなぎ役として地位を確かく立りつしてきたサイ家の当主。

　若き政商として、時代を動かす者と向き合い、その立ち位置を護まもらなければならない。それ故ゆえに、ハルセはここまで来た。

　軍と軍が鍔つば迫ぜり合い、血の匂においを嗅かぐ羽は目めになっても、傷を恐れずに、自ら単身とも言える僅わずかな供回りだけでここまで来た。

「まあ、奇き遇ぐうね」

　叔母おばの柔らかい声。

「うちんら、今、会うて来たばかりだ」

　叔父おじの砕くだけた訛なまりが、ひどく疎うとましく聞こえた。







「何だよ、それ」

「見て分かるだろう。本だよ。外国の」

　ツヅミの仮かり府ふに向かう箱馬車の中は少し揺れていた。

　舗ほ装そうのいい大都市とはいえ、牽けん引いんさせる馬は生き物だからだ。滑すべるようにとはいかない。

　ツヅミ防ぼう衛えいの役を降りる報告のため同乗する東とう征せい将軍に、その軍師は渋しぶい顔をする。狭くなると乗り心地ごこちが悪くなる。

「貰もらったな。賄わい賂ろ」

「仕方ないだろう。欲しかったんだから」

　色いろ鮮あざやかな絵え図ず鑑かんを開いてみれば、トエル・タウは楽しそうな顔をする。

「十色刷りだよ。僕がどうしても取り寄せられなかった初版本。五十冊しか作ってない希少本なんだ」

　東とう和わでは見られない動植物の生態が描かれた見開きを、テン・フオウが横から覗のぞき込む。

　身体からだが大きい男が、狭い車中でそんなことをすると相手が窮きゆう屈くつして困る。

「朝、茶席で会ってた連中か」

「よく知ってるな。朝帰りだったくせに」

　昨夜の一いち宮みや撤てつ退たいの花火に、市中見回りの仕事が増えたテン・フオウは、結局、夜通し働いて、先ほどまで仮眠をしていた。茶席に顔は出していない。

　それでも、この男はやけに目め聡ざとい。

「どうだった？」

「恐こわい相手だったよ。サイ家の序列五位は伊達だてじゃないね」

　二人して本に視し線せんを落としながら別の話をする。

「筆ひつ頭とうがハルセの坊やで、その弟達が相続権四位までを占めるってか」

「だが、ハルセは弟達を排はい斥せきした。事実上、第二位は先代の実弟である彼だ」

「二代に跨またぐ跡あと目め争いか、いやだねえ」

「七なな姫ひめ戦争もそれだろう。違うのは王室がたいして財を持っていない点だけだ」

　ふんっとテンは笑い、図画の一つを指さす。

　異国の花か樹じゆに関する記載だ。文字までは揺れのためにあまり見えない。

「これ、食ったことある。旨うまくはないが日ひ保もちする」

「それはいいね。ここらでも作れれば補給に使える」

「ツヅミには異国流れの物品が多い。ここにいる間に少しは使えるものを見つけておいた」

「君は食べることには力を注ぐね」

「人に作らせるより自分で作った方が旨うまいからな」

　乗り出すのに疲れたのか、テン・フオウは自分の座席に戻るとくつろいで手足を投げ出そうとする。だが、あちこちに膝ひざや肘ひじをぶつけて止まる。

　仕方ないと、長い両手を頭の後ろに回し、足は半分あぐら気味に交差する。

「用件は？」

「挨あい拶さつだよ。どのような政変にかかわらずツヅミともカセンとも仲よくやっていきたいと、商家サイ家は分わけ隔へだてなく商あきないを続けるとね」

「分け隔てなくね。つまりは」

「一いち宮みやとも二にの宮みやとも三さん宮みやとも、そして、おそらくは異国ともだ」

　本から目を離はなさないトエル・タウ。

「他ほかは？」

「若年の筆ひつ頭とう共とも々どもお見知りおきを。つまりはハルセ・サイに問題があれば、いつでも自分達がサイ家の代表として立ち振ふる舞まうってことさ」

「かあっ、ハルセも可哀かわい想そうに」

「会ったんだって、君？」

　先の戦争時、前ぜん線せんの東とう征せい将軍をハルセは訪ねている。

「坊やだよ。やる気はあるけど」

「ただの坊やが、弟達を何人も排はい斥せきするもんか」

　揺れの中で本を見たから目が疲れたのだろう。トエルは目元を指で押さえ難むずかしい顔をした。

　目を閉じ、本も閉じ、言葉だけを続ける。

「彼には下に五人の弟がいる。次男は昨年、不ふ審しんな死を遂げ、その後、すぐに残りの弟を分家筋へ養子に出している。三人の妹達も、ほぼ縁えん組ぐみ先が決められている。表向きは亡父の遺ゆい言ごんに従ったとなっているが、それだけのことを実行できるのは、二十歳はたち過ぎの若者にしては出来過ぎだよ」

　九人の兄弟。おそらくは複雑な血縁があると知れる頭数。

　面おも白しろそうに、小柄な相方を眺めるのは、窮きゆう屈くつそうに手足を縮ちぢめる長身。

「会うんだ？」

　サイ家筆頭の使者が来ていると、知っている顔が問う。

「会うよ」

　その顔を見ないで、トエルは目を休める。

「一宮と二宮が退しりぞいたのには裏があると思った方がいい。五いつ宮みやと六むつ宮みやに渡りをつけておく必要がある。二枚も三枚もね」







「あかん、ありゃ恐こわい男だ。若い頃ころの兄者を思い出す。世の中、使えるものは使うためにあると思っている。筆ひつ頭とう殿どのも気いつけや」

　叔父おじの言葉にハルセは気持ちを落ち着けた。

「お心こころ遣づかいには感かん謝しやしますが、彼には私が先にお会いするべきでした。この戦乱の時期にあたっての筆頭として、これは私の責務であります」

「ほうか？　ほうかほうか？」

　そうかそうかという言葉をお国くに訛なまりで発してから、叔父は目を細める表情を作った。

「何で、畑違いな三さん宮みや姫ひめやテン・フオウ、シドウ将軍に先に会った？」

　凄すごむ口く調ちようが、笑え顔がおに僅わずかに滲にじんでいた。

　返事はさせず、叔父は続ける。

「優ゆう先せん順位、違ってたんはおみゃあやろう？」

「トエル・タウを特別扱いしたくはありません。目の前のことをまずは片づけただけです」

　動じる姿は絶対に見せられない。弱気になれば経けい験けん豊かな叔父には勝てないと、若い筆頭はよく教え込まれている。

　この叔父は、お国言葉混じりに砕くだけて喋しやべる時が一番恐い。

「そう言うたかて、結局、最後にあの男を残した方が特別扱いではないか？　おみゃあさん、正面からあの男と争いたくないから、他ほかの連中搦からめ捕とろうとしただけやろう？」

「違うとは言いません。手ぶらで謀ぼう略りやくの軍師と戦って勝てるものではないとも考えました」

　痛いことを突かれても、嫌いやな顔を見せないで振ふる舞まえたから、ハルセは少し落ち着けた。

「勝たなくてよろしいのよ、ハルさん」

　叔母おばが割って入り、叔父を宥なだめるそぶりを見せた。

「五いつ宮みやと六むつ宮みやのためにお働きになるのが今のハルさんのお仕事でしょう。勝ち負けに気を取られては駄だ目めでしょう？」

　滅めつ私し奉ほう公こうに徹てつすると言えば、おそらく、商家の当主として、商あきないは勝ち負けへのこだわりが大事と諭さとされているろう。どちらに動いても優やさしく叩たたかれる。

　だから、問い返しておく。

「私もお聞きしたい。お二人は両宮のためにお働きですか？」

「サイ家のためと世のための両立、クラセ、マキセは私達の地元でありますよ」

「私もです。そのために必要なことをしているとご理解ください」

　いつからだろうか。ハルセは思う。

　叔父と叔母の向こう、老舗しにせ仕立屋の前に小さな人ひと影かげがあった。

　侍じ女じよ服ふく姿の子供が手持ちぶさたな様よう子すで立っている。

　背後ではのれんの向こう、彼女を連れてきた瘦そう身しんの女性が主あるじと何か話し込んでいて、することもなく待たされているようだ。

　不ふ思し議ぎそうに、その子がこちらを眺めていた。

　どの程度聞こえていたのか、気になる微妙な距きよ離り間。

　聞こえていたとして、子供に分かる話ではないはずだ。

　だが、こうした光景をいつまでも覚えている子供はいる。

　自分もそうだったとハルセは頭の端に思う。

　やがて、長い立ち話が上うわ辺べだけの友好な言葉で終わり、若い筆ひつ頭とうは叔父おじ達と別れて背中を向ける。

　その頃ころには、子供は背の高い女性と共ともに姿を消していた。







　ツヅミの道は広い。

　私達の七なな宮みやカセンと違い、物流が盛んな土地柄だから荷車が往来しやすいよう道幅は広く取られ、舗ほ装そうもなだらかなので勾こう配ばいが少ない。

　緩ゆるやかな速度で私達を運んでくださる車引きの方も負担が少ないようで、その背に汗を搔かかれた様よう子すはそんなに見えなかった。

　でも、まだまだ田舎いなかの七宮カセンではこの車での移動は大変だと思うから、きっと流行はやることはないだろう。山の中だという三さん宮みやナツメなら、さらに困こん難なんになると思う。だから、これは、ここのような都会のためのお仕事なのだろう。

　そんな話を同乗する衣装役さんとして、そのうち、流れる景色を眺めて黙だまり込む私。

　轍わだちの軋きしむ音と、徒かちで車の背後に付く護ご衛えい方かたの太刀たちが揺れ立てる音だけが耳に届く。

「どうかされましたか？」

　間を置いた衣装役さんの問いに、すぐに応こたえられなかった。

　私はカラカラさんで、侍じ女じよ見習いのお仕事の中にいるけれど、つい別のことを考えてしまう。

　何だか、いつも私は別のことばかり考えている。

　人力車に作りつけな座席の上、テン様よりも高い視界で私達は四方水路に隣りん接せつする大通りにいた。陽ひ射ざし除よけの覆おおいが張られ、外からはあまり見えないようになっている座席の上、衣装役さんと二人で並んで座る。

　初めての経けい験けんが楽しいのに、街の人々の視し線せんが何だか恥ずかしい。そんな道行きの最中、先程目にした光景を考えていた。

　ハルさんと呼ばれていた商家の方らしい人。

　見たところ、随ずい分ぶんともめていたようだった。

　あまり立ち入ってはいけないと思ったけれど、ひどく気になって、いつの間にか長いこと眺めていたりした争い。

　あまり声は荒立ててはいなかった。むしろ、笑い合っていたけれど、最初から最後まで争っているようにも見えた。

　それに、お相手とは血けつ縁えんがあるのだろう。横顔の線せんがよく似ているようにも見えた。

　ご家族同士の争い。施設にいた私とは縁がなくて、でも、七なな宮みやの姫ひめ様には深く縁がある話。

　七姫は姉妹のはずだから、私にはそれだけの家族がいるはずなのに、ものすごく距きよ離りのある関係だったりする。

「衣装役さんはご家族はいるんですか？」

　不意に、今まで、一度も聞いたことのないことを口にしてみた。

「おりました」

　短い返事。

　私があの争いを眺めていたと知っているのだろう。唐とう突とつな質問にも問い返すことはなく、あまり抑よく揚ようなく応じてくれた。

「今はいないんですか？」

「どこかで健在だとは思いますが、もう十年ほど会っておりません」

　少し待ってみたら

「独り立ちしましたから」

　そう付け加えられた。

　ちょっと、憧あこがれた。いつも誰だれかの後ろを追いかけている私には、なかなか出来そうにないことに思えたから。

「気になりませんか？」

「ご不幸さえなければいいと思っております」

　冷たいようにも聞こえるけれど、この方らしいとも思えた。

「テン様やトエ様はどう思われているのでしょう？」

　いるかどうかは知らない。でも、ちょっと聞いてみたくなる。

「人様のことは何とも言えません。私も知りませんし、あの方々のご家族なんて」

　淡たん々たんと応じてから、正面を見ていた視線が私に向けられた。

「あの方々にご家族がいるとすれば、一つだけはっきりしていることがあります」

「何でしょう？」

「あれは長男ですよ。間違いなく、二人とも気質がそうです」

　珍しく、お声に力がこもっていた。

　何か、嫌いやな思い出でもあるかのように。







　ツヅミ南部の出城から回された一軍により、一いち宮みやシンセンと二にの宮みやスズマの軍が大規模な撤てつ退たいを始めたと通達があった。

　沸わき立つ北部の関所では歓かん声せいが響ひびく。

　百にも満たない関所の兵と役人達は喜びを分かち合い、人目をはばかることなく手を取り合って肩を寄せ合う。

「うわぁ、嫌われてるんだな。一宮も二宮も」

　昼前から待たされていた行列の中、藍あい色いろの外がい套とうを羽は織おった若者がその様よう子すに声を上げた。

　耳みみ聡ざとくそれに反応したのは、隣となりの列に並んでいた農民風の老人だ。

「そりゃあそうだよ、兄さん。今いま頃ごろ、のこのこ来やがって保ほ護ごだの何だの。七なな宮みやが来た時には何もしなかったくせに偉そうなんだよ」

「そうだよな。国でも行列でも動くの遅いと嫌われるよな」

　長い行列は五列、一人一人、身元の確かく認にんをしていると時間が掛かり、長ちよう蛇だは千人規模に近い。

　戦時下故ゆえの厳きびしい処置だが、大規模な二つの軍撤退により、若じやつ干かん、ここから先は審しん査さが甘くなり流れは良くなるだろう。

　若者はそろそろ順番が来そうな自分の位置と、背後に長く連なる人の列を眺め、それから、周囲を見渡した。

　城じよう塞さい都市ツヅミ。

　その名の通り、関所の周りには高い盛り土の上に、頑がん丈じようそうな日干し煉れん瓦がの壁かべが広がっている。高さは二階建ての屋や敷しき並みで、大河の氾はん濫らんにも耐えられるよう目張りの補強もしっかりしている。

　だが、ツヅミ都市全域を治めているわけではなく、実際、低地に当たる部分にだけ張はり巡めぐらされた城じよう壁へきだ。都市全すべてを覆おおった完全な城塞ではない。

　ここからでも、丘状になった左右で、壁が切れて牧畜施設らしい一角が見える。そのことからも、この街の覆いが外敵と戦うためのものではなく、水害に備えたものの延長だと窺うかがい知れる。

「隙すき間まだらけだが、見張り台からは丸見えか」

　列に並ばないで街に出入りするのはそれなりに難むずかしい。出来ないとは言わないが、もめ事は避さけた方がよさそうだから、若者も列を我が慢まんする。

「次の者、前に」

「はいっと、どうも」

　長いこと待たされた末、ようやくの呼び出しに若者が大おお股またで進んだ。

　長物を抱えた門番兵に左右を押さえられ、役人の座る受付に飄ひよう々ひようと立つ。

　使い込んで色あせた藍色の外套は旅たび慣なれた証あかしで、振ふる舞まいもどこか堂々としている。

「紹介状はシンセンの商家となっておりますが、どのようなご関係ですかな？」

　役人の口く調ちようには訝いぶかしげな響ひびきがあった。若者の素す性じようが特段に怪しいわけではなく、いい意味で職しよく業ぎよう柄がらからくる癖くせだ。

「一いち宮みや姫ひめ達がこちらに来るかと当て込んで、芸を披ひ露ろうしに参った武芸者です」

　体格のいい若者だ。

　引ひき締しまっているが上背も肩幅も門番兵達よりいい。だが、武芸者を語る割に持ち込んだ荷物には武具らしい武具がない。使い込んだ鉈なたを一振り、鳥ちよう獣じゆうを捌さばく程度の小刀を大小一組。それぐらいだった。

「見聞きした通り、一宮は今いま頃ごろ、帰き還かんの途上。ツヅミに入っても仕方ないと見受けますが？」

「まあ、色々集まってるみたいだし、食くい扶ぶ持ちを稼かせがないとまずくて。シンセンは層が厚いから士官の口も少ないんで、こうして諸しよ国こく行あん脚ぎやです」

　どこかしらに売り込むのか、あるいは大道芸でもするのか、まだ若く見み栄ばえのする男は自信のある顔をしている。

「では、後ろの娘はどうか？」

　役人の眼まな差ざしは若者の背後に立つ小柄な影かげに向けられた。

　少女だった。

　長い黒髪を背中で一つに纏まとめ、若者と同じ色あせた外がい套とうを着ている。

　だが、羽は織おっただけの外套の下、鮮あざやかな薄うす紫むらさきの装しよう束ぞくは旅装ではなかった。

　胡こ蝶ちようと紫陽花あじさいの刺し繡しゆうがされた袷あわせの着物姿は古風な出いで立ちで、茶会に出る華か族ぞくの令れい嬢じようと言った感がある。手には鍔つば広ひろの帽子。

　何より、人目を惹ひくのが白い容よう貌ぼうだ。黒髪に映える白い肌は、着物と同じ柄の日ひ除よけ帽で護まもられていたのだろう。

　切れ長の目に、落ち着きのいい鼻び梁りようと唇が穏おだやかな表情を作っている。

　年とし頃ごろは、よく分からない。

　化粧をしていない顔立ちからは十代前半にも見えるが、陰いん影えいや表情次第、ちょっとした変化で二十歳はたち近くにも見える。整ととのい過ぎていて、年ねん齢れいが分かりづらい容よう貌ぼうなのだ。

「妻です」

「黙だまれ、馬ば鹿か」

　少女が形よい唇で告げて、若者が粗野に切り捨てる。

「シンセンの名家、お世話になっている家のお嬢さんです。こっちに妹が養女に出てるそうで、会いに行くと言って聞かないんです。俺おれはなりゆきでやっている付き添いです」

　若者の言葉に横から

「昨さつ今こん、きな臭くなって参りました。生き別れた妹に一目会いたくて仕方なかったのです。幸い、家の都合でつい近くまでやって参りました。このご時世ですから、出来ましたら私の方で妹を引き取れないかと考えまして、取る物も取らずこうして女だてらにやってきました」

　少女が真しん摯しな語り口で家族を想おもう言葉を並べた。

　その真心のこもった声に、役人も頷うなずく。

　紹介状にあるシンセンの名家はツヅミとも交こう易えきの深い名だ。花か押おうもまず本物に間違いなく、その立ち姿も淑しゆく女じよの教育を受けた匂においがある。

　多少、危あやうい言動も見受けられたが、それこそ世せ事じを知らない令れい嬢じようらしいとも言える。

「分かりました。通行許可書を出しましょう。ツヅミへようこそ」

　先日、その名家から混乱するツヅミへ支援物資が大量に運び込まれていたのが決め手だった。

　そうして、お揃そろいの外がい套とうを羽は織おった一組の男女は開かれた門を抜け、他ほかの人々と同じように都市内へと歩む。

「いつもみたいに隠れて入国すればいいのによ」

「世の中には正攻法が効くこともあるのでしょう」

「あんたの正攻法おかしいよ」

「そうですか？」

「そうだよ」

　ぞんざいな若者に紫陽花あじさい色いろの少女は笑った。

「でも、噓うそは言ってませんよ、私」

「都合のいいことだけ並べたんだ。宮みや姫ひめってのはこれだから厄やつ介かいだ」

「元々、宮姫は世の都合で生まれた制度ですよ」

　可笑おかしそうに笑う少女は若者と並んで歩いていた足を止めた。

　少女に仕える者も同じように止まる。

　目の前に、ざわめく豊かな街並みがあった。

　東とう和わの地方都市には珍しく、木造よりも石造りと石畳が目立つ街路。縦じゆう横おうに張はり巡めぐらせた水路により遠地より運び込まれ積つみ重ねられた、陽ひに目ま映ばゆい白石の宿やど屋や敷しき。

　相次ぐ他勢力の撤てつ退たいに沸わき立ち、活気ある様よう子すで道行く人々。

　走り回る小さな子供達。

　絵に描かいたような幸せな光景。

「この度たび、ここは血を流しませんでしたね」

　穏おだやかな問い。

「ほとんどな」

　静かな返答。

「不ふ思し議ぎですね。ここ、何年か前と同じです。何事もなくあるかのように」

「そういうもんだ」

　紫陽花色の少女は、穏やかに口元を引いた。

「琥こ珀はく姫ひめは護まもりたかった。この方々の営いとなみを。それが報むくわれたと信じましょうか」

「見えぬところで嘆なげき悲しみに暮れる民衆もいるさ」

　ここは外からの物資が入る区画だ。旅人や商人を迎える宿屋街で一ひと際きわ華はなやかに見えるのだと、言外に込める若者。

　少し、二人して佇たたずんでから、若者が続ける。

「ところでさ、あんた、信じることに興きよう味みなんかないよな」

　ゆっくりと、微笑ほほえみが若者を見上げる。

「信じてますよ。好ましいと思えば」

「うわぁ、厳きびしい査定基準だろう、それ」

　若者を見上げた視し線せんが、そのまま遠くに向けられる。

　薄うすく広がる青い空。僅わずかに午後の色が交じり始めている。

　筋雲が散り散りに浮かび、その向こうで崩れ気味の巻き雲が動いていた。

　高度の違い。風の層が分かれると、雲と雲は違う方向へ流れて交差する。

「問答雲ですね」

　すれ違う空模様を表現するのに、そんな言葉がある。

「あん？」

「空です」

「ああ、会うの？」

「明日あしたの風向きがよければ」

　少しずれた会話。

　心地ここちよさそうに、季節の花色の装しよう束ぞくをした少女は、ゆったりと、同じ色の日ひ除よけ帽を被かぶった。
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　　　四節　水都散策







　日が変わるのは夜半だと教えられた。

　だけど、朝が来ないと日が変わったとは実感しにくい。

　私だけだろうか、誰だれもがそうなのだろうか。

　当たり前なことが、割と区別しにくい。

　一年ぶりくらいに腕を通す去年の服。麻あさの感触が少し懐なつかしい。

「あれ？」

　去年、少し余り気味だった袖そでが、ちょうどよくなっていた。

　ちょっと、手足が伸びたらしいから嬉うれしくなる。それから、時間が流れたことを知って、ちょっと寂しくなる。

　でも、いいかとも思う。

　背が伸びたなら、少しはあの人達を見上げる首が痛くなくなる。追いかける時に小走りにならなくて済む。お姫ひめ様らしい格好も、ちょっとは板につくかも知れない。

　鏡かがみの前で寝ね癖ぐせだけ直して、侍じ女じよ見習いの控え部屋を出た。

　音を立てないよう引き戸を開け閉めしても、次は鶯うぐいす張ばりの廊下だから、あまり意味はない。

　それに、ちょうど衣装役さんが早くから仕事に出るところだった。

「あっ、おはようございます」

　音を立てて板廊下で向き合えば、明けたばかりなのに完かん璧ぺきに仕事着姿の方は小さく頭を下げてくれた。

「お出かけですか？」

「はい、今日きようだけ、お休みを貰もらいました。そのう、昨日きのう、一日しか働いてませんけど」

　昨日は一日、カラカラさんだった。衣装役さんについて回って仕立屋さんや反たん物もの屋やさん、装飾屋さん、そんなところを行き来して、ちょっと知らないことを覚えた。

　姫様付き見習いのカラカラさんが覚えなければいけない世界。軍師付き見習いだった以前とは別のことを見て回ったカラカラさんの一日。

　それが、お休みになるとカラさんになる。

　どちらも一日だけの役。夕暮れまでの役。

　どっちも衣装は一いつ張ちよう羅らで、荷物は指先にかけた巾きん着ちやく袋ぶくろぐらい。

「私は、姫様付きとして今日はここを離はなれられません。お気をつけて」

　衣装役さんは私が直し損そこねた頰ほおに掛かる髪を、そっと撫なでつけ揃そろえてくれる。

　言うまでもなく、空から澄すみ姫ひめは一昨日おとといクビになっている。

　一応、常磐ときわ姫も空澄姫も式典が終わってからは人前に出ないよう禊みそぎの時を過ごしていることになっているのだけれど、実際、今、空澄姫はどこにもいない。

　だから、別わかれ際ぎわに謝あやまる。

「ごめんなさい、ここにいないのに」

「構いませんよ。姫様の部屋で一日寝てます」

　珍しく、本当に珍しく、この人が笑った顔をしてくれる。

　そんな衣装役さんと別れて私は宿舎の廊下を進んだ。

　七なな宮みや姫一行の宿舎はツヅミでも由ゆい緒しよある社しや殿でんに隣りん接せつした迎げい賓ひん館かんを借り受けたものだ。やたら、広く、実は七宮のお城は元より、カセンの仮かり府ふより遥はるかに立派だ。

　貰もらっている見習い印の絵え札ふだを右手に、所々にいる衛えい兵へいさん達に頭を下げて、長い廊下を歩いていく。

　朝の早い時間、だから、人々の動きが少し散さん漫まんだけれど新しい感じ。そんな中をてくてく歩いて行けば、中庭に出た。

　四方を平屋造りの建物と、それに隣する回廊で囲まれた自然庭園風の中庭。

　そこには調ちよう和わの取れた季節の低木が幾つか植えられ、庭園石に囲まれて作られた白砂の池が、綺き麗れい過ぎるくらい綺麗に広がっている。

　憩いこいの空間と言うには出来過ぎた、装飾の強い気がする庭園。

　そこに、円卓を持ち込んだ方が一人でいた。

　自然な大たい樹じゆの切り株を磨みがき上げて作られた楕だ円えんの円卓。歪いびつな楕円の上に書しよ簡かんと書類を山やま積づみし、それを眺めながら蒸ふかし芋いものお皿に手を伸ばす男の方。

　何であんなところにいるのかは知らないけれど、やってることは見み慣なれた光景だから、笑っちゃう。

　出かける前にご挨あい拶さつしようと思い、てけてけとそちらに向かう。

「やあっ、履はき物はあるかい？」

　あちらの方が先に気がついて、歩いてくる私に声をかけてくれた。

「はい、どうしてこんな所にいるんですか、トエ様？」

　絵札と反対の手には、外用の靴を入れた巾きん着ちやく袋ぶくろ。

　足袋たびから靴履きへ履き替えて、回廊から石段を下りた。

「仕事だよ。ここで人と会うんだ」

　ちっともそんな感じのしない円卓を前にして、トエ様は朝食のお皿を近づく私に差し出す。

「テンが料理した。食べなよ」

　珍しい形のお芋は小さくて丸っこい。でこぼことしていて変わっている。

　山盛りになっていて爪つま楊よう枝じが刺してあったので、一つくださいと手を出す。

「頂きます」

　作ってそれほど経たたないのだろう。熱ねつを持った匂においが気持ちよい刺し激げきで、はふっとくわえた。

　からっとした外側の歯ごたえは油を使って揚げたような感じで、わざと皮が残されているのかと思った。違ってたのはすぐ分かった。

　表面に薄うす切ぎりで揚げたお芋いもの細片が塗まぶしてあったのだ。それにお塩で味付けがしてある。

　囓かじってみれば、口の中で表面が脆もろく崩れたから、柔らかい中身が広がる。

　あまり味のない中身だけど、お塩と揚げ物の味がちょうどよく交じる。

「はうっ、美味おいしいです」

　とてもいい。さっさと食べてもう一つ頰ほお張ばる。

「海の向こうで取れる小さな芋だよ。長持ちするんで船旅に使われるそうだ。今度の戦いくさでテンが兵ひよう糧ろうに取り入れた」

「すごいです。こんな美味しいものが食べられるんですね？」

　軍隊というのは、ご飯はひどいと聞いていた。テン様はそれが許せないらしい。色々と取り入れたがるそうだ。

「でも、そのまま塩しお茹ゆでした方がいい気がします」

　その方が野外でも手間がかからないし、素材をそのまま活いかせる気がした。

「同じような調ちよう理りだと長い対陣の時に困るそうでね。日ひ保もちする一つの食べ物に、五つも六つも風味を加えてやりくりしたいらしい。十日も二十日も同じ物でごまかせるように、少ない油でも使い回せるようにね」

　何だか大変な話になってきた。

「他ほかにも新しい干ひ物ものを持ち込んでる。そのうち食べさせられるよ」

　嬉うれしいけど、少し不安なお話。

　テン様はたいてい美味しい物を作るけれど、たまに表現出来ない味の物を持ってくる。あの人は普通の人が食べられない物も分け隔へだて無く食べられるから、たまにとんでもない目に遭あう。

　黙もく々もくと味わっていながら、聞いたことを少し考えてみる。

　好き勝手やっているようで、テン様のやることはいつだって先のことを考えている。

　ツヅミ周辺で戦っていた今回、そんなに兵糧は大事ではなかったはずなのに、こうして日保ちする食べ物を求めている。

「次があるんですね？」

　多た分ぶん、それは遠征の考え。そうだと思う。

「賢かしこいね」

　トエ様は笑ってくれた。いつもの感じで、隠す気はないらしい。

　それから、この人らしく何事もなかったように、そのまま別の話をする。

「お客の予定がどうしても詰まっていてね。会う人の予定が増えると、こんな時間から会わなければならなくなる」

　明日あした、この方は空から澄すみ姫ひめと共ともにカセン都市まで引き上げるから、会いたいと願ねがうお相手は多い。

　ツヅミにも、他ほかの勢力にも。

　それに比べると、空澄姫に会いたいという方は意外と少なかった。

　宮姫はやっぱり飾りなのだろうと思うし、先年まで、ここにいた琥こ珀はく色いろの姫への配はい慮りよがあるのだろうと思う。

　もっとも、難むずかしい会かい談だんなんて私には出来ないから本当はありがたいし、向こうもそう知っているのだろう。

「テン様はどうなされているんですか？」

「昨日きのうの一いち宮みや、二にの宮みやの撤てつ退たい。彼らは、まだすぐに引き返せる距きよ離りにいる。軍隊は退しりぞくと見せて戻ることもあるから、周辺の見回りに出るそうだ。同どう盟めい相手の三さん宮みや側にも、ツヅミの誰だれにも、見えるように働いておく必要があるしね」

　こちらも働いているらしい。この方々は、好きなことにはいつもよく働かれる。

　そして、今、この人達は宮姫の立ち姿を必要としていないらしい。

「宮姫が今働くと怒られるよ。何もしないで地元へ帰った方が世よ論ろんも楽なんだ。どの姫もそうだったのは、どこもそうした思おも惑わくがあったからだよ」

　宮姫は、式典を執り行った常磐ときわ姫と空澄姫以外は、ツヅミそのものに対しては、あまりはっきりとした動きは見せなかった。

　他の姫の存在を認めていようと認めまいと、琥珀姫が、まだこの地にいるかのように、それぞれは敬意を示す距離を取らなければならなかった。あの方がいなくなってから、まだ一年も経たっていないのだから。

　でも、それは上うわ辺べだけだったりすることが多い。

　どこも動いている。見えないところで、知らないところで。

　七なな宮みや側だって、この二人以外にも動いている人達がいるのだろう。

「世の中は動くけど、すぐには見えないよ。多た分ぶん、次に大きく動くのは遠方でのことだ。本当に、ここへ他都市軍が引き返してこない限りはね」

　お皿を手元に戻し、それから、トエ様は広げていた書しよ簡かんを片づけ始めた。

　そろそろ、本当にお客さんが来るのだろう。周囲で手伝いに動く人の動きも見えてきた。

　邪じや魔まになりそうだったから、一歩下がって距離を取った。

「行ってきます」

「うん、行ってらっしゃい」

　クビにしたことを忘れたように、トエ様は笑ってくれた。

　まるで、空澄姫がいなくてもいいように。カラさんがいればそれでいいように。

　そうなのかも知れないと、たまに思う、元々、私が拾われた時、この人達は立っていればいいだけだと言っていたのだから。

　そう思えば、私はクビになっても仕方ない気がする。常磐ときわ姫ひめや琥こ珀はく姫、それにあの人。私は他ほかの方々のことが気になるから、この人達に言われるよりも多くお会いしてしまうから、この人達の、立っていればいいと言うお話を、あまり聞いていない気がする。

　本当に立っているだけの宮姫がいた方が、この人達は困らない気がする。

　でも、この人達はそれでは面おも白しろくないから嫌いやがるとも思う。

　どうなんだろう。

　たまに、何だか分からなくなる。考えても考えても終わらないようで、ちょっとしたことで分かるようなお話。訊きけばいいのに訊くと悔しいような変な気持ち。

　分からない方がいい気もするし、分かりたいとも思う。

　そんなことを考えて、いつの間にかトエ様に背を向けて庭園を横切り、いつの間にか回廊へと上る階段まで来ていた。

　階段の前で履はき物ものを脱いで、巾きん着ちやく袋ぶくろにしまうのを何となくやりながら、いつまでも考え込んでいた。

　それで、気がつくのが遅れた。

「おっと」

　その声は回廊から降りようとする人。その人に鼻先からぶつかりそうになって、慌てて立ち止まる私。

　仕立てのよい燈とう色いろの胸元が目の前にあった。

　知らない、知らないはずの色。だけど、どこかで目にしたことがある気がした。

「お気をつけて」

　子供に対して気づかってくれる色があって、だけど、あまり感心はない。そんな声がした。

　知らない人の声。

「すいません、不注意でした」

　相手の顔を見る前に、とにかく頭を下げた。

「いえ、こちらも初めての場所で、他のことに気を取られていました」

　そう言いながら、私と入れ替わり階段を下りて行く人。

　お客様なのだろう。

　お付きの方がその背後に続き、庭園に降りる履き物を白木の木箱から取り出して用意するのが目に入った。

　通り過ぎていった人を、振り返る。

　燈色の背、その上に赤みのある頭髪の後ろ姿。とても育ちがよいのだろう、揺れない立ち方。

　ああ、覚えている。

　昨日きのう、カラカラさんが眺めていた街で、この服を着た人を見ていたのを覚えている。

　ハルさんと呼ばれていたのを耳にした。

　部下の方々のおかげで片づけが間に合ったトエ様が、その人の到着に気がつき出迎えに出てくる。

　そんな光景を眺めてから、今は目立つとまずいと気がついて、慌てて回廊の奥へ、外への裏門へ向かう私。

　背中の向こうで、初めてのご挨あい拶さつが慇いん懃ぎんに交わされるのが少し聞こえた。

　もっともらしい、大人おとな同士の声だった。







「五いつ宮みやクラセと六むつ宮みやマキセの宮みや姫ひめである浅あさ黄ぎ姫ひ殿でん下かと萌もえ葱ぎ姫殿下。両姫殿下の命めいにより、この度たびの特使を務めさせて頂きます春はる瀬せ彩さいであります」

「混乱の時期に遠路ご苦労様でした。七なな宮みやカセンが宮姫であられる空から澄すみ姫殿下の補佐室長、並びに、その府にて左役を務めるトエル・タウであります」

　長い挨拶の後、トエルは綺き麗れいに片づけられた円卓へ客人を招いた。

　既すでに茶器と焼き菓子が、その部下達により用意されている。

　向かい合う籐とう椅い子すにハルセを座らせ、トエルもその向かいに着席する。

「執務室でお会いすべきかとも考えましたが、堅苦しい場を用意すべきでもないと思いました。このような茶席でのお相手をお許しください」

「私も特使ではありますが先せん遣けんの者であります。大事にはまだしたくない立場です」

「そう仰おつしやって頂ければこちらも助かります」

　座り向き合えば、若いハルセの方が背が高く、小柄なトエルの方が年少にさえ見える。

　七宮の軍師は童顔なのだと人ひと伝づてには聞いていた。公称通りならハルセより十歳以上年長なトエル・タウだが、それほど歳としが離はなれているようには見えない。テン・フオウも同おない年らしいが、そう年かさには見えなかったから、ハルセは公称というものの胡う散さん臭くささを感じる。

　だが、それ故ゆえに喉のどが渇く緊きん張ちようを持った。

　それほど年ねん齢れいが上でない人間が、一代で高位を摑つかみ、こうして一つの勢力の顔役として揺るぎないでいる。しかも、戦乱に対してだ。

　そこに、目に見えない奥行きを感じるから、知らずに手のひらに汗が滲にじむ。

　そのうちに、周囲の回廊で人が引いていくのが見えた。茶席を用意した者達も消えて、中庭には二人だけ、回廊にハルセの付き人が座して待つのみとなっていた。

　距きよ離り的てきに、ハルセの付き人が少しは話の断片を耳に拾えるかどうか、そんな場が作られる。

「私共どもの者も控えましょうか」

「それには及びません。ここは七宮が宿営地です。お付きの方がいてくださった方がお客人に安心して頂けるでしょう」

「お心づかいは感かん謝しやしますが、私も話し合いに誠意をお見せしたい」

　付き人はハルセが父から引き継いだ護ご衛えい役やくの一人だ。帯刀こそしていないが、素手でも並の兵士などより腕が立つ。その気になれば、小柄で非武装らしきトエル・タウを害することも難むずかしくはないはずだった。

　だから、軽く振り返って目め線せんで付き人に距きよ離りを取るよう指示する。従う動きは廊下の隅すみまでの足音と、そこで座す気け配はいになる。

　こうした所しよ作さに慣なれているから確かく認にんはせず、ハルセはトエルと向き合う。

「昨年よりのご活かつ躍やく、我わがクラセとマキセでも話題になっています。七なな宮みやカセン、その躍進の中心におられるタウ左さ大だい臣じんのお名前を知らぬ者はいません」

「自分にとって左役は畏おそれ多い立場でありますが、宮みや姫ひめを支え、その府ふ中ちゆうとのつなぎ役をすれば、もっともらしい位階が必要になりました」

　左大臣と呼ばれるのは重いと、トエルは謙けん遜そん気味に俗称である左役を自称する。

「それよりも、サイ家の筆ひつ頭とうの名も聞き及んでいます。お父上のことは残念でしたが、その若さで、よく役目を果たされていると」

「まだ若じやく輩はいです。不ふ甲が斐いないばかりに、昨日きのうも叔父おじ達に余計な気を回させてしまいました」

「サイ家の安定を望まれれば、あの方々もこのツヅミが気になるのでしょう」

　互いに緩ゆるやかに話し合いを始め、公正な空気を作る。

　ようやく、ハルセは落ち着いてくる自分を感じ、その空気を逃さぬうちにと本題へ入ろうとする。

「今日きよう、こうしてお会いするのは、私共どもの両姫ひ殿でん下かのお心による提案があって参りました」

　トエルは目を細め、若い政商の言葉を待つ。

「両姫殿下は、この度たびの空から澄すみ姫殿下と常磐ときわ姫殿下による言こと祝ほぎを心から喜ばれ、ツヅミを含めた三都のあり方に祝福をされております」

「ありがたいお話です。会見申し込みにもその旨むねがありましたので、我わが方でもありがたいと府中一同が喜んでおります」

　ここから先が大事だと、さりげなさを装よそおって二人は構える。

　緊きん張ちようを隠しながら、ハルセはトエルの目を見た。

「三都同どう盟めい、長く続かれることを願ねがい、私達は両姫殿下の名の下もとでご協力の用意があります」

「三都同盟が五都同盟に成りうる。そう考えてよろしいですか？」

　以前、この男が東とう征せい将軍テン・フオウに申し出た四都同盟に、ここツヅミを加えた構想。

　薄うすく表情を硬くして見せて、七宮の左大臣にある男がその真意を問い返した。







　ヒカゲさんは甘い物が大好きなのだと思う。

　本人は違うと言うけれど、きっとそうだと思う。

　三都同どう盟めいを記念して作られた三都焼きは三色の餡あんがたっぷり入っていて甘過ぎるけど、この人は黙もく々もくと食べている。

　私は一つでいっぱいなのに、この人は三つも食べた。

　明日あしたはツヅミ解放の日だからだろうか、二人で歩く街の様よう子すは朗ほがらかだった。

　大きな水路沿いに並ぶ商家の店先には所狭しと各国の物産が並び、あちらこちらには祭りの屋台のように露ろ天てん商しようの方々も店を開いている。

　だから、二人して焼きたてを露店の店先で食べてみた。

　三都焼きは、以前、カセンで食べた七なな宮みや焼きより大きいけど、味は一いつ緒しよで、焼き印に七だけではなく三と四の文字が増えている以外、外から見たら一緒だった。

　値段が倍なのはどうしてかと悩んだけれど、中の餡が三色なのが高くつく理由なのだろうと食べてから気がつく。

「平和になるといいですね」

　お店のおじさんに話しかけたら、おじさんは渋しぶい顔をして笑った。

「どうかねえ、ナツメは借りた金は返さないし、カセンは俺おれ達をダシに勢力を広げるし、俺ら大損だよ。今だけ適当に盛り上げておくから、さっさと帰ってくれないかなってのが、俺ら、商売人の本ほん音ねだよ」

　ああ、そうだろうとは思ったけれど、何とかしたいとも思う。

「ツヅミは大事なところだと思います。だから、どこも集まってくるんだと思います」

　田舎いなかである七宮カセンには、そんなに人が集まらなかった。どこの都市よりも、このツヅミから流れてくる人が一番多かったらしい。

　それは、三さん宮みやナツメ都市にも言えるお話で、東とう和わの西部地帯は基本的にどこもそうらしい。　中央大河を運河にした商都であり、少し前まで四しの宮みやの名を掲げていたツヅミは、七宮カセンから見れば大都市だった。

「俺ら、商あきないだけしてれば楽だったのによ。偉い奴やつらが勝手なことするからろくな目に遭あわねえよ」

　お店に次のお客さんが来たので、そこで私達はおじさんと別れた。

　お隣となりで売っていたお茶の竹たけ筒づつを手に、ヒカゲさんと二人で歩く。

「やっぱり、うちも早く帰った方がいいみたいだね」

　ヒカゲさんは聞いているのか聞いてないのか、いつも通り無言だけれど、私と同じ早さで歩いてくれる。

　私はテン様と違って食べ歩くのが下手へただから、どうも衣装役さんに怒られるのが恐こわいから、飲み歩けなくて立ち止まり、そのたびに少しだけお茶を飲む。

　立ち止まりながら、街の様子を眺め、ちょっと考え込む。

　だいたい、ヒカゲさんもそうしてくれる。

　そうやって見渡すツヅミは、とても綺き麗れいな街だった。

　見渡す街並みは白い漆しつ喰くいが艶つややかで、屋根には色とりどりな瓦かわらが多く使われているのが目立った。カセンなら屋根は黒っぽいくれ葺ぶきが多い。カセンは山が近く林業が盛んだったから、屋根板にはネズコの薄うす板いたを積つみ重ねることが多かった。

　都会的なここでは焼き物の瓦が沢たく山さん作れるのだろう。色も様よう式しきも何種類もあって、工房や職しよく人にんさんが多いのだろうと思える。

　カセンでは焼き物の使われる建物なんてお城ぐらいだったから、それだけでもすごいと思う。壁かべだって、板壁が多いカセンの建物に対して漆喰と石造りが多い。

「水路も多いし、火事も恐こわくないね」

　少しうらやましい。

　七なな宮みやカセンでは火攻めを警けい戒かいしなければならない城造りぐらいにしか使われない素材が、平気であちこちに使われている。多た分ぶん、長く続いた裕福な街でしかこんな建物の列は続かない。

　私達のカセンはよくなってはいるけれど、きっと十年も二十年もしないと、こんな街は作れないと思う。

　そう考えたら、ここと仲が悪い常磐ときわ姫ひめのナツメ都市の気持ちが分かった気がする。多分、山に囲まれたナツメの街は私達とあまり変わらない。もしかしたら、カセンの方が少しいいかも知れない。

　それから、行き交う人のことを思う。

　これも、ちょっと困っちゃう。

　多かった。立ち止まっていれば、とても多くの人が通り過ぎていく。

　どう見ても、カセンでも一番に人が多い大通りくらいの人数が、ちょっとした通りで見られたりする。歩いている人の数が、カセンとは絶対に違う。

　習学したところでは、カセンやナツメよりツヅミの方が何割か人口が多い。だけど、多分、商都にはそこに住む人だけでなく訪れる人が多いのだろう。まるで、倍の人がこの街に住んでいるような気がする。

　その人達の服装も都会だからか色いろ鮮あざやかで、まるで小さなお祭りのようだ。

　戦争やそれに続いた危き機きがあったのに、とてもそうは見えない。

　それとも、これでも戦争のために弱まっているのだろうか。ここの人から見たら、とても落ち込んだ街の様よう子すなのだろうか。

　笑え顔がおはあまり見えないけれど、何だか何事もなかったように人達は歩き、忙せわしなく過ぎて行く。その中に、見み慣なれたカセンの商家が使う羽は織おりがたまに見えた。

「そうだよね、カセンやナツメからお仕事で来る人も多いんだ」

　遠く、クラセやマキセから、シンセンやスズマから来る人もいる。それに、宮みや都市ほど大きくはなくても、ちょっとした都市はまだ各地に点在している。さらに、どの都市の周りにも大小の村落がある。

「俺おれ達も仕事でここへ来た」

　ぽつりとヒカゲさんが口にして

「そうだね」

　と、私が頷うなずく。

「こうして人が集まって、物も集まって、流れていくんだね」

　行き交う人に向けていた視し線せんを、背後に向ける。

　大通りより広い水路が、私達の背後にあった。

　昨日きのう、空から澄すみ姫ひめと常磐ときわ姫が屋や敷しき船ぶねで流れた水路がそこにあった。

　穏おだやかで深い水路に、今は丸太を乗せた荷船がゆっくりと進んでいた。

　街の外から、こうして建物の柱が引き込まれるのだろう。歩いていると、そのうち木き槌づちの音や石材を割る音が聞こえてくる。

「ここは大きな街だね。本当に」

「迷まい子ごになると大変だ」

「うん、そうだね」







「旧四しの宮みやであるツヅミは、東とう和わの要所。ここを押さえた勢力は中央にも対抗できる。そう、大だい都と一いち宮みやシンセン、副都二にの宮みやスズマにもです」

「自由に出来るならばです。自由には出来ないから、我われ々われは撤てつ退たいする。三さん宮みやナツメ側ともそう誓せい約やくしました。ツヅミを勝手にはしないと」

　ハルセとトエルは向き合う。

　互いに、都市の行く末を背負う地位にある者。

「どうぞ、我わが姫ひ殿でん下かが愛しているお茶です」

　少し間を取ろうと、トエルが自ら茶器を使い、東とう方ほう紅茶を勧めた。

　礼を言うハルセの前で、トエルは先に紅茶を口に運んだ。

　客より先に口を付けるのは一般的には礼に欠けるが、毒はないと示す行為でもある。

「香り豊かですね」

　名家の家に生まれたハルセは、いい茶葉には敏感だ。こんな時、品よく口元に運び、まずは香りを楽しむ余裕がある。

　その間にも、次の言葉は頭の中で休みはしないから、ちょっとした間の中で互いは何手も先を考え合う。

「左さ大だい臣じん殿どのは、この撤退の後、どうなさるおつもりでしょうか」

　小さく一口を飲んでから、ハルセは問う。

「カセンの安定のため、七なな宮みやの姫ひめを中心に街作りをします。我わが姫はこれ以上の争いは好みませんから、我われらも従います」

　お飾りの姫に従うと語るが、ハルセは薄うすく笑った。

「ツヅミはカセンが引ひき籠こもれば反旗を翻ひるがえします。それは、各都市がシンセンに反旗を翻した時のように、口にしにくく曖あい昧まいにです。貴方あなた方がツヅミを七宮の影えい響きよう下かに押さえておこうとすれば、軍なり何なりの楔くさびを打ち込んでおく他ほかはありません」

「三都同どう盟めいは成立しています。ツヅミは先の戦争への賠ばい償しようとして、私達に相応な協力をすると確かく約やくしています。それを無視されるなら、我が七宮と同盟国三宮が、このツヅミをもう一度押さえます」

「出来ますか、二都の力だけで？　我らの協力が必要でしょう。ナツメとカセンにクラセとマキセが加わる四都による同盟。これに参加する形をここに与えれば、ここもそう大きく動くことはありません。少なくとも、今回のように、露ろ骨こつに各国へ声をかけまくり乱戦を画策するような真似まねは出来なくなるはずです」

　確かく執しつある隣りん国ごく二都市だけではなく、中立都市二国を交えることにより、なし崩しにツヅミの動く道を防ぐ。ハルセはそう言っている。

「ツヅミを挟んだナツメとカセンの西部同盟、シンセンとスズマの争う中央、それに双ふた子ご都市の東部安定。天下三分は成り立っています。これを崩すのは危険ではありませんか」

　元はナツメとツヅミがカセンを従えるはずだった昨年の争いは、この小柄な男とその相方によって、今やカセン主しゆ導どうの形を作っている。

　カセンには、このままでも利益はあった。

「一いち宮みやも二にの宮みやも一度は退しりぞいたかも知れませんが、理由をつけてここへ帰ってきます。今度は十万規模の大軍で。彼らに貴方方の繁はん栄えいは邪じや魔まです。いえ、地方の独立は邪魔なのです。中央の覇は権けん争いには地方の取り込みこそ何よりも貴重な財源だからです」

「そして、その矛ほこ先さきは双子都市にも向けられる」

「ご承知の通り、我らは貴方方より距きよ離り的てきに中央に近い。我らとて、危き機き感かんを強く抱いております」

「ならば、地方同士の協力が大事とお考えですか」

「相互保証です。ここへ先のような一宮二宮の軍が来た時、我らが皆様の力として軍を派は遣けんします。そして、皆様は我らの独立が危うくなった時、そのお力をこちらに差し向けてくださる。四つの宮と商都ツヅミの力を合わせれば、二宮スズマは敵ではなく、一宮シンセンにすら対抗できるはずです」

　仮に各都市が三万ずつ兵を用意できれば、単純な合算では十五万の兵力となる。

　最大都市一宮シンセンの実働兵力は二十万前後とも言われる。

　副都二にの宮みやスズマとの睨にらみ合いからすれば、本国を離はなれる遠征に使える兵力は最大でも半数の十万程度と予測される。先のツヅミ争乱に派は遣けんされる予定だった方面軍が五万だったと噂うわさされるから、仮に各都市が二万程度の兵力しか用意できなかったとしても、かなりの対抗となるはずだった。

　一いち宮みやシンセンを打倒するほどではないが、充分に自国を護まもりきれる力を補い合う保証。

　それが、この同どう盟めいの意義。

「地方独立、中央支配からの完全脱却。我われ々われ、各宮都市が目指すべき道です」

　三つの勢力がせめぎ合う鼎てい立りつより、地方の総力を併あわせる中央包囲こそが、これからの東とう和わのあり方であるとハルセは言う。

「貴方あなたもお考えだったのではありませんか、トエル・タウ左大臣」

　少しトエルは考える顔で紅茶を口にして、それから、ハルセの眼まな差ざしを覗のぞき込むような目をした。

「それは、その通りです。我らがどう兵と国力を集めようと、正直、シンセンどころかスズマを倒すだけでも苦しい。いずれは、何らかの形で五いつ宮みやと六むつ宮みやに提てい携けいをとは考えていました」

　スズマも軽く五万を超える兵力を持ち、その領土はシンセンに次いで肥ひ沃よくだ。

「真しん都と同盟に参加しろと、スズマは私共どもに要求を繰くり返しています。無む論ろんですが、シンセンは旧王都一宮への帰属を求めています」

　自国は苦しいと告げながら、同盟関係の必要性を訴える。

　五宮クラセと六宮マキセが一宮に取り込まれる場合、二宮に取り込まれる場合、それは中央が巨大化する事態になる。他ほかの各都市にとっても、間違いなく危険なことになる。

「七なな宮みやカセンに対しても、二宮スズマは声をかけています。共ともにシンセンを打倒しようと」

　一宮シンセンに唯一、一貫して対抗してきたスズマは、副都の名の通り、東とう和わ第二位の都市だ。手を組むなら、どこよりも力強い。

　それにハルセは笑った。

「貴方は二宮を潰つぶすと公言されているはずです」

「公言はしていません。我わが身が可愛かわいいのでね」

　発言の事実は否定しないトエル。

「取引の席で語った一言が東和全土に知れ渡っています。そのことで、私の叔父おじ達は貴方のことを迂う闊かつだと笑いました。真都同盟に無用な警けい戒かいをさせる愚かな発言と。ですが、昨年の暮れ、病やまいの床とこにあった我が父は別の意味で笑いました。貴方らしいと」

　トエルが、初めて面おも白しろそうに表情を変えた。

「貴方のお父上は、僕のことを覚えていましたか」

「若き日のお二人と商あきないで争ったこと、父は懐なつかしんでおりました。貴方は私より若い頃ころから真都同盟を嫌っていたのでしょう？」

　想おもい出をくすぐられた顔で笑い、トエルは首を振った。

「嫌うと言うより敵対している。方向こそ違うが、彼らは頂点を目指していて、僕らも頂点を目指している。ならば、純然たる商売敵がたきだ」

「頂点ですか」

　引っかかる言葉だった。口く調ちようも微妙に変わっている。

　それが天下取りという意味ならば、そうした人間との同どう盟めいは危険だった。利用し合うには立脚点の違いが足あし下もとを揃そろえられなくする。

「我われ々われは地方の独立を目指している。スズマはシンセンに成り代わることを目指している。彼らの声は彼らへの支持の呼びかけだ。互いの独立のためにはならない」

　スズマの呼びかけは相手にすべきではないと、トエルは同意を求める顔をした。

「父も距きよ離りを取れと遺ゆい言ごんしました。スズマと手を組むくらいならば、昔通りにシンセンの支配を受けた方がやりやすいと」

　五いつ宮みやと六むつ宮みやが二にの宮みやに協力して大だい都と一いち宮みやシンセンに挑むより、上うわ辺べだけは一宮シンセンに従属していながら、実質的に自由を勝ち取る。

　その方が利口なやり方だった。

　実際、東とう和わ各都市はそうしてきた。それを繰くり返してここまで来た。

　だが、時代は変わってきた。

　シンセンは莫ばく大だいな負債を抱え、各都市は無視できない力を持ち始め、西せい方ほう山脈の向こうでは大戦の余波が広がっている。どこも以前と同じではいられなくなっていた。

「四都同盟の方が現実的でしょう。ツヅミはもう宮都市ではありません」

　トエルの言葉にハルセも頷うなずく。

　ツヅミには一歩引いた位置に立ってもらう方がよかった。少なくとも、さらに時代が変わる頃ころまで。

　無む論ろん、実際には協力関係を含ませてである。

「最悪の話、我々は以前のように一宮シンセンの下でも構いません。それでもそれなりの地位は確かく保ほできます。ですが、出来うる限り自由な今を護まもりたい。そのためには、各都市の協力による結束こそが大切なのです」







「勝手な自由が欲しくて不満を並べるのでは大人おとなとは言えません。自由が欲しければ責務を果たさなければなりません。それは改革のための努力です」

　水路の向こう、立ち並ぶ葉桜の向こう、広場で立ち会い演説が行われている。

　私は立ち止まって、ヒカゲさんと二人でその様よう子すを見つめた。

「我々は一宮シンセンに百の我が慢まんをしてきました。このまま、彼らが東和の中心でよいのでしょうか？　このまま各都市は争っていていいのでしょうか？　改革の旗の下もと、私達は力を合わせなければなりません」

　緑の旗は常磐ときわ姫ひめのものより澄すんでいて、何よりも真の文字が染め抜かれているのがどこの勢力かよく分かるようになっていた。

「それぞれの勝手な独立の都合は曖あい昧まいな混こん沌とんを育てるだけで、将来の禍か根こんとなりましょう。それ故ゆえにこそ、我われ々われは真しん都とを提唱し、抜本的改革の道を切り開かんとし、こうして皆様方に真都同どう盟めいへの参加を呼びかけるのです」

　とても恰かつ幅ぷく豊かな方が素朴な演台の上で通りのいい声を張り上げている。周辺には真都の旗を肩に乗せたお身内らしい方々の円陣。

「七なな宮みやや三さん宮みやは目先の成功が欲しくて争い、皆様方を苦しめました。あの戦いは何だったのでしょうか？　彼らの軍事同盟はツヅミの皆様を苦しめ、さらなる争いを生むと容易に推測できます。このようなことは許されていいはずがありません。ならば、どうしたらいいか？　真都同盟への参加であります」

　円陣の中から歓かん声せいが上がる。

　真都の小旗を手に手に大人おとな達が熱あつい願ねがいを込めて、真都、そして、真姫の名を呼ぶ。

　その熱ねつ気きに立ち止まる人もいれば、通り過ぎて行く人もいる。そんな光景を、遠くから私は見つめていた。

　語りかける声が変わらぬ熱で続く。

「真都こそ一いち宮みやシンセンに立ち向かい続け、時代を牽けん引いんしてきた改革派であります。真都の平和的改革路ろ線せんに協力してこそ、豊かな明日あすが見えるのです」







「改革など我々は望んでいません」

　ハルセは真まっ直すぐに正面を向く。

「スズマ中心に世界が再さい構こう築ちくされて、我々に何の利益がありますか？　旧王都一宮シンセンは仕方ないとしても、どうしてスズマの真都同盟にまで世界の中心面づらをされなければなりませんか」

　若い政商は実直であろうとした。若いから言えることがあると信じている。

「お気持ちは分かります。彼らの力は疑わなくても、こちらより大きな勢力であろうとも、あそこと組むのには不安があるでしょう。七宮派もそうです」

　トエルは受け答えに感情は込めなかった。

　若さにほだされもせず、若さを笑うこともない。

「ですが、サイ家筆ひつ頭とう。真都同盟に参加しようとする人々も多いでしょう。我々の同盟に反対し動く者も多いと思った方がいい」

「叔父おじ上うえもそうですか？」

　トエルは頷うなずく。

「友好は語られました。ですが、明快な四都同どう盟めいは困ると言外に匂におわせていました。貴方あなたがこうして動くのも嫌っているようです」

　そうだろうと、ハルセも理解した顔をする。

「実際、真しん都とと手を組みたいと考えるのは叔父だけではありません、七なな葉ようクラセ派、マキセ派にはスズマと商あきないが深い面も多々あります。そのこともあって、私も何度か危険を感じる出来事がありました。そして、スズマと距きよ離りを上手うまく取りたい者も多いのです」







「スズマと距離を取りたい。一いち宮みやとも距離を取りたい。そのためにここを利用ですか。正統政府にも改革勢力にも力は貸したくないとは困った話ですね」

　黒髪の少女は紫陽花あじさい色いろの帽子を被かぶり直した。

「トエル・タウとハルセ・サイの会見ってそうなのかよ」

　藍あい色いろの羽は織おりを着た若者が小刀を手の中で弄もてあそぶ。

「五いつ宮みやと六むつ宮みやは自国の安定を図りたい。ですが、一宮と二にの宮みやの争いには関かかわりたくないから、どちらとの関係も取りたくない。だから、当たり障りのない残りの宮との連合を狙ねらうのです」

　二人は高台の境けい内だいにいた。

　左右に広がる木々には若葉が眩まぶしい桐きりの若木。後方には祭さい祀しのために作られた石畳の広場が佇たたずむ静かな場所。

　周辺の街並みを見下ろせる公園広場で、東とう和わ伝統の円えん錐すい状じように祭り上げられた土地である。

　雅みやびな組み合わせをした木き柵さくに上半身を預ける若者の横、拓ひらけた光景に少女は笑う。

「確たしかに七なな宮みやカセンの府ふ中ちゆうは当たり障りなくだよな」

　財ざい政せい難なんの三さん宮みやナツメ、敗戦の痛手で回復の時を稼かせぎたい旧四しの宮みやツヅミもそう言えるだろう。

「ところが、七宮の二人組は安定にそれほど興きよう味みがないんですよ。先へ進もうとしている」

　縦じゆう横おう無む尽じんに広がる豊かな水路。それが陽光に光るのを抱いた整せい然ぜんたる家々。

　近くの木々から鳥のさえずりが聞こえる。そんな穏おだやかで豊かな光景を笑う少女と、憮ぶ然ぜんと並ぶ若者。

「あいつらはツヅミもクラセもマキセも逆に利用してのし上がる気か？　あとナツメも」

「でしょうね。一宮シンセンにしろ二宮スズマにしろ、大国が動いた時、連合の力で対抗。その中心として動くことにより、東和での地位をより強固とする」

「そうすれば、単独で大国と戦わなくても覇は権けんが狙えるか」

「あの二人はその腹でしょう。あの方はどうか知りませんがね」

　日ひ除よけ帽で眩まぶしい陽光から目元を護まもり、少女は遠くを眺める。

　一ひと際きわ大きな水路。それに隣りん接せつする大通りに人々が行き交うのが見えた。

　その中に子供二人組が見つけられる。

　柔らかな肩までの髪の少女と、灰はい色いろの髪の少年。

　遠い光景だった。表情や容よう貌ぼうが確かく認にんできる距きよ離りではない。大きな声も届かないだろうし、馬で走らせても、辿たどり着く頃ころには、その姿をその場で見つけることは出来ないだろう。

　小さな姿を遠く見下ろす距離。

「見つけたのはいいけどさ、何で、あいつらふらふらしてるの？」

　地位のある者だろうと、訝いぶかしむ声。

「子供が外に出たいと思うのは自然なことですよ」

「あんたと一いつ緒しよかよ」

「ええ、私も幼くてか弱いんです。世間知らずの令れい嬢じようですから護まもってくださいよ」

　笑った返答。

「けっ、言ってろ」

　嫌いやがる口く調ちようの若者が、少し厳きびしい顔をする。視し線せんはそのまま動かないで。

「おい」

「はい」

　呼びかける硬い声に、笑っていた少女も目を細めていた。

「気づいたのか？」

「この距離ですよ。私、今回は控えて変装もしてます」

「それでも、気づいたか」

「恐こわいですね。勝てます？」

「やだ、戦いたくねえ。ガキに勝ってもありがたくねえし、勝てる気もしねえ」

　少女と若者は二人して、そのままの姿勢で遠い大通りの光景を眺める。

　子供の片方、灰色頭の少年の方が立ち止まっていた。

　立ち止まって、こちらを見上げていた。

「去年より強いぞ、あいつ」

「仕方ないですね。他ほかの皆様に期待しますか」

　ゆっくりと、少女は境けい内だい地ちの広場を振り返った。

　表情に薄うすく笑えみを用意し、そこに立つ四人の人ひと影かげを見つめる。

　男ばかり四人の大人おとな。それぞれ町衆の格好をしているが体格はかなり良く、精せい悍かんな顔立ちをしていた。実戦を知る者の空気を持つ、そんな四人組。

「いつものようにお願ねがいしますね」







　ヒカゲさんが立ち止まるから、はたはたとそこまで舞まい戻る。

「どうしたの？」

　何だろうか、遠くを見上げて黙だまっているから、私もそれに倣ならう。

　ヒカゲさんの見ている方角、家々の屋根の向こうに小山が見えた。丘と呼ぶよりは大きく、山と呼ぶには小さいから小山と呼びたくなる高台。

　雑ぞう木き林ばやしの立ち並ぶ円えん錐すいの小山は、半分は作られたものなのだろう。上の方は平たく、木々の向こうに境けい内だい地ちらしき広がりのある場所が見えた。

　人の姿は、小さく幾つか。

　薄うす青あおか薄うす紫むらさきの小さな背がちらりと見えた。

　遠過ぎて、それ以上はよく分からない。

「何かあったの？」

「大したことじゃない」

　ヒカゲさんは見上げるのを止やめた。

　そうして、戻ってきた私を追い抜く形で歩き出す。

「行こう。邪じや魔まが入らないうちに」

　変わらぬ顔で先を進むのだけれど、私の方は何だか遠くの光景が気になった。

　だから、しばらく見上げた姿勢でいようとして、通りを行く人の動きに巻き込まれる。

　慌てて避けてから、もう一度、顎あごを上げて見上げる。

　もう、青っぽい背中は一つも見えなくなっていた。







「四都同どう盟めい、それは東とう和わのかたちを変える一大勢力です。ここから先、東和は大変に動くことになります。保守層から見れば危険な道でしょう」

　その言葉にハルセは不敵に笑った。

「貴方あなた方が変えた。時代の流れを早める行為をやった張本人がそれを言いますか？」

「目の前にあることを片づけただけですよ」

「誰だれも片づけようとしなかったことをやり遂げ、その先を見ているのが貴方方です」

　ハルセは目の前の静かな男を見み据すえた。

　文官正装で座す姿は、役人らしい実直さを見せているが、たまに表情に遊びが見える年上の青年。無名時代、まだ自分と大差ない年ねん齢れいの頃ころ、この男はハルセの父を相手に大きな商あきないをやり遂げたという。

　どの程度、成功したか失敗したかはともあれ、豪ごう商しようサイ家の先代が覚えていた男。

　だから、居住まいを正し、頭を下げて見せた。

「四都同盟こそ、各宮みや都市の目指す独立割かつ拠きよの礎いしずえであります。混迷した中央支配を挫くじくため、どうかご協力ください」

　頭を下げたのはサイ家の筆ひつ頭とう。五いつ宮みやクラセと六むつ宮みやマキセの姫ひめ達に信任された特使。

　だが、若かった。サイ家内部でその位置は固まっておらず、有力な親しん族ぞくは多い。それ故ゆえに、彼の言葉と行為は軽い。

「一いち宮みや包囲は彼らを本気にさせますよ」

　試す問いかけ。

「覚悟の上です。私共どもは危き機きにあります。昨年の三さん宮みやと四しの宮みやの連合に脅かされた七なな宮みやカセンのように、最大都市と第二勢力の対立に巻き込まれているのが、私共、双ふた子ご都市の現実なのです」

　視し線せんこそ落としたが、声ははっきりしていた。

　このままでは大国の争いに浸食され、宮都市としての繁はん栄えいを失う。どちらについたとしても、大きな争いになる。ならば、他国と手を組み新たな秩序の枠わくを築きずくべきである。

　ハルセ・サイは、その道を模も索さくしながら語った。

　それは、危機感を持った顔だった。

　だから、トエル・タウは肩の力を抜いた。

「サイ家筆頭」

　そう呼びかけ、続ける。

「曖あい昧まいに手を組みたいと語る方もいれば、貴方あなたのように真まっ直すぐに同どう盟めいを語る方もいる。具体的にまずは何をすべきとお考えですか？」

「東とう和わ七姫、四人を会わせるべきです」

　呼びかけられた名に恥じぬよう、若者は即答した。

「それは、我わが七宮空から澄すみ姫ひ殿でん下かと三宮常磐ときわ姫殿下」

「私共の双子宮、五宮浅あさ黄ぎ、六宮萌もえ葱ぎ両姫殿下」

　退位した琥こ珀はく姫を除けば、六姫となった東和の宮姫達。

　六姫の過半数である四人の姫の顔合わせ。

「東和の良りよう識しきたる私共の双子姫、先の戦いで劇げき的てきな和解を成し遂げた二人の仙やま姫、平和的独立を望む民衆の支持を、どこの誰だれよりも期待できる方々です」

「そちらの両姫殿下はご承知のことですか？」

「無む論ろんです。両姫殿下は巫女みこ姫としてのあり方に忠実であろうとする方々です。巫女姫は和の良識を体現するためにあると信じ、その道を疑うことはありません」

　必ず、二人の姫達は承認するとハルセは語り、トエルの方も頷うなずく。

「分かります。浅黄姫と萌葱姫が手を取り合い、支え合う日々を過ごされたことに、こちらも疑いは持ちません。そして、我が空澄姫も話し合うことを尊ばれる方です」

「常磐姫の方にも私が根回しをしています。ご協力は得られるはずです」

　少し考える顔をしてから、トエルは左さ府ふとも左役とも呼ばれる役やく職しよくの顔をした。

「もう春は過ぎ始め、初夏が近づいています。この夏に向けて足並みが揃そろえられますか？」

「空から澄すみの間に話を進め、高たか夏なつまでに、姫ひめ達の場を用意できると考えます」

　七月から八月の詠よみ名。ハルセは用意してきた言葉を全すべて言い切った。

「我わが府ふ中ちゆうでも争いは控え、他都市との友好を望む声が大きくなっています。その旨むね、七なな宮みやカセンに帰れば、すぐにでも議ぎ題だいに上げること、前向きに進めることを約束いたします」

「そのお約束が双方の良りよう縁えんになる礎いしずえと確かく信しんしております」

　足場は出来たと、ハルセは感かん謝しやの意を示す。

　一息つけたと、互いに茶を口にする。

「ところで、筆ひつ頭とう殿どのにお訊ききしておきたいことがあります」

「何でしょうか？」

　トエルの方から問われたから、ハルセは何気ない顔をしながら緊きん張ちようする。

　このような男の何気ない問いは油断出来ないと、噂うわさには聞いている。

「何年、そちらの宮姫は任にあたるのでしょうか？　王室では男子が傍ぼう系けいに何人か生まれたとも聞きます。我が姫には十年程の任を願ねがっておりますが、そちらの先行きを知らずにでは手も組みにくく思います」

「ごもっともです。私共どもでは、最低でも五年先まで、お二人に今のままでいてもらいたいと考えています。東とう和わに安定が揺るぎなくあれば、十年以上もあるはずです」

　ほとんどの宮姫が、そうした任期の予定だった。

　象しよう徴ちようである宮姫は、過渡期な時代の過か客かくだ。支配者でも為い政せい者しやそのものでもないとなっている。その枠わくは超えないと、互いに立ち位置を告げ合う。

「いずれは野やに降りるのが宮姫です。その日のためにも、補佐役は平和な未来を用意しなくてはなりません」

　トエルが誠意のある言葉を口にするから、ハルセは少し意地悪な気持ちになった。

「七宮の姫ひ殿でん下かは城に閉じこめられ、大臣と将軍に振り回されていると市し井せいでは騒さわがれていますが、それは間違った風説に過ぎないと信じてよろしいでしょうか」

　友好関係を作る会見で口にするのは控えるべき問いだった。思わず口をついて出てしまったが後悔はなかった。上うわ辺べだけの友好関係は危あやういから、若い立場の自分が、言えることを言っておくべきだと思えていた。

　一見、子供のようにも見える小柄な男が、大人おとなの顔で笑った。

「その面もあります。姫殿下の地位にある方はどうしても城から出られないことが多いでしょう。そして、七宮カセンの繁はん栄えいを優ゆう先せんし、左役や右役が、その意にそぐわぬ行為をしたこともあります」

　その笑いは批判を受け入れる者の表情だった。

　だから、ハルセは頷うなずく。

「姫ひめを担かつぐ者は汚れ役も厭いとわぬのですな」

「自分は政治に携わる者、右う将しよう軍ぐんにある者は軍に携わる者、政治家や軍人が汚れる仕事をするのは当然です。汚れ役が出来てこその役目です」







　枝し垂だれ柳やなぎの葉が揺れていた。

　芽柳が青柳に変わり始めた頃ころの柔やわい枝葉、見下ろした水路に映り込むのは、そんな樹じゆ影えい。

　ヒカゲさんと並んで、水の流れを眺め始めてどれくらいしただろう。

　この街の財力だから出来る石造りの用水路、石橋の上で水の流れに耳を澄すます。

　欄らん干かんに腕を降ろし、その上に顎あごを乗せて、ぼんやりと時間を過ごす。

　背後を人々が忙せわしなく行き来し、水路の両りよう脇わきの通りにも商家の並び、買い物の人々。

　人々の声が切れ切れに聞こえ、水路のせせらぎが止まることなく続き、それから、低い空に走る高いさえずり。

　どこかの家の庇ひさしへ走るのだろう、燕つばめがたまに視界に小さな影かげを作っていく。

　晩春に初夏の匂においが交じっている。

　朝と夜にはまだ寒くて、それでも、こうした昼時の日だまりに長くいれば熱ねつが感じられる。

　水みな面も月づきは雪解けした水が川かわ辺べに溢あふれ、ため池を大きく満たし、耕作地を潤うるおす。これが、もう少しすれば、夏らしい時期を迎える。

　空から澄すみと高たか夏なつ。東とう和わの七月と八月。

　春に色々なものが芽生えて、夏と秋に大きくなる。

　いつだって、そうだ。

　そんな風に日々はやってきて、そして過ぎていく。

　眺める水路、上流から流れてきた桜の花びらが、柳の枝越しに見えた。残ざん花かの花びらと、繁しげり始めた柳の木々が交差していく光景。

　季節の変わり目に、春と夏の花木が入れ替わっていく。

　温ぬくくて、その温さがもどかしくて、でも、過ぎていくのが何だか恐こわい頃ころ。

　夏の匂いが待ち遠しくて、でも、ここに立ち止まっていたい気もする頃。

　ざわめきとせせらぎを耳に、ここの匂いを覚えていたいと思った。

　緩ゆるい川風が通り抜けて、すうっと、色々なものが揺れる。

　見下ろした水路は透明な水を湛たたえ、止とどまることなく豊かに流れ続けていた。
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　　　五節　いつかの光景







　サイ家のハルセがトエル・タウ左さ大だい臣じんとの会見を終えたのは、正午に近い頃ころだった。

　予定より長く話し込んだが、成果は予定以上とは言えなかった。

　屋や敷しきに隣りん接せつした広場、乗り付けた馬車の傍かたわらで、三人の配下と向き合う。

「結局、こちらから願ねがい出る形しかなかったか」

　同どう盟めいの申し出である。

　出来れば、七なな宮みや側から双ふた子ご都市に同盟への訴えをさせたかった。

　自分が申し出る形にしかならなかったのは、何かと不ふ愉ゆ快かいだった。同盟は望んだ方が立場が弱い。だから、向こうから申し込ませたかった。

　気位の高い三さん宮みやナツメは面子メンツに拘こだわるだろうが、七宮カセンは新しん興こうであるから積せつ極きよく的てきに折れてもいいはずだった。

　だが、余裕を見せる相手を崩せなかった。

　七宮は五いつ宮みや六むつ宮みやに貸しを作らない態度をとり続けられた。

「私が若いから甘く見られたか」

　認めたくはないが、出向いた時点で負けだったかも知れないとも思う。

「サイ家は代替わりしたばかり、若わかは率先して行動されるお立場にありました」

　そう、従者が口にしてくれて、少し気が楽になる。

「だがな、本番ではこちらに有利に進めなければならない。そのために、私もクラセとマキセに戻らなければならない」

「呼び寄せる形を取られますか？」

「当たり前だ。こちらから出向けば格下扱いされる恐れがある。向こうに動いてもらわなくてはならない」

　親しん善ぜんの茶会とでも名目を用意し、クラセとマキセに七なな宮みや姫ひめを呼び寄せる。

　そのまま、同どう盟めいを締てい結けつしてしまえばいい。

　出来れば、そこに三さん宮みや姫の姿もあれば申し分がない。

「戻るぞ。国元が心配だ」

「急がれますか？」

「議ぎ会かいにも両姫ひ殿でん下かにも同盟の話を進めてもらわなければならん。何より、叔父おじ上うえ達の動きが心配だ。勝手に一いち宮みやに帰順の道を模も索さくされては堪たまらん。二にの宮みやとの同盟もそうだ」

「しかし、今日きようはもう外に出られません。ナツメの軍が多く見回りに出て、都市外周を警けい戒かいしております。特例手形でもなければ通行許可がおりますまい」

　その言葉にハルセは敏感に反応した。

「サイ家の名でも通れぬ警戒？　どのような異変があった」

　きな臭さを感じて、声が低く抑えられる。

「各勢力が不ふ審しんな動きを始めたようです。一宮黒こつ騎き団だんが帰路の途中で止まり、二宮がそれを見過ごせぬと周辺に布陣したと」

　どこの軍にも、サイ家なりに人の繫つながりがある。まず誤報はあり得ない。

「各と言ったな？」

　一宮と二宮だけならば、彼らだけを名指すはずだった。

「三宮ナツメの軍が妙な動きをしているそうです」

「何？」

　常磐ときわ姫の、夕暮れの山道に立った姿を思い出す。

　頑固で生き真ま面じ目めな顔をして、厳きびしい振ふる舞まいを心がけていた姫。

　国に帰ると宣言した姫が、前言を撤てつ回かいするとは思えなかった。

「進路が妙なのです。真まっ直すぐナツメに向かう道を戻ろうとせず、東に寄って川沿いに下り、船着き場に向かっているようなのです」

「渡と河かだと？」

　ツヅミから南にそのまま進めば常磐ときわ姫ひめの自国ナツメだ。

　中央大河はツヅミ以南は東寄りにやや蛇だ行こうするから、山地ナツメとは距きよ離りがある。川に沿う意味があるはずがない。

「何だ、その話は？」

　聞いてないぞと、若い政商は苛いら立だちを隠せなかった。







　三さん宮みやナツメ側の動きは、会見が終わったもう片方の下もとにも届いた。

「下流なら渡し船も手つかずに残っている。全軍は無理でも数千は向こうへ行ける」

　小柄な政治屋は冷めたお茶を啜すすって、この男らしい顔をした。

「常磐姫ご自身が渡られるのですか？」

　姫の居きよ室しつに引きこもっていた長身の女性が、その男が座した円卓の前に立つ。

「多た分ぶんね、彼女は自身の手で早めに決着をつけたいはずだ」

　裏で取引をしているわけではないと、トエルは笑い、言葉を続ける。

「せっかく、近くまで出向かれた双ふた子ご姫。呼び止めて会かい談だんされるのは不自然ではないよ」

「七なな宮みや主しゆ導どうにならないよう、あちらも動かれるのですね。同どう盟めい締てい結けつに向けて」

　三宮ナツメが双子都市と友好関係を確かく約やくし、七宮やツヅミより優ゆう位いな立場を早めに用意しておく。出来るならば、四都同盟を自分達の手柄にしたい。

「向こうの執しつ政せい院いんが政治的な巻き返しで考えた。動いているのはサイ家だけではないよ」

「どうなさるおつもりですか？」

「受け身になっておく。三宮常磐姫が、五いつ宮みや六むつ宮みやの双子姫が、同盟の流れをそれぞれ作られた。我わが姫ひ殿でん下かは他都市の平和への願ねがいに応こたえてみせるのが一番望ましい」

　トエルは肩を竦すくめて笑う。

「七宮主導は限界だよ。世よ論ろんにも、カセン府ふ中ちゆうにも、七なな葉ようにもね。世の中が僕らの思い通りに動いていると反発が多いんだ。だから、後おくれを取っている様さまを作っておく。テンは同盟のために勝手な戦いが出来ないと悔しがる。僕は大きな争いに巻き込まれるのを危き惧ぐして悩んでいる。そうした不満のある顔を世間に見せる予定だ」

「手柄は譲ゆずる。代わりに都合のいい立場を手に入れるおつもりですか」

　辛しんらつな言葉に、トエルは遊びのある動きで茶器を揺らす。

「僕らはツヅミの利権に拘こだわり、地元カセンの恒久的独立だけを夢見ている。その役をやっておく方がいい。巨大な同盟で中央包囲など考えていなかったかのように振ふる舞まっておく。時が満ちてから、時代の流れが要求したから、そうはいかなくなったような顔をしてみせるよ」

「恐こわいんですか、世の中や大国と正面から争うのが？」

「当然だよ。今度の戦いだって、どこかの国が本気でツヅミに向かってきたら、僕らは逃げたよ。姫ひめ様を護まもって余力のあるうちに地元へ戻った。その時は、その相手を東とう和わの平和を乱す侵略者として悪役にして、僕ら主しゆ導どうで大きな同どう盟めいを画策しただろうね」

　姫付きの衣装役にある女性は、大きくため息をついた。

「いつもいつも、貴方あなた方は悪わる巧だくみが楽しいのですね。言いい訳わけが出来るように策さく謀ぼうを組み立ててばかりです」

「策略は皆そうだよ。言い訳が出来ないことはするもんじゃない。いい訳が用意できないのは他人のことを考えていない証拠だからね」

「他人のこと、考えてらっしゃるんですか？」

「うん、対等に生き残れるようにね」

「先ほどのお客様にもそうでしたか？」

「次が恐こわい相手だよ。何せ、刃物で争っている訳じゃないからね。潰つぶさない限り何度でも立ち上がってくる」

　そんなに歳としの離はなれていない二人だった。

　同世代なのに、どうしてこんなに違う考え方が育つのか、見下ろす立場の方は呆あきれてしまう。

「姫様は貴方とテン・フオウをご理解しようと努めています」

「うん」

　困った顔でトエルは俯うつむいて、それでも、この男は笑った。

「たまに、あの目が恐くなるよ。不ふ思し議ぎそうに僕らを見上げるあの目が、たまに、恐くなる。先へ進むことよりもね」

「貴方方は似た者同士です。知りたいことがあれば知ろうとします。十年でも二十年でもそうでしょう。子供の頃ころの恐い物見たさが忘れられずに、いつまでもその調ちよう子しで進む」

「だって、知りたいだろう？」

「加か減げんを知りなさい。長生きするコツですよ」

「問いを得ると書いてトエル。それが僕の名だ」

　開き直るその顔が、許せないという顔で見られたから、トエルは身を退ひいて逃げた。

「殴りません。私は貴方と違って大人おとなです」

　許してあげますと口調で言われ、左さ大だい臣じんの地位にある男は姿勢を正した。

「ところで、あちらの名前はどうなのです？　天空の意ですか？」

「まさか」

　トエル・タウは心から屈くつ託たく無く笑った。

「あれは小動物の貂てんだよ」







「天に不滅な王と書いてテン・フオウ。それが俺おれ様だよ」

　不ふ穏おんな名前だと周囲が呆あきれるが、本人はあまり気にしなかった。

　馬上で槍やりを立てて、テン・フオウは空を見上げた。

　薄うすい筋雲が長く伸びる青空は遥はるか山々の向こうまで続く。

「やっぱ、広過ぎるか」

　真ま面じ目めな顔で悩む将軍には百三十騎きの騎兵が続く。

　槍は少なく、八割ほどの兵は弓で武装した軽騎兵の群れ。

　軍装は艶あでやかで、掲げる旗も真新しく、その行軍を陽光の下もとに晒さらす七なな宮みやカセン軍。

　ツヅミ北部、北東から北西に弧こを描く進路は、伸び始めた草地の中に見え隠れする古い街道をなぞったものだった。

　街道に人ひと気けはなく、赤土の道は荒れるままで、左右からの茅かやや葦あしに埋もれ掛けていた。

「ここも開発すればいいだろうが、なんで草に埋もれている？」

「はて、どうしてでしょうか」

　頼りない副官の言葉に、テン・フオウは子供みたいな顔で流し目をする。

「ツヅミが一いち宮みやや二にの宮みやと距きよ離りを取りたかったんだよ。あそこは戦わないで独立独歩の地位が欲しかったのさ。ツヅミはシンセン無しで成り立つと無言で証明してたんだ」

　わざと街道を廃すたれさせ、中央との行き来を減らす方策。

「ああ、なるほど」

　得とく心しんしたという副官に、周りの者もなるほどと頷うなずく。

　テンはつまらないという顔で、そんな部下達を見回した。

「お前ら、正直過ぎだって。もっと俺が噓うそつきやすいよう生きろよ。俺は仕事以外、本当のことなんて何も言いたくないんだからさ」

「はあ、しかし、我われ々われは将軍を信頼しております」

「だあっ、大人おとなってのはもっと疑い深くいろよ」

　駄だ々だをこねる子供のようなことを口にして、東とう征せい将軍の名を持つ男は正面に向き直る。

　遠く蹄ひづめの音を立てる軍馬が二頭。

　見る見るうちに近づいてくる。

　先行させていた斥せつ候こう隊たいの者達だった。

　帰き還かんする大国の動きを探り、東征将軍の本隊にそれを知らせる。

「未いまだ一宮も二宮も動きが見えません。二つ山向こうで野営するようです」

　報告にテンは眉まゆをひそめる。

「まだ日暮れには早い。こんなところで休む理由があるまい」

「一宮の姫が慣なれぬ地でお身体からだが優すぐれぬのではないでしょうか？」

　副官がありそうな話だと口にしてみるが、その上官は首を振る。

「いや、あの姫はそうそう弱みは見せん性格だろう。ましてや、宿しゆく敵てきである二宮軍が近い」

「では、二にの宮みやや我われ々われを挑発しているのでしょうか？　手出しさせようとしているのではありませぬか」

「普通ならそうだ。だが、ツヅミ周辺であれだけ粘ねばって、まだ挑発か？　おそらく、何か別の理由がある。たとえば、俺おれはここに引きつけて……」

　ふっと、テン・フオウは表情を無くした。

「ああ、それか」

　気がついたと声を出して、それから周囲を見渡す。

　若い将校が多かった。実戦経けい験けんが少ない者を今回は多く連れていた。

「ちっ、ここを任せられる手て頃ごろな奴やつがいねえ」

「何があったのですか？」

「多た分ぶん、一いち宮みやの別働隊がツヅミに潜もぐり込んでいるぞ。邪じや魔まな俺をここまで引きずり釘くぎ付づけにしておくのが奴らの狙ねらいだ」

　その言葉に、居並ぶ将校達の間で動揺が走る。

「また要人襲しゆう撃げきでありますか？」

「昨年のツヅミによるカセンへの攻撃のように」

　その動揺が彼らの操あやつる騎き馬ばにも伝わり、嘶いななきがあちこちで上がる。

　馬という生き物は素直に反応するから、それが次々と他ほかの馬にも伝染していく。

「退ひくぞ。ここは捨てる」

　一宮と二宮がどう動こうと、この場はどうでもいい。急げば夕暮れにはツヅミ都市部に戻れる距きよ離りだった。

　馬首を返すテン・フオウは、後方の部下達に帰き還かんの指示として槍やりを掲げ頭上で振り回す。

　日ひ頃ごろの訓練から、すぐに全軍に指示は伝達されていく。

　だが撤てつ退たいを始めて、すぐ異変があった。

　百を超える騎兵の列、その向こうに見知らぬ一軍が見え始めた。

　後方に広がる街道、草むらから多くの旗が揚がる。

　一宮シンセンの旗、そして、四しの宮みやツヅミの旗。

　大書がされた幟のぼりも見えた。

　後方にありながら、一ひと際きわ目のいいテン・フオウだけが、その字を読み取る。

「天てん誅ちゆうか、天ってのは都合のいい言葉だな」

　草むらから揚がる旗はた指さし物もの、そして、現れる軍勢はあまり統一性がなかった。

　数は二百前後。歩兵ばかり思い思いの軍装で、動きもばらけている。

　黒こつ騎き団だん本隊ではない。一宮派と旧四宮派、それらが寄り集まった地方豪ごう族ぞくだろう。

「弓で牽けん制せいし突破する。相手にするな」

　テン・フオウは将軍として素す早ばやく判断し指示を出す。

「奴やつらの狙ねらいは乱戦に持ち込み、おそらくは我われらを監かん視ししている一いち宮みやの軍が加勢に来る状況を用意することだ。我らの殲せん滅めつではない」

　そのはずだった。

　寄せ集めの衆がまともに騎き兵へい集団と戦えるはずはなかった。

　一宮が戻ってくる状況を作り出し、ツヅミへの新たな流れを用意する。そんなところだろう。

　ただ、これが彼らの自主的な行為なのか、一宮黒こつ騎き団だん側の策略なのか、そこまでは分からない。前者ならばそれほど問題がないが、後者なら黒騎団が挟はさみ撃うちに動いてくる可能性が高い。

「まずいか、油断した」

　敵軍が馬を脅おどす鳴り物を鳴らし、鬨ときの声を上げ向かってくるのに、その呟つぶやきはかき消された。







「だからさ、逃げ出したのよ」

　絵え描かきの若者は黒炭の破片を素手で摑つかみ、白しろ壁かべに突き立てた。

　すうっと、意外なほど滑なめらかな線せんが引けた。

「東とう征せいって人使い荒いのよ。気に入られたらそれでおしまい。もう使いっ走りよ」

　線を引く手が、やけに軽やかなのは手て慣なれているからだろう。

　筆と絵の具に恵まれていない時は、誰だれだって手に入る素朴なものを利用している。そうやって、たいていの人間は好きなことを磨みがいていく。

　機き嫌げんよさそうに、炭で引かれた線画を続ける絵描きは、返事が無くても好き勝手喋しやべり続ける。

「その点、姫ひめ様のところはよかったな。たまに叩たたかれたけど、姫様は大人おとなだもん。無理なことは言わないし、嫌いやなことも我が慢まんしてくれるし、何より足がいいよね」

「最後のは何かね？」

「足首だよ、足首。いいよ、あれ。引ひき締しまっていてさ、こんな感じ」

　描きかけていた線画を放り出し、白壁の余白に艶なまめかしい線を一筆書き。

「君はそんな局所に凝こるのかね？」

「いやいや、鎖さ骨こつもいいよ、首筋から肩の線も大好き」

「どうして、もう少し分かりやすい箇所に目がいかないのかね？」

「だって、分かりやすいところは、もう分かっちゃったから面おも白しろくないでしょう？」

　絵描きの若者は気楽に線画へ舞まい戻る。

　しばらく、鼻歌交じりに手を動かしてから、そのままの姿勢で

「ねえ、旦だん那な。姫様さ、無事に真まっ直すぐ帰れるかな」

　背後に立つ者に問いかけてみる。

「君が心配しても始まるまい。我々はツヅミに残る役割にある」

「まあ、そうなんだけどね」

　白しろ壁かべには墨すみ色いろの線せんで図画が浮かび上がり始めていた。

　竹ちく林りんが風に揺れる静かな光景。

　比較的、寒い時期が長い東とう和わでは、北に行けば行く程見られなくなる竹の林。

　自然と、こんな絵は三さん宮みやナツメ都市の象しよう徴ちよう的てきな絵となりやすい。

「あんまり、向こうに雇やとわれているの言わない方がいいか」

　ツヅミには複雑な感情が渦うず巻まいている。

　厄やつ介かいな輩やからに睨にらまれては大変だと、この若者なりに思うことがある。

　だから、一通り竹林を書くのに満足したら、おもむろに別の白壁に移る。

　ナツメに肩入れし過ぎないよう、何か別の絵を描かこうとして、何を描いていいか、ちょっと悩む。

「なんか、描いて欲しいものない？」

　振り返ることなく、気楽な声を背後に向ける。

「好きにしたまえ」

　一番、どうにもならない返答が来たから、絵描きの手はしばらく止まる。

　だが、結局は気の向くままに、その手が線を引き始める。

「んじゃあさ、旦だん那なを描くよ、桐きりの葉が生い茂る夏の木立をさ」

　背後で、気け配はいが笑ったようだった。







　歩いて歩いて、ふらふらと歩いてきた。

　ヒカゲさんと二人で歩いて過ごすのは楽しかった。

　常磐ときわ色いろの姫ひめと空から澄すみ姫が眺めた光景を遡さかのぼるように、その水路沿いの通りを歩いてみれば、上からは見えなかったことがいっぱい見えた。

　行き交う人々の表情は色々で、その姿も多種多様だった。

　歓かん声せいしか聞こえなかったツヅミ入りと違い、歩いてみれば七なな宮みやや三宮に対する誹ひ謗ぼうも聞こえてきた。

　知らない地名があちこちにあった。

　異国の人とすれ違った。

　見知らぬ品が並ぶ商家の前を通った。

　荷揚げされる魚の匂においを嗅かいだ。

　油屋さんの前に並ぶ行列、建たて具ぐ屋やさんでの切り出された材木の匂い、見上げた桜の余よ花か、争う人々の騒さわぎ、辻つじの向こうに過ぎていった葬そう列れつ、歩いていたら色々なことが見えた。

　でも、見えなかったこともあった。

　見えないから、訊ききたくなる。

「ここは綺き麗れいな街だね」

　ヒカゲさんは返事をくれない。

　でも、聞いている顔をしてくれる。

　それだけで嬉うれしい。

「綺麗でね、綺麗だから、何だか恐こわくなる」

　七なな宮みやカセンは急に大きくなったから家々の建ち方、道の造りも不ふ揃ぞろいでばらばらな感じがする。綺麗な水路に沿って形作られたツヅミの街はそんなことがない。

　四方に延びる水路に沿った大通り、水路も通りも多く分かれて、そこにまたそろった家々が立ち並ぶ。その様よう式しきはまるで異国みたいで、何十年もかけて作り続けられた色と匂においがする。

「恐いから、ここがやることも少し分かる気がする。恐いから戦いたくなかったんだと思う」

　そんな気がした。

　ヒカゲさんは黙だまって聞いてくれる。

　たまに私が話しかけて、たまに頷うなずきが返ってくる。そんな道行きが何か懐なつかしい。

　あの夏に、二人で七宮カセンを歩いた時みたいで、あの時と変わらない気がして嬉しい。

　でも、きっと何か違うのだろうと思う。

　違う何かは歩く道だけじゃなくて、私の中だろうか。

　違うけど、でも大きく違わない。そんな気もする。

　そんなことを思いながら、ふらふらと歩く。

　水路から外はずれ、乾いた更さら地ちに出て、無造作に草花が伸びる寂さびれた通りを進む。

　足あし下もとの土が硬い。この辺は水はけがよ過ぎる土ど壌じようのようで、あまり草木が見えない乾いた光景が続く。

　やがて、正面に行き止まりが見えた。

　街の南側、その端に遠くからも見えた大きな壁かべ。

　日に焼けた色の石材が高く積つまれた石の城じよう壁へき。

　ツヅミに来た時から見てみたくて、ようやく辿たどり着いたその光景に、ちょっと気持ちが高ぶる。

　東とう和わで唯一、城じよう塞さい都市と呼ばれたツヅミ。その城壁が目の前にそびえ立った。

「うわぁ」

　つい声を上げる。

　お屋や敷しきのように高い石壁は切り出した精せい緻ちな石灰岩で、七宮のお城の石垣とはまるで違った。

　均等に切り出された箱形の石材は隙すき間ま無く固められ、雪山の雪崩なだれにも春先の激げき流りゆうにも揺るぎなく立ち続ける気がした。

　元々、大河の氾はん濫らんに備えて作られたのだから、人の手では崩すことが出来ないだろう頑がん強きようさが、私に声を上げて見上げさせる。

「すごいね、すごいね。百年でも残りそうだね」

　ヒカゲさんは頷うなずいてくれるけど返事はない。

　仕方ないなと諦あきらめて、小走りに城じよう壁へきに寄ってみた。

　あたりには観かん光こうらしい人が少しいて、その人達の間を抜けて、城壁に辿たどり着き、右手を伸ばしてみた。

　ざらっとした硬さ。表面は粗あらく感じるざらつきで、押してもびくともしない。体重を乗せて押しても、何だか押した身体からだが跳はね返される感じ。

　砂じや利りっぽい土の上で履はき物ものが滑すべる感触。

「無理、動かないよ」

　すごい頑がん丈じようさが嬉うれしくて笑っちゃった。

　人って、お城以外にもこんな物を作れるのかと思うと、何だか嬉しくなってしまう。

「でも、役に立たなかった」

　ヒカゲさんが城壁の合わせ目を覗のぞく私に声をかける。

「街全体を囲んでいる訳わけじゃないから、城壁の無い辺あたりから七なな宮みや軍ぐんに攻められた」

　特定の方向と低地を護まもった城壁は、幾つかの進入経路を防ぐ以外には意味がなかった。

　洪水対策にはよかったかも知れない。だけど、人と人の争いにはあまり向いていなかった。

「それでも、すごいね。こんなの普通作れないよ」

　何千人の人がこれを作ったのだろう。日数は千日ぐらいかかったのだろうか。

　そんなことを考えると途方もないと思う。

　異国にはこれよりすごい物があるかも知れないけど、私は目の前のこれだけで圧倒されてしまう。よく、こんなすごい物を作る都市とカセンは戦ったものだと、今いま更さらながら驚おどろいてしまう。

「ちょっと、あっちまで見てみよう」

　疎まばらに近きん隣りんの人と旅装の人が見える城壁を右手側に歩いてみる。

　果ては見える。

　遠くに丘となる起伏が見えて、その手前で城壁も徐じよ々じよに低くなって、半分崩れた様よう子すを見せていた。

　その崩れた辺り、乱雑に石いし壁かべが積つまれた場所を見たくなった。

　それで歩いていると、通り過ぎていく人々の声が切れ切れに聞こえた。

「ツヅミはもう終わりだよ。七宮なんかに負けて、今度は護られてさあ」

　年配の方の声。

「七宮を上手うまく追い返してからが勝負だよ。真しん姫ひめ様が、きっと私んらを助けにきてくれる」

　おばさんの声。

「それより、ナツメだよ。七宮とつるみやがって」

「負けたのは琥こ珀はく姫ひめを利用した府ふ中ちゆうだ。俺おれ達じゃない」

　お若い方々の声。

　街まち外はずれだからだろうか、市中では聞こえにくかった人々の声が、ここでは当たり前のように耳に入ってくる。

　恐こわい声もあったけど、知らない顔をして歩いていく。

　そんな私の後ろを、ヒカゲさんが何も聞こえていないようについてくる。

　誰だれにだって考えがある。言いたいことは人それぞれだ。

　善よいことも悪いことも、いつだってどこにでもある。

　だから、ただ聞いておく。それから、いつものように長く考える。

　カラカラさんの時も、空から澄すみ姫の時も、いつも私はそんな風にしている。

　誰かに訊きかれた時、何かが答えられるように、いつものように頭の中に入れておく。積つみ重ねて積み重ねて覚えていて考える。

　そうしていると、そのうち何か分かる気がした。

　たまに、それが出来るとすごく嬉うれしい。

　他ほかの人もそう思っていると思う。そうだと、世の中は綺き麗れいだと思う。

　今まで生きてきた感じ、どうも違うかと思うけれど。

　そうしているうちに、いつの間にか随ずい分ぶんと歩いていた。

　走ればすぐのところに、崩れた城じよう壁へきの石材が散乱していた。それに交じって、白しろ壁かべの破片が転がっていた。

　明らかに城壁とは違う、家屋に使われるような漆しつ喰くいの壁が、野ざらしで山積みになっていた。

「何だろう？」

　振り返ってヒカゲさんに訊いてみても、知らないと首を振られる。

　よく分からないまま歩いて行くと、人の声がした。

　ここからは見えないけれど丘の向こうで、誰かが話し込んでいる。

　微かすかに届くのが明るい声に聞こえたから、怖がらないで丘の斜面に足を進めた。

「だからさあ、借金なんてのは」

　足が止まった。

　唐とう突とつに、聞き覚えのある声がしたから、頭の中が熱あつくなる。

「踏み倒すためには曖あい昧まいなのが一番だよ」

　甲かん高だかく続いた声に

「曖昧で済まなければどうかね」

　問う声にも覚えがあった。

　だから、考えるより早く足を進めた。

　丘を上がって、その向こう側が目に入る。

　瓦が礫れきが転がっていた。

　なだらかに広がる乾いた斜面。

　荒れ地に強い草がそこかしこに伸びる中、地面に半分埋もれ崩れかけた白しろ壁かべに、手を伸ばす細い後ろ姿。手には黒炭の破片、足あし下もとに竹たけ駕か籠ごで、石材の上に腰掛けている。

　それから、その隣となりに長身の姿があった。

　私達の歩く音に気がついていたのだろう、その人はこちらを振り返った。

　鶸ひわ色いろの羽は織おり姿すがた。

　いつか見た時は冬の樹じゆ氷ひようのように見えた外がい套とうはなく、ただ静かに佇たたずむ桐きりの大木のように、その人は立っていた。

　いつか見た光景。

　あの冬の、今はもう無くなってしまった工こう芸げい館かんで見た光景。

　まるで、最初からやり直しているように、私の前にそんな光景があった。

「頭を下げて泣きついて助けてもらうんだよ。誇りばかり高くても駄だ目めじゃん」

　細い方の背はそのままで、話し続けながら器用に手が動いている。

「誇りを失えば生きて行けぬ者もいるだろう」

　私達に視し線せんを向けたまま、長身の方が話を続ける。

「金を借りた時点で誇りは質しちに入れたんだよ。誇りを取り戻したかったら、まずは金を返してからが筋すじってもんじゃん」

　それで、話は一段落したのだろう。

　長身の方が、キリハさんが、私とヒカゲさんに懐なつかしそうな表情を作った。

「エヅ画伯、懐かしい客人だ」

　傍かたわらへの声。

「あん？」

　その呼びかけに振り返って、絵え描かきさんが私を見た。

「おうおう、カラカラの嬢じようちゃんと灰はい色いろ兄ちゃん」

　すごく楽しそうに、絵描きさんが笑え顔がおをくれた。

　胸がいっぱいになりそうになった。







「トエル・タウ、奴やつの仕し業わざか」

　四方水路を小舟で行くハルセは苦く悶もんする。

「こちらが願ねがうより早く、常磐ときわ姫ひめを動かして双ふた子ご宮との同どう盟めいを画策する。我わがサイ家を無視して、クラセとマキセの二に葉ように亀き裂れつを与える気か」

　あるいは、常磐姫の独断か。

　だが、一いつ昨さく日じつ、会見したシドウ将軍は五いつ宮みや六むつ宮みやへの態度を保留していた。常磐姫の実質的な後見人である実力者が簡かん単たんに動くとも思えなかった。

「三さん宮みやは突然に動いたのかも知れません。突発的な動きが七なな宮みやや我われらに対して優ゆう位いになる一手と。常磐ときわ姫ひめは他国の意見を嫌う方です」

　部下の言葉に、ハルセは頷うなずく。

「かも知れん。あの姫は私の進言も望んでいなかった。七宮との申し合わせも拒まれるはずだ。ならば、自らの意志で両姫ひ殿でん下かにお会いしたいと願ねがったか」

「ですが、それも我らの根回しの成果です」

　そのはずだった。そうでなくても、そうであると世間には見せられる面があった。

　いずれにしろ、街の封ふう鎖さもあり、ここからすぐに追いつく距きよ離りではなかった。

「私がすべきは、このツヅミに根を張ることか。七宮のトエルに負けぬよう、私がここに来たことを次に繫つなげなければならない」

　帰き還かんが遅れるのが仕方ないならば、せめて、仕事を一つでも多くこなしておきたかった。

「お会いしておくべき方はまだいる。七なな葉ようツヅミ派の豪ごう商しよう、それに三宮の要人、七宮の府ふ中ちゆう組、真しん都とや一いち宮みや派とも挨あい拶さつぐらいはしておく」

　そう告げてから、ハルセは深呼吸した。

「俺おれは焦あせっているか？」

　私と己おのれを呼ぶ男が、意い識しきして俺と口にした。

　年相応の顔を一いつ瞬しゆん見せるが、周囲の答えは待たずに自分を取り戻す。

「気を取られ過ぎているのか、あの男に」

　心の中に、小柄で底の知れない男の顔が離はなれないでいる。

「トエル・タウ。あの男は自由に生きている。それが私は許せんのだな」

　自らに問いただす口く調ちよう。

「弟達と、親しん族ぞくと争って、血族のしがらみを背負うから、あれが持たない荷物を担かつぐから、あの身軽さが許せないのだろう」

　テン・フオウにも、そんな思いを抱いていた。軍人は関係のない立場の人間だと思えたから、そちらは気にならなかった。だが、今日きよう、出会った男は同じ世界の住人だろう。

　そう思えば、ひどく気になるが

「それでも違う。私は違う立場の人間だ」

　人に惑まどわされぬよう自じ戒かいする。

「若わかは強くなっております。田舎いなかの成り上がり者よりも、名家を受け継いで生きる者の方が遥はるかに困こん難なんと向き合うのが世の常。世間を知る者ならば誰だれもが察しましょう」

「そう言ってくれると気持ちが助かる」

　部下の言葉に表情を和やわらげ、ハルセは小舟の中で身を横たえた。

　水路を行く小舟から、左右に広がる通りとそこに行き交う人々に目を向ける。

　冷たい水の流れ、空気の湿った匂におい、冷気のある水音が気持ちを落ち着かせたのだろう。

　今まで気がつかなかったことに気がつく。

「なるほど、馬不足か」

「はっ？」

　主あるじの不意な呟つぶやきに、身近な部下が怪け訝げんな顔をする。

「あの人力車、馬不足をごまかすのが目的だ。おそらく、テン・フオウが軍に接収した影えい響きようだろう」

　街の中で、滅めつ多たに馬車の類たぐいを見なかったと、気がつけば簡かん単たんなことだった。東とう征せい将軍麾き下かの騎き馬ば隊たい、考えてみれば短い間でかなりの増大があったのだ。

「冷静になれば、どこの事情も見える。父上の教えはその通りなのだな」

　それで、落ち着きが戻った。

　ハルセ・サイは小舟の中、速い流れの音を静かに聞いた。

　この街に来て、初めて安らげた気がした。







　ご挨あい拶さつが終わると、絵え描かきのエヅさんは次の白しろ壁かべに移る。

　それで、私達の前には、黒炭の角を使った黒い線せんだけで描かれた大たい樹じゆが現れる。

　真まっ直すぐに伸びて、枝葉を広げた桐きりだった。

　枝に宿る葉の多さから、多た分ぶん、これから先の季節を描いたのだろう。

「旦だん那なの名前にちなんで、俺おれからのお祝いよ」

　次は何を描こうか、手て頃ごろな白壁を前にして絵描きさんは悩む顔をした。

「お祝いですか？」

「ツヅミ赴ふ任にんだってさ、三さん宮みやの偉い将軍からここを任されたんだよ」

　驚おどろく。

　そんな話は聞いていない。七なな宮みやも三宮も名のある将軍は残さないと聞いていた。

「私はツヅミ縁えにしの者として、臨りん時じの役には手頃だったようだ」

　キリハさんが誰だれも見ないで、遠くの城じよう壁へきを見て告げた。

　三宮ナツメ出身ではないから、三宮側の名のある将軍ではない。もし他国から批判されれば、あちらはそう返事をするのだろう。

「絵描きさんはツヅミにいたんですね」

　キリハさんが三宮ナツメ側に雇やとわれ、こうしてツヅミへ来たのは知っていた。だけど、絵描きさんまでここにいるとは知らなかった。

「あ、あん、色々あってね。あっちこっちうろついていたら、結局、ここに戻ってきてさあ、そしたら、お懐なつかしの旦那と顔合わせよ」

　工こう芸げい館かんを燃もやされたことは気にしていないのか、絵え描かきさんは明るい。

　キリハさんは静かに立って、私と、私の隣となりに立つ人を眺めていた。

　ヒカゲさんは何も言わない。

　ただ、いつでも動けるように、私より半歩前に立っている。

　私から見える羽は織おりの背には、音切りと呼ばれる小刀が隠されている。かつて、この方の長ちよう刀とうと激はげしく斬きり合った東とう方ほうの名刀。

　争う気はないと、キリハさんとヒカゲさんは距きよ離りを取って、あまり近づこうとはしない。

　第一、キリハさんは、あの長刀を肩に担かついでいなかった。

　佇たたずむ立ち姿、杖つえ代わりに右手から地面へ伸びるのは赤みがかった木刀だった。

　武家の方が帯刀していない不ふ思し議ぎに、私が視し線せんを向けるとキリハさんは苦笑した。

「長刀は目立つ。それに、墓参りだ。刃にん傷じようは避けぬばならん」

　言われて気がつく。

　キリハさんの羽織。その袖そで止とめに、喪も章しようの黒帯が巻かれていた。それに、木刀の柄つかにも黒くろ紐ひもが封印の結びを作っている。

「ここ、そうなんですか」

　見渡す限りに、無造作な瓦が礫れきが転がる野原。

　春の陽ひ射ざしが緩ゆるむ午後。人ひと影かげも遠い街まち外はずれの景色に、お墓らしきものは見えない。点在する岩や瓦礫は、そう見ようとすれば見えたけれど、いい加か減げん過ぎる気がした。

「そこの城じよう壁へきは七なな宮みや側が崩し、この丘を越えて七宮軍は市内に入った。琥こ珀はく姫ひめを見限ったこのツヅミが陥落した最初の地がここだ」

　キリハさんが淡たん々たんと語ってくれる。

「ここに軍が集つどい、テン・フオウの突とつ撃げきとぶつかり合った。その時、ここで亡くなった将兵は多い。ツヅミ都市内で、唯一、流血らしい流血があったのがここだ」

　そう教えられても、そんな痕こん跡せきは見つけられなかった。崩れた城壁も、長い城壁の端が壊こわれて放置してあるだけで、激はげしい戦いの痕跡というより、災害で崩れたように見える。

「あれ、そうなの？」

　知らなかったと声を上げたのは絵描きさんだった。

「うわぁ、落書きしちゃったょ。もしかして、どっかで誰だれかに怒られる？」

　慌てて手を止める様よう子すに、キリハさんが気にする必要はないと首を振った。

「この散乱した瓦礫の山は、丘を中心にこの辺あたりを埋め立てる用意だ。ツヅミはここを無くすことで、戦火の爪つめ痕あとを少しでも消す算段だ」

　言われてみれば、この辺りは手を入れる気があまり無いのが見える気がした。多た分ぶん、この辺り全体が埋め立てて作られた土地だと思う。

「ここ、昔は湿地帯だった。川の水が流れ込んでいたから、でかい水路を造った後で、ここらを埋め立てた」

　ヒカゲさんが教えてくれた。きっと、何日かツヅミを歩いて調しらべてくれた情報。

「そうなんだ。そうだね、そうやって、この街は大きくなったんだね」

　そのうち、埋め立てられた土地が硬く馴な染じんだ頃ころ、この辺あたりにも家々や倉庫が建ち並ぶのだろう。何事もなかったように。

　そうやって、人の住む場所は広がってきた。

　山や森、林を切り開き、野原をかき分けて、土地に住む。

　それを繰くり返して繰り返して、こうやって都市が生まれ育ったのだと、以前、習学したことがある。

「ここ、多た分ぶん、二度と来られないんですね」

　燃もえてしまった工こう芸げい館かんのような建物だけでなく、こうした足あし下もとさえも変わってしまう。何だか、寂さびしい感じ。だけど、当たり前のような気もする変な気持ち。

「覚えられる限り覚えておきたまえ。無くなったものは戻らん」

　そう言って、キリハさんは、静かに私を見つめた。

「君は、どうしてここにいるのかね？」

「ツヅミを知らないから、世の中を知らないから歩いてみました。知らないことが恐こわかったから、ただ歩いてみました」

　正直に、そのまま答えた。

　他ほかにはそんなに何もなかった。

　知りたいことがあったから、自分で歩いてみた。それだけ。

「それで、君は私の行く先々に現れるのかね」

　いつかの夜のように、その名の通り桐きりの木のような長身が笑った。

「また、こうしてお会いできて嬉うれしいです」

「こうしていて、君の役目はいいのかね？」

　多分、深い意味のある問いに私は頷うなずく。

「何も知らないと、何も分からないうちに何かが終わっちゃいそうで恐いから、こうしていて人と会えたから、きっと、後で役に立つと思います」

「知らない方が楽なことも多い」

　そうだと思う。そうだと思うけど、それでも知りたい。

　小さい頃、手を伸ばした先。

　そこはまだ遠い気がして、それが悔しい気がするから。

「ねえねえ、難むずかしいの無しよ」

　何の話か分からないと、絵え描かきさんが絵を描きながら割って入った。

「なんか注文無い？　何でも描くよ」

　絵え描かきさんの変わらない様よう子すが、何だかすごく嬉うれしかった。







　崩れた城じよう壁へきを登ってみる。

　両手で抱えるくらいの大きさをした石組、その崩れた一角が、ちょうど階段みたいに積つみ重なっていて少し登れた。

　乾いた石の上、両手をちょっと広げて立てば、遠い景け色しきが見えた。

　城壁の中、大小様さま々ざまな建物が並び、柔らかい陽ひ射ざしを受けた街並み。

　それから、城壁の外、広々とした野原に丈たけが長くなった葦あしや茅かやの群生。その向こうに木々を湛たたえた樺かばの雑ぞう木き林ばやし、遠く霞かすむ山々に楢ならや杉の森。

　切り開かれた野原に、人々や車引きが往来する小さな影かげ。

　大人おとなの背丈の倍以上、そんな高さで見渡せば、見えなかったものが沢たく山さん見えた。

　何も口にしないで、ただ、そんな景色を見つめ、遠くを思う。

　陽射しは淡あわく温ぬくくて、だけど、時折に吹く風は少し冷たい。

　しばらく、そんなままでいたら、風で髪が大変なことになってきたから、地面に降りようかとすれば、ちょっと恐こわい高さだと気がついた。

　ヒカゲさんが私が落ちてこないか心配そうに見上げていた。

「ごめん、一人で降りられない」

　泣きつくと、迎えに登ってきてくれたから、すごく助かったりした。

　そうやって、城壁から降りようとして、ふと、街の方に目がいった。

　煙が上がっていた。

　キリハさん達も気がつく。

　一つ、街の一角で上がった煙が、二つ、三つとあちこちで増え始める。

　その白煙が上がるのは、大きな建物が並ぶところが多い気がした。

　火事ではないと思う。ほぼ同じ頃ころ合あいに、何カ所にも火の手が上がるのは不自然だった。

「うわあっ、やばいよ、あれ！」

　絵描きさんが声を上げてキリハさんを見ると、その背は既すでに街に向かって歩き始めていた。

「暴ぼう動どうだろう。ツヅミの古い派は閥ばつと新しい派閥がもめていた。それに、一いち宮みやと二にの宮みやの不ふ穏おんな輩やからが絡からめばな」

　振り返らない言葉に息を吞のむ。

　平和そうに見えた街が、不意に違う顔を見せる。それがよく分からなくて、私は声を出せなかった。

「旦だん那な、止めにいくの？」

　帯刀もせずに危険だと、絵描きさんが呼び止めるが、その歩みは止まらない。

「要よう請せいがあれば止める。ツヅミの自じ治ちを認めた以上、三さん宮みやも七なな宮みやも多くは動けん。今いま頃ごろ、持ち場から迎えが出ているはずだ。とりあえず合流する」

　去って行く背中が止まった。

「君は空そら姫ひめのお側そば付き見習いだったな」

　いつかと同じ問いは、私に向けてだった。

「はい、そうなってます」

　だから、いつかと同じように答えた。

「七宮は三宮と長く同どう盟めいする気なのかな」

「そうだと思います。常磐ときわ姫と空から澄すみ姫は仲よく出来ると思ってます」

　もう、あちらとは戦いたくない。たとえ、それなりに理由があっても、きっと、その争いは何にもならないと思う。

「では、私が東とう征せい将軍と戦おうとすれば、三宮からどこかへ鞍くら替がえしなければならないか」

　ぞくっとする言葉。

　絵え描かきさんまで声を無くす。

　返事が出来ずにいると、キリハさんは肩を上下させ息をついた。

「冗じよう談だんだ。それに、元来、私は同盟というものを信用していない。どのような関係だろうとな」

　また歩き出す長身。

　暮れ始めてきたのか、その影かげが思いの外ほか、地面に長く濃こく伸びる。

「気をつけて帰りたまえ。火か薬やくが使われるかも知れん。あの街では大きな建物には近寄らないことだ」

「キリハさんも、どうかお気をつけて」

　私はそう言ってから、付け足したい言葉を慌てて発する。

「出来たら、またお会い出来たら、お話が聞けたら嬉うれしいです」

　返事代わりに、木刀を持った腕が小さく上げられた。

　その背をみんなで見送って、私達はしばらくその場に立ったままだった。

　そのうち、絵描きさんが手足を投げ出して、その場に座り込む。

「僕ら、少し時間を潰つぶしてから街に戻った方がいいよ。もめ事に巻き込まれると嫌いやだからね」

　言われたことはそうなのだけれど、そうするわけにもいかない。

「あまり遅くなると、お家うちの人に怒られちゃうんです」

　夕方には帰りたいと思うと、そんなに長くここらにはいられない。夜に騒さわぎが起きた方が恐こわいとも思う。

「んじゃ、ちょっとしたら帰るか。楽そうな道、案内してやるよ」

　ふふんと、テン様みたいに胸を張る絵描きさん。お兄さん顔。

　その様よう子すで、この方にとっては、ここが地元なのだと思い出す。

　だから、訊きいてみたくなった。

「ツヅミは、以前に比べてどうでしょうか？」

　キリハさんにも訊きたかったのに、聞きそびれてしまったこと。絵え描かきさんはいつも明るいから気楽に訊けた。

「変わんないよ」

　早い返答。

　だけど、ちょっとだけ、この人にしては怒ったような声。

「変わんないんだよ、何でかさ、変わらない」

　絵描きのエヅさんは、困った顔で笑った。

「それがさ、何だか嫌いやなんだよね。俺おれ」







「一いち宮みや派はと真しん都と同どう盟めいが衝しよう突とつ？」

　ツヅミ仮かり府ふからの使者にトエル・タウは眉まゆをひそめた。

「翡ひ翠すい姫ひめが退しりぞいた原因が一宮による大たい師し暗殺だと、市中に噂うわさが広まりまして、熱あつくなった二にの宮みやの武装集団が抗こう議ぎ運動を起こしたらしいのです」

　使者は走ってきたのだろう、額ひたいに汗を搔かき、報告の間も息も荒い。

　トエルは執しつ務む室しつの客席に座る老人の方を見た。

「我わが方は一切関知しておりません。二宮が勝手な言いがかりをつけてきたと推測します」

　一宮シンセン都市。その地方官かん吏りである老人は首を振った。

「抗議運動が乱らん闘とうになったと見るべきですか」

　ツヅミ都市内部に一宮の正規軍は存在しない。同じように、二宮もそうだ。

　だが、市民の中から、自発的に集まった民兵組そ織しきはある。

　それぞれ、実働的な兵力は百から二百程度の規模だが、それを支持する一宮派、二宮真都同盟の市民は、それに十倍する。

　大きくなれば、自じ警けい団だん、府中の役人達で押さえられる規模ではなかった。

「ただちに、七なな宮みやに編へん入にゆうされた我が都市の兵員をお返しください。この暴ぼう動どうを止めるためには軍の力が必要です」

　ツヅミ仮府からの使者が頼み込んできた。

　だが、トエル・タウは返答に困こん窮きゆうした。

「自治を認めた直後に七宮が軍を動かすわけにはいきません。それに、私は軍を自在に動かせる立場ではないのです。将軍方の許可を得なければなりません」

　軍師とは将軍の参さん謀ぼう役やくであり、軍権を直接行使できない曖あい昧まいな地位だ。

　少なくとも、トエル・タウの本ほん職しよくが七宮姫の補佐たる左さ大だい臣じんである以上、相応の距きよ離りを取らなければならない。

　そうでなければ、世間の批判が今の倍に膨ふくれ上がるだろう。

　今、このツヅミにいる七なな宮みやの将軍はテン・フオウのみで、その一軍は撤てつ退たいする他勢力の監かん視しに出払っていた。すぐに戻ってこれる状態ではない。

「三さん宮みやナツメ側はどうなのです。あちらの方には傭よう兵へい将軍の異い名みようを誇るキリハ・ラサ殿どのがいる。実戦をよく知る方でしょう」

「要よう請せいはしていますが、動いてくれますかどうか」

「なるほど、動きにくい時期を狙ねらっての煽せん動どうですか」

　足並みを揃そろえにくい三宮と七宮、それにツヅミの仮かり府ふ。

　動けば横おう暴ぼうと言われ、動かなければ何もしなかったと非ひ難なんが起こる。

　そこを狙った衝しよう突とつだと考えれば見え隠れするものがあった。ここで連れん携けいに何かしらもめ事があれば、これからの同どう盟めい関係にひびが入る。一いち宮みやと二にの宮みやとしては、騒さわぎが大きくなっても損はないのだろう。

「我が方もツヅミ出身者で部隊を展開します」

　カセン側の兵は動かさないと、トエルは指示を出す。

「現地での指揮は三宮のキリハ・ラサ将軍にお任せします。元々、ツヅミのために戦われた方、地理に詳しいと考えます」

　ここは七宮側が折れておく。三宮ナツメ側に協力した形で、七宮カセン軍、トエル・タウ軍師が直接的に動いたわけではないとしておく。

　三宮ナツメ側としては、七宮カセンから、このツヅミを解放した立場を印象づける好こう機きとなるはずだった。あちらに益えきが多いはずだった。

　頭を下げて礼を言い、退室する使者。

　残されたトエルは、午後からの会見相手に向き直る。

「ご心配ではありませんか、一宮支持の方々の安否が」

「当然、彼らが不当に傷つけられたなら、我が方は相応の対応を取らせて頂きます」

　老人の言葉に、トエルはこの男らしい顔をした。

「大たい師し暗殺の噂うわさ、あまりに早くツヅミに流れた。これは誰だれかの作為と受け取られても仕方ありませんな」

「そうですな。まだ一部の者しか知らない情報です。それによる二宮姫の撤てつ退たいすら、まだ知らぬ者が多いのですからな」

　得をする者は誰か、そして、得をする者がそのまま単純に作為の主ぬしか。

「この件は、一宮側のご提案に影えい響きようを与えますか？」

「適切に処置されれば問題はないでしょう。ですが、今回はここまでにしましょうか。私も知人の安否を考えなければなりません」

　立ち上がる老人は、自分の半分も生きていない若者に眼まな差ざしを向ける。

「我われ々われの提案、ご考こう慮りよください。東とう和わ再さい編へんのため、この地方を我々は重要視しております」

　若い左さ大だい臣じんは、その眼差しに笑えみを浮かべる。

「一いち宮みやシンセンによるツヅミ直接統治。そのご提案は忘れません」







「馬ば鹿か馬ば鹿かしい、なぜ、こんな目に」

　暴ぼう動どうの喧けん噪そうに、ハルセの嘆なげきはかき消された。

　水路の小舟から陸に上がることも出来ず、樽たるを抱えた運うん搬ぱん船せんの陰に彼と部下達はいた。

　水路を挟む二つの大通りに百を超える人々が溢あふれ、角材を持って殴り合っていた。

　七なな宮みやカセンによる武器の接収が、一部の者を除き刀や槍やりの所持を押さえているから、人々は手に手にあり合わせの武器を持ち寄っていた。

　素手で殴り合う者も多い。

「刃物はもう少し用意できるだろう。包丁なり何なり」

「おそらく、刑罰が軽くなるよう鉄器は使わないようにしています」

　たいてい、どこの刑法でも明らかな武具の使用には厳げん罰ばつがある。

「捕まるのは覚悟の上だが、殺意はなかったと言いい訳わけが出来るようにか」

　血と怒ど声せいが飛び交うが、それでも、乱らん闘とうの枠わくに収めようとしている二つの勢力。

「手て慣なれたやり方だ。だが、これは過か激げきではないか」

　特に二にの宮みや真しん都と同どう盟めいの方は興こう奮ふんが激はげしく、死傷者が出ても構わない勢いで角材を振り回す者が多かった。対抗する一宮側も、だんだんと過激になっていく。

「大たい師し暗殺がどうとか、一宮が二宮を潰つぶすために強硬手段に出たとか喚わめいてますが」

　そうした叫びはハルセの耳にも届いているが、特権的な情報網を有すハルセでさえ真しん偽ぎがよく分からない話だ。

　周辺、一宮支持派の建物が幾つか燃もえ、白煙を上げている。

　焼き討ちだろうか、争乱での失火か。そのうち、通りの向こうで別の火が上がるのは、一宮派から二宮派への報復行為なのだろうか。

　少し前まで穏おだやかだった街が、今では激しい混乱の中にある。

　だが、他ほかの市民の姿はあまり見えない。家々に引きこもり、あるいは都市の外周付近まで避ひ難なんして、この騒そう動どうから逃れているらしい。

「争いは何も生まん。クラセやマキセではこんな真似まねはさせん」

　ハルセは嫌けん悪お感かんを持って吐き捨て、争う人々の姿を見つめた。

　そうしていると、ふと気になる人ひと影かげを見つけた。

　煙を上げる建物の向こう、高台の境けい内だい地ちに多くの人が逃げていた。色取り取りの人々の姿に交じり、やけに目立つ青あお紫むらさきの着物が見えた。

　ハルセが支える藤ふじ色いろの姫ひめ達に似た立ち姿。だが、藤色よりは冷たい色で、紫陽花あじさいの色だろうか。遠くて容姿は見えないが、少女らしい小柄な印象。

　傍かたわらに藍あい色いろの羽は織おり姿すがたな若者を置いて、喧けん噪そうの人々を見下ろしている。

　水路から見上げるハルセと、高台から見上げる見知らぬ女性。

　何か気になった。

　地元で待つ二人の姫達を思い出す色だからだろうか、その清せい楚そな色が目について離はなれない。

　顔もよく分からないのに、不ふ思し議ぎと気になる。

「ここに」

　視し線せんはそのままで、身近な部下にハルセは話しかける。

「もし、我われらの姫が来られていたら、ああして争いを見つめていただろうか」

　浅あさ黄ぎ姫と萌もえ葱ぎ姫。彼が敬愛し、護まもってきた少女達。

「両姫ひ殿でん下かは争いを好まれません。きっと、嘆なげかれ、仲介をなされます」

　部下の発言に、ハルセは頷うなずく。

「では、七なな宮みやの姫もそうだろうか。それとも、これはあの姫とその配下が望むことだろうか」

「宮姫ならば平和を望まれます。たとえ、他勢力の争いだろうと」

「そうだな。そのはずだ、あのように、冷たく争いを眺めることはあるまい」

　同意するが、ハルセはそのまま言葉を続ける。

「だが、あのように見下ろす厳きびしさが、ここからは必要かも知れん。私にも、我らの姫達にも」







「助ける？」

「一いち宮みやの姫は帰ったんです。彼らは私に何も期待していません」

　藍色の羽織の若者があくびをしながら問えば、紫陽花色の少女は早く答えた。

　境けい内だい地ちには逃げてきた周辺の人々が多く集まり、二人の側そばでも様さま々ざまな人間模も様ようを見せていた。

　若者の方が辺あたりを見れば、突然の異変に怯おびえる者と、怒りを訴える者が目立つが、囃はやし立てて騒そう動どうの拡大を望む者もいた。

「誰だれの仕し業わざ、この噂うわさを流したの？」

「さて、どこも怪しいですね」

　あまり犯人に興きよう味みはないと、長い黒髪の少女は見下ろす光景から瞳ひとみを動かさなかった。

　興味があるのは、この騒さわぎがツヅミの民意をどう動かすかだけだと、若者は解釈した顔をする。

「分からないよな、ツヅミの連中って」

「そうですか？　案外、こここそ東とう和わらしい国民性だとも思えます」

「中央よりも？」

「下手へたな誇りがありませんから、中身が見えやすい気がします」

「臆おく病びようでせこい中身？」

「慎重で素朴としておきましょうか」

　少女の方が笑って、帽子の鍔つばに手をやり、被かぶり直す仕し草ぐさをした。

「そちらで悪い言葉を使われますと、こちらが優やさしい言葉を口にしてしまいますね」

「ああ、いいんじゃねえの。たまにはさ、俺おれの方が悪者になってやるよ。本当はあんたの方が悪者だけどさ」

「余計な一言が多い方ですね。私、とても繊せん細さいなんですよ？」

「ああ、そうしておく？　そう言えば七なな宮みやのフオ・テンもあんたみたいなわがまま口にするんだってさ。嫌いやだねえ」

「あんなのと一いつ緒しよですか、それは困ります」

　軽口を叩たたいてから、少女の方が騒そう乱らんから目を離はなし、傍かたわらの青年に背を向ける。

　高台の境けい内だい地ち、そこに集まる人々の間に足を進める。

　若者の方もそれに続く。

「あの燈とう色いろの服、サイ家の特使？」

　何気ない若者の問いに、先を行く帽子が小さく動く。

「そうですね。ハルセさんだそうです。新たな同どう盟めいの枠わく組ぐみを望まれているようですが、こちらとしては困った話です」

「始末した方がいい？」

「懐かい柔じゆうしましょう。彼はトエル・タウを父の代からの宿敵としているようですから、対抗馬によいでしょう」

「何で？」

「父親と戦えなかったのが心残りなのでしょう。地位を受け継ぐだけでは、男子として胸に空白を感じても不ふ思し議ぎありません」

「ああ、真ま面じ目めなんだ、あいつ」

　好感を覚えたと若者が納得顔をするのを、流し目で少女が振り返る。

「彼、将来の私の花はな婿むこ候補らしいですよ」

「はあっ？」

「私が宮みや姫ひめを引退したら、サイ家の花はな嫁よめに欲しいと彼の親しん族ぞくが動いています」

　一いち宮みやの姫を迎え入れることで、五いつ宮みやと六むつ宮みやは中央との強い絆きずなを作る。元宮姫は貴族間との婚こん姻いんが慣かん習しゆうとして禁じられているから、商家への嫁入りはよくある話だった。

「もっとも、サイ家は一宮に敵意はないと見せるための牽けん制せい策さくでしょうがね。彼自身は、仕える双ふた子ご姫の方がお好きなようですし、地元を固める方が大切と考える性質と耳にします」

「そうだよな。あんたの婿むこ大変だぜ。いっそ、トエ・タウなんかどうよ？　揃そろって胡う散さん臭くささ爆ばく発はつで、すごそうじゃん」

「どうして、ご自身が立候補してくれないのか、私としては悲しいですね」

「俺おれ、辛つらい人生嫌いやだし」

「じゃあ、うちの影かげ姫ひめ貰もらってやりなさい。皆さん、貴方あなたのことお好きですよ」

「あいつら、お嬢じよう様ばっかで護まもってやるの大変そうで」

「ご職しよく業ぎようは騎き士しでしょう？」

「道を間違えた」

「あらあら」

　ざわめく人々の間を抜けて、楽しそうに少女が笑った。

　その足が、ふと止まる。

　若者が追いついて、その横に並んだ。

　境けい内だい地ちの人混みを抜けた先、下方へ延びる石段があった。

　騒そう動どうから避ひ難なんしてくる人々が溢あふれる小さな参道の下、見上げる子供の姿があった。

　不ふ思し議ぎそうに、言葉を忘れたように、二人を、いや、紫陽花あじさい色いろの少女を見上げる子供。

　見下ろす少女よりも、幾つか年下の少女だった。

　肩までの柔らかい髪に、古着らしい装しよう束ぞく。小柄な少女。

　その子が、大きな瞳ひとみで空を見上げるようにして、紫陽花色の服を着た少女を見上げている。

　その傍かたわらには、灰はい色いろの髪と、それと同じ色の羽は織おりをした少年が同じようにして立っている。

　若者は何も言わず、少年も何も語らず、見つめ合う二人の少女の好きにさせた。

　やがて、年上の、紫陽花色の少女が鍔つばの広いその帽子をゆっくりと手に取った。

　そっと、その帽子が胸元に寄せられて、微笑ほほえむ表情が誰だれからも見えるようになる。

「まあ、偶然ですね。こんなところでお会いできるなんて」

　石段の下、見上げる少女への呼びかけ。

「こんにちは、カラさん」

　下方への柔らかな声。

　言葉を無くしたように見上げていた少女が、ゆっくりと口を開いた。

「こんにちは、クロハさん」

[image: ]













　　　六節　夏への匂い







　ちっとも、偶然じゃないと思う。

　けれど、この人はこう口にする。それが、この人らしくて気持ちよかった。

　見上げた石段は二十段ほど、その先に、青と紫むらさきが交差した色の装しよう束ぞくで、脱いだばかりの帽子を胸に、小首を傾かしげる微笑ほほえみの仕し草ぐさ。

　綺き麗れいな黒髪は背後で束たばね、同じ色の瞳ひとみで階段下の私を見つめ、その人は佇たたずんでいた。

　いつか、出会った時のように、変わらない笑え顔がおを私は見上げていた。

　会うかと、そう訊きかれた戻り道。

　私の側そばにいてくれる人が、珍しく自分から問いかけてくれた。

　唐とう突とつで、主語のない問い。でも、分かった。

　この人がこの街にいると、灰はい色いろの少年がそれを見つけたと分かった。

　だから、すぐ頷うなずいた。

　そうして、灰色の背を追いかけて、人混みを抜けて、歩いていたらここに来た。

　それだけだった。

　途中、絵え描かきさんと人混みではぐれてしまった道は、ここでこの人に繫つながった。

「カラさん、二人になりませんか？」

　そう口にして、クロハさんが階段を降り始めた。

「えっ？」

「無ぶ粋すいでしょう？　荒っぽい殿との方がたを引き連れての散策」

　その言葉で、私はクロハさんの隣となりに立つ男の方に気がつく。

　困ったことに、私はクロハさんに夢中で周りが見えていなかったから、そこにお連れがいることに今まで気がつかなかった。

　クロハさんの隣、使い込み色あせた藍あい色いろの羽は織おりがよく似合う、均きん整せいの取れた体格の人がいた。

　絵描きさんとテン様の中間ぐらいの年とし頃ごろだろうか、それとも、もう少し年上か、気楽な様よう子すで私達や周囲を眺める男の人。

「この方、私の保ほ護ご者しやなんですが、そちらのヒカゲさんと折り合いが悪くて」

　クロハさんが階段の真ん中で立ち止まると

「その坊や、強いからね。俺おれ、苦にが手てなの」

　その隣で立ち止まる男の人。

　ちらりと、その人の腰の向こうに、鉈なたを差し込んだ革袋が見えた。

　ヒカゲさん同様、刃物を持った男の方。

「ヒカゲさん？」

　どうしようかと、私は側そばにいてくれる人に訊きいてみる。

「ヒカゲ」

「ええっと、ヒカゲ、どうしよう？」

　問い直す私が視し線せんを向けても、ヒカゲさんは男の人からもクロハさんからも視線を外はずさないで身動き一つしない。

「こいつ、黒くろ騎き士し。かなり強い」

　ぼそっと呟つぶやき。

「黒って、東とう和わで一番強い人達？」

　言われてみれば、テン様やキリハさんほどではないけれど、この人も長身と呼べる上うわ背ぜいを持ち、肩幅の広い引ひき締しまった身体からだをしている。

　ただの護ご衛えい役やくではないのだろう。

「うちは最強だよ。俺は別にそうじゃないけど」

　私達の会話を耳にして、騎士の称号を持つらしい人が声をかけてきた。

「噓うそですよ。この方、彼かの傭よう兵へい将軍や東とう征せい将軍と対等に戦える御ご仁じんです」

「噓だ。俺はやばい戦いはしない」

　クロハさんに口答えして、男の方は石段の隅すみへ足を向けた。

　真ん中ぐらいの段、階段脇わきの石いし灯どう籠ろうに背を預け、その場に座り込む。

「無む駄だな戦いはご免だ。ここは穏おん便びんにいこうぜ」

　その割に余裕のある様よう子す。戦い自体は嫌いじゃない。腕自体には自信がある。そんな感じ。

「あんたを護まもるのが俺おれの仕事だ」

　ヒカゲさんの方は私にそう告げて動かない。

　私に決めろと、多た分ぶん、そう言っている。

「クロハさん、お話しできますか？」

　黒髪の人に尋たずねれば、柔らかい眼まな差ざし。

「ええ、こちらこそお願ねがいします」

　クロハさんが一人、階段を降りてきて、私の目の前に来る。

　ヒカゲさんは、参道脇で腰を下ろし、その場で片かた膝ひざを抱えた。

　互いに刃やいばを持つ守しゆ護ご者しやを置いて、私達は向き合った。

　まるで、宮みや姫ひめ同士が出会う時、そのままのように。







　盾たてを砕くだき割る。剣けん戟げきを弾はじく。

　えぐり込まれた槍やりの一いち撃げきは激はげしく火花を散らし、血しぶきを伴った。

　大たい帝てい槍そう。

　その槍は、その名を与えた主人の力を忠実に実現する。

「見た顔だな、貴様」

　血にまみれ草むらに転がる武将へ、嘲ちよう笑しよう気味な声が降る。

　馬上から鼻先に突きつけられた槍を睨にらみつけ、敗残の将は傷ついた身体からだでさらなる抵抗をしようとする。

　流血の左手を振り上げ、その血で馬上の主ぬしの目つぶしを狙ねらう。

　馬を軽く御ぎよしてやり過ごし、槍の穂ほ先さきがその腕を薙ないだ。

「があっ！」

　二の腕に新たな鮮せん血けつを浮かべ、将は呻うめき苦しむ。

「確たしか、四しの宮みやツヅミの将軍格だったな」

　傷つき抵抗の手段を失った将に、冷れい徹てつなまでに淡たん々たんとした声が降る。

「おのれっ、外げ道どう将軍東とう征せいが！」

　恨みの声にも、馬上にある東征将軍テン・フオウは揺るぎない。

　その背後では兵馬の戦いが散発的に続いていたが、もはや、勝敗は明らかだった。

　草むらに隠れるよう、散開し囲んだ歩兵の一軍はよく戦った。騎き馬ばの東征将軍麾き下かに相応の損害を与え、かなりの足止めをした。

　だが、それだけだった。

　傭よう兵へい将軍麾き下かのラサ一門との戦いを想定し、対歩兵団の訓練を入念に行っていたテン・フオウの旗本は冷静に対応してみせた。

　そして、テン・フオウは相手指揮官の所在を早い段階で見つけ、得意の突とつ撃げきを行った。

　それで、終わった。

　指揮官とその旗本がこうして地に伏せば、残された兵は混乱のうちに陣形を失う。後は討たれるか逃亡するか。

　テンは殲せん滅めつより逃亡させる方を選んだ。

　時間がかかり過ぎるのを嫌ったからだ。

「将軍！　後方に騎き馬ばが迫ります。およそ、五十騎」

　テンへの報告は、一いち宮みや側に残しておいた物見兵からの早馬。

「危なかったな。もう少し手こずってたら挟きよう撃げきされるところだった」

　敗残の将から目を離はなさずに、テンは槍やりを退ひいた。

「貴様の策か、一宮との連携。俺おれを亡き者としてツヅミ回復を狙ねらう」

　東とう征せい将軍テン・フオウ。七なな宮みやカセンが最強の将。

　その打倒こそ、東とう和わ西部地帯の大局を動かすと誰だれもが言う。

「ふんっ、殺せ」

　答えるまでもないと、敗残の将は血の混じった唾つばを吐き捨てる。

「一宮の手先になっても意味はあるまい。奴やつらは貴様などどうでもいい。その証拠に、奴らはお前らが壊かい滅めつした頃ころ合あいを狙って駆けつけてきた」

　その言葉に、将の表情が曇くもった。

　その心の隙すきを、東征将軍は逃さない。

「どうせ、貴様らにツヅミ解放の口約束でもしていたのだろうが、奴らにそんな気はさらさら無い。お前らを捨すて駒ごまにして死なせておけば、約束もなかったことになる」

　ほぼ図ず星ぼしだと、顔色の変化がそう告げていた。

「一宮シンセンは我わがツヅミの保ほ護ごを約束された。儂わしらはそのために貴様を討つ手助けをした」

　その反はん論ろんに、テンは馬上の高みから薄うす笑わらう。

「そうかい？　うちの軍師の執しつ務む室しつにはツヅミ譲じよう渡との提案が来てるぞ。一宮シンセンにツヅミを明け渡せば、七なな宮みやカセンに独立自治権を許すとな」

「なっ？　そんな馬ば鹿かな！」

「中央なんて地方を馬鹿にしているんだよ。俺おれ達に潰つぶし合わせたり、反目させたり、そうやって弱ったとこから吸収する。よくある話じゃねえか」

「抜かせっ！　七なな宮みやよりは正統政府一いち宮みやの方が信用出来る！」

「おいおい、一宮から独立したくて七宮を併合しようとしたのが四しの宮みやツヅミだったろうが。負けたら鞍くら替がえかよ」

　あざ笑う言葉だが、反はん論ろん出来ずに将は苦く悶もんする。

「まっ、一宮と仲よく出来るならするんだな。俺おれ達はカセンに戻って、のんびりやっても別に構わん」

　敗残の将の命はどうでもいいと、テンは馬首を返す。

「退ひくぞ。ツヅミまで戻る」

　馬のわき腹を蹴けり、早駆け。

　それに副官の馬が寄り添ってくる。

「討たないのですか、この将を」

　捨て去った者に聞こえぬよう、抑えた声で問いかけてくる。

「一宮への不信感を煽あおっておいた。その上で黒くろ騎き士し側に回収させる」

　同じく抑え気味の返事。

　全滅させれば一宮は止とどまることなく侵攻してくるが、救助すべき負傷者がいれば止まるはずだった。そして、不信感を持ったツヅミ側との関係は重荷になる。

　加か減げんのある撃げき破はは虐ぎやく殺さつではないと、七宮批判の口実は与えない冷れい徹てつな判断。

「五十騎であります。勝てる数です」

　この戦せん闘とうでの損害は軽微だと、迎むかえ撃うつことを提言してくる副官。

　それに、テン・フオウはつまらないと顔をしかめる。

「馬ば鹿か野郎、何で、その数か考えろ」

　返事は期待せず、テンは将兵を撤てつ退たいのため集める。

「勝てそうな数が恐こわいんだよ。こちらの欲を誘う兵数じゃねえか」

「さらなる増援を警けい戒かいしているのですか？」

「違う。馬が違うんだ。黒こつ騎き団だんの馬はどれも俺の愛馬と同等だよ。お前らの並の馬とじゃ動きが違う。それにな」

　人好きのする顔で、テンは皮肉に笑う。

「あそこの騎士と若い頃ころやり合ったことがある。今、遊撃長の地位にある男だ。そいつが率いているとしたら、倍の数では、まず足りん」







　葉桜の並木道は若葉の匂においが空気に交じる気がする。

　本当はそんな香りが無くても、そんな気がする。

　騒そう乱らんの喧けん噪そうを避け、二人で歩くのは人も疎まばらなそんな道だった。

　それでも、遠く人々の怒ど声せいが、空を行く鳥の鳴き声に交じる。

「今日きようは黒くないんですね」

　先を歩む背に声をかけると、振り返る横顔が笑った。

「ほら、あの服派は手でですから、今回は変装してきました」

　紫陽花あじさいの刺し繡しゆうがある艶あでやかな装しよう束ぞくも充分に派手な気がするけど、言っていいのか悪いのか。

「とても似合ってます。素す敵てきです」

「色がよく変わる花ですよ。変節の花と呼ばれますから、今回はちょうどいい気がしまして」

　紫陽花は多種多様だから、時期によっても色が変わるから、移り気な印象があるのかも知れない。だけど、水の豊かなこのツヅミならともかく、少し乾いた七なな宮みやカセンでは見ることが少ない花だから、この花には憧あこがれる思いが湧わく。

「この時期の花ですしね」

「そうですね。春から夏に見かけると気持ちのいい花です」

　前を向くクロハさんは、柔らかに続ける。

「カラさんはどうして街中にいたんですか？　今のツヅミは地元の人以外には物ぶつ騒そうですよ」

　訊きかれて、ちょっとくすぐったい気持ちになる。

「知らないことを知りたいと思いました。それに、お会いしたい方がいました」

「そうですか、その方と会えましたか？」

「はい、会えました」

　会いたかった背が、目の前にあった。

　きっと、こうして歩いていたら会える。そう思っていた。

　心の隅すみっこに、そんな思いがあった。

　誰だれにも言わなかったし、自分でもよく分かっていなかった。だけど、どこかでそう思っていた自分がいた。心の中に、そんな自分がいると、何となく知っていた。

「私もね、会いたくて来ました。貴女あなたにですよ」

　嬉うれしくなる言葉。だけど、この人に期待されるほど自分が大した人間じゃないと知っているから、申もうし訳わけないような気持ちも一いつ緒しよ。

「この街を歩いて、どう思いました？」

　葉桜の並木を眺めながら、歩みを止めないでの問い。

「綺き麗れいな街だと思いました。お水もお金も緑も人も豊かだと思いました」

「その通りです。私もそう思います」

「それから、恐こわいと思いました。綺麗なのが恐いと思いました」

　壊こわれるのが恐い気がした。亀き裂れつが入った色いろ硝子ガラスのお皿みたいに、何か強い力がかかればすぐに割れてしまいそうな、そんな恐さを感じた。

　七宮カセンのように、田舎いなか町の、どうとでもなる感じがあまりしなかった気がする。

「そうですね。ここが潰つぶれたら東とう和わ西部の貨幣経済と物流は機き能のうの半分以上を失います。それ、とても恐こわい話です」

　自主独立を掲げる七なな宮みやカセンも、三さん宮みやナツメも、本当は隣りん国ごくなしでは立ちゆかない。

　多た分ぶん、それは東和のどの都市にも似たような話がある。

「大人おとなの人はそれを知っているんですね」

「ええ、どこもお互いにです」

　だから、ここの人達は争いがあったのに何事もなかった振りをする。大した争いではなかったように振ふる舞まう。

　日々を絶え間なく続けないと、多分、沢たく山さんの人が食べる物にも困るから、沢山の人が職しよくを失い路頭に迷うから、変わらないような顔をし続ける。

　まるで嵐あらしのような災害が通り過ぎただけのように、元の生活に戻る。

「でも、それだけじゃないから、人のしたことだから、続きがあるんですね」

「ええ、人の世のことですから、人の手で続きが作られます」

　天災ではなかったから、戦争は、人の生死や都市の財産を用いた人の仕し業わざだから、それは、生なまの傷きず痕あとになる。

　生々しい匂においが、綺き麗れいな街に染みつく。

　きっと、それは私やこの人、常磐ときわ姫ひめもそうだと思う。

　綺麗に、綺麗に着飾ったお姫様にも、どこかそんな匂いがする。

　他ほかの姫達もそうなのだろうか。

　理想家で名高い翡ひ翠すい姫や、良りよう識しきを体現されている浅あさ黄ぎ姫や萌もえ葱ぎ姫はどうなのだろう。

　今、そんな匂いと縁えんがないのは、もういない琥こ珀はく姫だけの気がした。

「退場された琥珀姫は、今のこの街をどう思われているのでしょう」

　独り言のように呟つぶやくと

「貴女あなたとそう変わらないと思いますよ。少し離はなれて見た方が、身近過ぎた時に見えなかったことが見えますから」

　優やさしい返事。

　それで、言いたかったことを言える気持ちが芽め生ばえた。

「私、常磐姫とも会いました。よい方でした。クロハさんはあの方を弱い人だと以前に言いましたけど、私からは強い方に思えました」

　この並木道のように、葉桜の下で会った。初めて出会った時の、あの生き真ま面じ目めな眼まな差ざしは、最後までそのままだった。

　この人とは違う意味で、他の方にたとえればキリハさんのような、その歪ゆがみのない強さに憧あこがれた。新しく増えた好きな人。

「あの方は強くなられたんですよ」

　流し目の横顔が私に微笑ほほえむ。

「貴女あなたと戦って、国を護まもって、友人のことを思って、強くなられたんです」







　三さん宮みや常磐ときわ姫ひ殿でん下かが私兵四千で向かった先は、五いつ宮みやクラセの勢力圏にある小都市スイだった。五宮側の勢力圏と言っても、その一番の外周で、三宮ナツメ都市からも遠くはない。

　その郊外にある五宮の離り宮きゆうに、彼女は招かれる形で入った。

　離宮スイエンの庭園。クラセとマキセを象しよう徴ちようする満開の藤ふじ棚だなの下、三宮姫は出迎える小柄な少女と向き合っていた。

　名前の通り、柔らかい浅あさ黄ぎ色いろの姫装しよう束ぞくに身を包み、両手の指を春帯の上で組み、穏おだやかに頭を下げる少女も、五宮姫と呼ばれる宮姫。

「わざわざお越し頂き、五宮の浅黄、心より嬉うれしく思います」

　五宮クラセ浅黄姫殿下、その称号を持つ少女に、常磐色の羽は織おりを着た少女も頭を下げる。

「三宮常磐であります。こちらこそ、わざわざクラセから引き返して、ここまで出向いて頂いたことに感かん謝しやする」

　こちらは、どこか姫にしてはぎこちなく、武家の様よう式しきが滲にじんだ所しよ作さ。

　その様よう子すが好ましいと浅黄姫は微笑む。

「お久しぶりです。初めて同士というわけでもありません。どうか、ここから先はおくつろぎください」

「そう言って頂けると助かる」

「あいにく、妹の萌もえ葱ぎはすぐに引き返せなく、ここは私一人ではありますが、私共どもは道を違たがえることなくあります」

　浅黄姫との会かい談だんは萌葱姫にも直接繫つながる。そう告げられて、常磐姫は頷うなずく。

　だが、彼女は浅黄姫の言葉が噓うそだと知っていた。

　本当に五宮クラセ付近まで引き返していたのなら、こうも早く会うことは出来なかっただろう。双方で出向いたとしても何日か日にちがかかったはずだ。

　撤てつ退たいの途中で立ち止まり、何かしらと理由をつけて、浅黄姫はこの辺あたりで時間を潰つぶしていた。

　おそらく、こうして常磐姫が動いてくることを期待して。

　六むつ宮みや萌葱姫が同行していないのは、そうした思おも惑わくが露ろ骨こつ過ぎるという配はい慮りよだろうか。

「サイ家やクラセ派の財界人も仲介役に身を粉にされていました」

「ハルセさんがお会いしたと聞きます」

　常磐姫は燈とう色いろの装しよう束ぞくをした青年を思い出す。

　あまり好きではなかった。ただ嫌いでもなかった。

　単純に合わないのだろう。頑固な人間にはよくある話だった。

「あちらに残られて七なな宮みやとツヅミに働きかけているようだが、我わが三さん宮みやナツメとはかみ合わなかった。今後は違うと思うが」

　今回の訪問はサイ家の働きかけではないと、距きよ離りのある言葉で断じておく。サイ家と、双ふた子ご姫ひめの顔が立つよう、先の関係を含ませながら。

「そうであろうと、この度たびのツヅミでの劇げき的てきな和解、私共どもも喜んでいました。本来なら、私共も空から澄すみ姫とお会いして、手を取り合いたいと想おもいを馳はせておりました」

　その言葉に噓うそはないのだろう。

　常磐ときわ姫は平和を望むクラセとマキセに疑いは持っていない。

　浅あさ黄ぎ姫と萌もえ葱ぎ姫は争いのない世界を訴え、その宮軍はほとんど争いらしい争いをしたことがない。今回のツヅミ介入こそ、その歴史の中でも最大の動きだったのだから、東とう和わ全体でも、この姫達の人気は高い。

「その想い、現実のものとならないか、そう考えて私は参った」

　常磐色の姫は背筋を正し真まっ直すぐに向き合った。

　穏おだやかに浅黄色の姫がその眼まな差ざしと見つめ合う。

「私共二人と、三宮様と」

「七宮の空澄」

　静かな、庭園の木々から飛び立つ鳥達の鳴き声だけが響ひびく時間。

　午後の空が、流れる雲にくすみを与え始める中、二人の姫は見つめ合う。

　やがて

「三宮様主しゆ導どうで、新たな時代を拓ひらかれますか？」

　浅黄色の姫装しよう束ぞくが問う。

「そちらでも構わない。七宮主導でさえなければ、サイ家の手柄でも構わない」

　常磐色の姫装束は揺れない。

「そう言いながら、私共の使者ハルセさんを無視されて？」

「これは我わがナツメの意志として確かつ固ことしておきたい。少なくとも、その始まりは我われらの意志を示したい」

　ここにこうして出向き、始まりを語ったのは三宮姫常磐であると、武家の血を引く姫は言う。まとめ役は五いつ宮みやと六むつ宮みやに任せても、始まりは自らの意志と彼女は告げる。

「七宮様とはお話をしておりますか？」

「これからだ。私は五宮六宮の同意を得た上で、新しん興こうの七宮カセンと新たに向き合いたい」

　武家の姫が、七宮カセンとは戦わないと和わ睦ぼくした。

　だが、そのままの関係では困ると、彼女とその執しつ政せい院いんは知っていた。

　昨年の敗北があり、財ざい政せい難なんに喘あえぐ三宮ナツメは互角の同どう盟めいでは苦しい。どこかで、次に繫つながる優ゆう位いを得なければならない。

　対等でない同どう盟めいは世せ知ち辛がらいと、ナツメに生きる者は身に染み込ませるから、七なな宮みやとの関係に危き惧ぐを覚え、三さん宮みやの姫ひめはここまで出向いた。

「五いつ宮みやクラセと六むつ宮みやマキセに同盟するのは三宮ナツメ。それから、七宮カセンに呼びかけるべきとお考えですか」

「我わがナツメと七宮カセンがそちらに同盟を呼びかけるのではなく、我がナツメとそちらが七宮カセンに四都同盟を呼びかける」

　二都と二都同士ではなく、三都と一都で始める巨大な連合。

　出遅れた七宮カセンが、一番、立場的に弱くなる同盟構造。

　ハルセの申し出通りでは二都と二都で、対等であり過ぎる。

　だから、彼の申し出を三宮ナツメは無視した。常磐ときわ姫もシドウ将軍も。

「七宮カセンと東とう和わ七宮空から澄すみ姫ひ殿でん下か、それほどに危険ですか？」

　七宮側を押さえる形を求める常磐姫に、浅あさ黄ぎ姫は不安げな表情を見せた。

　空澄姫はほとんど姿を見せない姫で、今、東和にいる宮姫の中で実際に会ったことがあるのは、この常磐色の姫だけだと言われている。

　真まっ直すぐに立っていた武門の少女が、腕組みをして余所よそを見た。

「カセンはいい。ツヅミから財を奪うばい、地位を向上し、それで満足しているはずだ。そして、七宮の空姫も子供だ。望まれた役目をこなしながら大人おとなになろうとしているだけだ」

　普ふ段だんからの自分をさらけ出し、改めて浅黄姫と向き合う。

「問題は、その両りよう隣どなりに立つ右将軍と左さ大だい臣じんだ。テン・フオウとトエル・タウ。あの訳わけの分からん二人組だ」

「噂うわさには聞きますが、やはり、困った方々なのですか？」

　勢いよく語る常磐姫に圧倒されながらも、浅黄姫は生き真ま面じ目めに聞き返す。

「あいつらが邪じや魔まなのだ。あの二人が周到に動くから、何があっても七宮がいつの間にか勢力を拡大する。まるで、何もかも、あいつらの台だい本ほん通りに動いているようにな」

「私共どももハルセさんだけでなく、多くの方が裏に表に彼らに働きかけていますが、考えてみればなかなか思うように参りません」

「あいつらは私のシドウや、五宮のサイ家のように自国のためだけに動いているとは思えん。まるで、この乱世を利用して何か別のことをやっているようだ」

「立身出世でしょうか？　まるで、百年、二百年前の英えい傑けつのように、東和を征服する新王朝でも目指されている？」

「知らん。そんな馬ば鹿かなことあるか。この現代は本当に戦乱の世か？　私達、現代人は本当に戦争がしたいのか？　食うに困ってやむを得ずか？　積せき年ねんの憎しみか？　せいぜい、本気で憎しみ合っているのは、一いち宮みやの貴族共と二にの宮みやの革新派ぐらいではないのか？」

「戦争は望みません。おそらく、どこも本ほん音ねはそうだと思います」

「まあ、職しよくにあぶれた武家は戦いたいだろうがな」

　財ざい政せい難なんにある身内を持つ常磐ときわ姫ひめは少し咳せきをする。

「しかし、お二方とも独身、家を継つがせる子もいないと耳にしています」

「一代限りの英雄であろうとしているのか、それとも」

「それとも？」

「単に時代を弄もてあそんでいるのかも知れん」

　浅あさ黄ぎ姫は穏おだやかな顔立ちに似合わぬ厳きびしい目をした。

「権力による享きよう楽らくに身を任せていると？」

「真ま面じ目めに、世を作り替えようとしているのかも知れん」

　三さん宮みやと五いつ宮みや、東とう和わの姫達は生真面目に見つめ合う。

「分からぬ者に自由は与えられないとお考えですか？」

「自由は彼らの財産だ。だが、怪しげな台本で怪しげな世の中を作られたら私は困る。あいつらに都合のいい時代を作られては我わが三宮ナツメが困る」

　いささか興こう奮ふんした常磐姫は目を閉じて、一度、大きく息をついた。

　目を閉じたままで話を続ける。

「大国である一いち宮みやにも、二にの宮みやにも勝手な真似まねはさせない。そして、新しん興こうの七なな宮みやにも。私はそのためにも彼らが中心ではない同どう盟めい関係を築きずきたい」

　これで語るべきことは済んだと、そのまま、常磐姫は腕組みで佇たたずむ。

　目を閉じて、鳥の鳴く声だけ、たまに吹く風が藤ふじ棚だなを揺らす音だけを耳にした。

　そうして、しばらく経たってから、向き合う浅黄色の姫装しよう束ぞくが衣きぬ擦ずれの音を立てる。

　常磐色の姫が目を開けば、浅黄色の姫が歩み寄っていた。

　細い手が伸びて、だから、腕組みを解いて、二人の手が合わさる。

「萌もえ葱ぎを呼び寄せます。この同盟は双ふた子ご宮みやが常磐姫のご厚意に報むくいる形を取ります。そして、三宮ナツメが七宮カセンに参加を呼びかけましょう。その最初の功こう績せきは、積せつ極きよく的てきにお働きになった三宮様とします」

「サイ家は、ハルセ殿どのはどうなる？」

　今いま頃ごろ、七宮に同盟を願ねがい出ているはずの政商。これでは空回りである。承知していたことで、今いま更さらなのだが、常磐姫は彼が気の毒になった。

「あの方は心得た方です。サイ家は陰で働いたと風ふう聞ぶんを作れればいいと、商人は政治の世界で目立ち過ぎてはならないと語っておりました。歴史に残る政商は二流だと、歴史に名を残さぬのが一流と」

「損な役回りではないのか？」

「サイ家に、あの方の将来に私達は報います。ナツメも取引で報いてやってください。それが、あの方の十年、二十年後のためになります」

「貸しか」

　利息は多いかと、常磐ときわ姫ひめは思う。

　目に見えぬ利息は重い。長く続く貸し借りは苦しいと経けい験けん上じよう知っていた。

　だが、既すでに止まれないと彼女は知っていた。







「三さん宮みや姫が動かれてると聞きますよ」

　葉桜の並木道を抜け、二人して小さな石橋の上に立った。

「常磐姫が？」

　クロハさんと並んで、色あせた欄らん干かんから水路を見下ろす。

　他ほかの土地だったら枯れてしまうような、人工の小川もこの土地だと豊かに水を湛たたえる。きっと、冬枯れることもないのだろう。

　映り込んだ葉は柳やなぎの揺れる水面みなも、薄うすい緑の流れを眺め、二人で佇たたずむ。

　夕暮れが近くなってきた。

　時とき司つかさの鐘かねが遠く鳴る。

　少し前だったら、きっと、もうかなり暗い時間。

　暖かくなると、いつの間にか日ひ脚あしは延びる。

　それでも、柳と一いつ緒しよに映り込む空の色が薄うす暗ぐらくなっていた。

「五いつ宮みやと六むつ宮みやに交渉したいようです。新たな同どう盟めいを」

「七なな宮みやとは別にでしょうか？」

　そんな話は知らないから、ちょっと驚おどろく。

「このツヅミは一歩控ひかえさせ、ナツメ、クラセ、マキセ、さらにカセンでの連合を作りたいようです。浅あさ黄ぎ姫と萌もえ葱ぎ姫もそれを望むから、豪ごう商しようサイ家を動かしていました」

　サイ家のハルセさん。何度か耳にした名前で、幾度かすれ違った方。

「サイ家抜きで、宮姫同士で手を組みたいと願ねがっているようです。ですが、それも五宮と六宮の思おも惑わく通りでしょう」

　難むずかしいお話らしく、私は首を傾かしげる。

「サイ家のハルセさんは五宮と六宮が同盟を結びたがっていると知らせて回ったんです。本当は、それだけなんです。どこかがその話に飛びついてくれればよかったんです。三宮でも七宮でも、このツヅミでもね」

　よく分からない。

「はっきりと、宮姫や両都市の中心がそう動きますと、一いち宮みやシンセンや二にの宮みやスズマが厳きびしく動く口実になります。難しいのですよ、大国に近い五宮と六宮の事情は」

「ああ」

　そこまで教えてもらえたら、何となくだいたい分かった。

「大国と距きよ離りがある私達が、その同どう盟めいを積せつ極きよく的てきに望んだ方がいいのですね」

　五いつ宮みやと六むつ宮みやははっきり動けば立場が辛つらいから、他ほかにはっきり動いてもらいたかった。

「常磐ときわ姫ひめの来訪に誠意を持って真しん摯しに応こたえる形は、双ふた子ご都市としてはありがたい形です。あるいは、トエル・タウ辺あたりを動かして新しん興こう都市七なな宮みやカセンの拡大に友好国として付き合う形もいいでしょう。双子都市が中央からの保身に動いたと、世間にはっきり見えないために」

　はっきり保身が見えてしまうと、中央からの批判と圧力が苦しいのだろう。

「でも、うちの左さ府ふさんとハルセさんが会いました。両姫ひ殿でん下かの名前で申し込まれた会見だと聞いています」

「両姫の名で、懇こん意いにしているお若い政商が送り込まれたんです。両都市の代表として、正式な格式の使節団が動いたわけではありません。宮姫自身が動かれたわけでもありません。大国の非ひ難なんに対して、ハルセさんが勝手に動いたと切り捨てることも可能です」

「それはハルセさんが可哀かわい想そうな気がします」

　真ま面じ目めそうな人だったと、赤みがかった髪の方を思い出す。

「彼、全部承知していたのかも知れませんよ。それでも、双子都市のために働きたかった。トエル・タウと会っておきたかった。もしも、三さん宮みやや七宮を予想以上に動かせたなら大手柄ですし、実際、常磐姫は意外なほど早く動きました」

「常磐姫が積極的に動かれたのは、あの方の間違いでしょうか？」

「七宮が積極的に動くのを恐れたのでしょう。ですが、貴女あなたのお二人は周到な方々です。野心など無い顔をして流れを傍ぼう観かんする腹です。焦あせった常磐姫が動かれることを予想していたと思います。ですから、多た分ぶん、ハルセさんはいいようにあしらわれていますよ」

　すごく込み入った感じで、分かったようでよく分からない。

「四都同どう盟めい、正直言いますと貴女のお二人が一番求めている形です。七宮カセン都市がここで満足して退しりぞいてしまわないために大きな話を作りたい。その台本は誰だれかに作らせたい。そうしないと苦しいんですよ。自分達が目立ち過ぎて強くなり過ぎて」

「言われてみると、あのお二人が考えそうなことだとも思います」

　複雑な話だけど、あの方々が好きそうな話にも思えた。

　クロハさんは水面から視し線せんを上げ、柳やなぎの枝が風に揺れるの眺める。

「さて、あちらとそちらの都合はおしまいです」

　涼しい川風に黒髪と紫陽花あじさいの装しよう束ぞくが揺れるのを私は見つめた。

「四都同盟は巨大な連合です。一いち宮みやとしては困ります。ですから」

　少しだけ首を傾かしげ、流し目が私に向けられた。

「カラさん、あの二人組を捨てて私のところに来ませんか？」

　恐こわい笑え顔がおと声だった。







　夕暮れが近くなり、空に茜あかねと群ぐん青じようが交じり灰はい色いろの雲を浮かべる。

　その頃ころには治安に駆り出された軍が効いたのか、大通りの方での争いはほとんど収まっていた。夕食と、避ひ難なんしていた市民達も水が退ひくように家いえ路じにつき始める。

　そうして人がいなくなると、参道の石段に残されたのは二つの人ひと影かげだけだった。

「あの冬の決着」

　灰色の少年が、背から抜く白銀の刃やいば。

「やだね、近寄るな」

　石段の下方から見上げる少年に、藍あい色いろの羽は織おりを着た若者が軽口を叩たたく。

「あんたに手こずっているうちに、黒いのにあいつが掠さらわれそうになった」

「だから、今回も気になるのかよ。俺おれを倒して護まもりに戻りたいか」

　見下ろす若者。

　一いつ瞬しゆん、灰色の小さな姿がぶれて見えた。

「ちっ！」

　舌打ちした時には、もう腰の後ろから鉈なたが抜かれていた。

　そして、すぐ数段下に音も気け配はいもなく少年の姿。

　二の足を狙ねらう銀光。

　迎げい撃げきは無理だと飛んだ。

　かがみ込むような姿勢で足を薙なぎに来た音切り、そして、少年。

　その上を飛んだ。

　十段を数える石段を全すべて飛び越えて、着地したのは赤土の参道前。

　足に来る衝しよう撃げきが抜けるより早く、勢いそのまま肩先から転がって着地点から離はなれる。

　体勢を立て直して膝ひざ立だちした時には、銀光の突きが目の前。

　使い込まれた鉈がそれを弾はじく。

　さらに一撃、

　高い金属音、鋼はがねを鋼で弾いた火花。

　音もなく、後退する灰色の少年。

　後退した場所に遅れて銀光一筋。

　地面に突き刺さったのは槍やり穂ほ状じようの小さな刃やいば。

　若者の鉈を持たない方の手が投げつけた一撃。

「あいつにこれを教えたの俺だぜ」

　隠していた小さな刃を三枚、目の前に翳かざす若者。

「この鉈もいいだろう。細い小刀じゃあ、こいつと打ち合うとそのうち折れるぜ」

　間に合わせの武器ではないと、もう片手の鉈なたも誇こ示じする。

「騎き士しらしくない」

　音切りに刃こぼれがないかと気にしながら、少年が呟つぶやく。

「俺おれは成り上がり者でな」

　じわじわと距きよ離りを詰める少年、じわじわと距離を取る若者。

　懐ふところに入ろうとする者と、入れさせまいとする者。

「坊や、本気か？」

　薄うす笑わらいの若者。

「あんた、本気じゃないと勝てない」

　淡たん々たんと無表情、無感動に告げる少年。

「買いかぶるなよ」

　薄笑いが引きつる。

　鉈と音切り、互いの刃が微かすかに動く前触れを見せた時、不意に少年の方が動きを止めた。

　一いつ瞬しゆん、遅れて若者の方も気がつく。

　互いに、それぞれから目を離はなし、参道の上、誰だれもいなくなったはずの境けい内だい地ちを見上げた。

　暗くなった木々を左右に、くすんだ空の夕月を背に、そこに人ひと影かげがあった。

　背中に驚おどろくほど長い長ちよう刀とう、そして、手には抜き身の木刀。

「見回りをしていたら、とんでもない戦いに出くわしたものだ」

　二人に呼びかける声。

　暗い色に染まりかけていたが、その衣類にはその男の出しゆつ自じを示す一門の色、鶸ひわ色いろ。

「私も混ぜてくれるかね、銀星でも、この木刀でも構わんよ」

「一抜けた」

　何事もなかったように、鉈が腰の後ろに戻され、槍やり穂ほも懐ふところにしまわれる。

　汚れた衣類を手で払い、無防備に歩いて、地面に刺さったままだった刃物の回収。

　それを見て、音切りも少年の背に消えた。

「武芸者の立ち会い。見み応ごたえがあったが、子供相手はやりにくかろう」

　階段上からの声に、若者の方は肩を竦すくめる。

「ああ、だから止やめた」

「私とはどうかね？」

「鉈で長刀の相手か？　俺が不利過ぎる」

「木刀でいい。鉈なら優ゆう位いだ」

「余よ計けい、嫌いやだね」

　見上げる若者が引きつった顔をする。

「軽いだろ、それ。あんた、この中で一番早く打ち込める」

　木刀は斬きれない。

　だが、斬れないだけとも言える。

　生身でその一いち撃げきを受ければ、確かく実じつに骨が砕くだかれる。

「おい、迎えに行こうぜ。仲よく、うちのご令れい嬢じようをさ。それなら文句ねえだろう」

　若者が少年に手招きして、主あるじ達が歩いていった先に足を進める。

　少し距きよ離りを取って、灰はい色いろの少年がそれを追った。

　そうして、剣客だけが一人、その場に残される。

「やれやれ、結局、私の相手はあの男なのかな」

　戦い損そこねたと、参道から境けい内だい地ちに振り返る。

　そこに燈とう色いろの、茜あかね空によく似た色合いの服を着た青年が立っていた。後方に、数人の従者を従えている。

「こちらに見回りに出たと、ご一門の方々から聞きました」

　若い声。身体からだを鍛きたえているわけではないのが、その線せんから見て取れる若者。

「どなたかな？」

「ご挨あい拶さつが遅れました。サイ家筆ひつ頭とう、ハルセと申します」

　下方でどのような争いがあったか知らず、その青年は強い眼まな差ざしで正面を見み据すえる。

「以前、私共どもの宮都市にお招きの声を掛けさせて頂いた者です」

「お名前はかねがね。キリハ・ラサ。今は三さん宮みや姫ひめの配下であります」

　頭を下げる剣客に、政商は眼差しを外はずさない。

「今後のため、お見知りおきを願ねがいたく参りました」

「今後？」

　クラセ、マキセとの同どう盟めいは傭よう兵へい将軍には知らされていなかった。

　だが、そうした動きがあるとは予測していたのだろう。どこが主しゆ導どうかはともかく。

　だから、キリハは深く問い返すことはなかった。

「このツヅミ、いずれ、独立を取り戻されます。名目だけではなく、本質的に」

「東とう和わが安定した時に、そうなるかな」

　今の独立回復は上うわ辺べだけと、ハルセは語る。

「その時のため、私はここに来ました」

「自国のためではなくかね？」

　試す口く調ちようの問いに、ハルセは頷うなずく。

「戦後のために、このツヅミのために働いた実じつ績せきは十年後のためになります。それは、クラセとマキセのためにもなります」

「タウ・トエ達の思い通りにはさせないと語るのだな」

「四都同盟は今のため、そして、未来のためにやるべきことは別にあります」

「聞かせてくれるため、私の前に現れたようだな」

「貴兄あなたはツヅミのために働いた方。故ゆえに、七なな宮みやを封じ込めるために、そのお力をお貸しください」

「どうされたいのかな」

「彼らを疲ひ弊へいさせます。四都同どう盟めいの中で、今、一番、七宮カセンが勢いと財を持ちます。彼らを大国と戦わせて、その力を削そぎます」

　キリハは笑った。

「含みが多過ぎる若者だな、君は」

　その言葉にハルセは目を細める。

「そうしてやれるだけのことを積つみ重ねて、明日あしたを手に入れる気だろうが、含みの多い行動が無用な疑いを招くことを覚えておくべきだ」

「これが自分の生き方です」

「お父上のではないかね？」

「見習ってはいますが、父と仲がよかったわけではありません」

「先を見ろと教えられているようだが、一つでも二つでも目の前を片づけてから次に進みたまえ。その実じつ績せきがまずは財産となる」

　そう言われても、ハルセは頷うなずけない。

「敵は多いのです。内外に」

　幼い頃ころから身内と戦ってきた男の顔。倒れても、すぐに立ち上がることが求められる生き方が染みついた男。

　その眼まな差ざしがくすぐったくて、キリハは彼に背を向け、参道へ足を進める。

「いずれ、ゆっくり酒を酌くみ交わそう」

　今は語ることがないと、去りゆく背中。

　呼び止める言葉が見つからず、ハルセはただその後ろ姿を見送った。







　夕暮れの色が深くなる。

　見つめたクロハさんにも陰いん影えいが濃こくなっていた。

「カラさんも気がついているんでしょう？　ここから先が本当の困こん難なんだと」

　クロハさんの言葉はよく分かる。

　ツヅミに来て分かった。

　琥こ珀はく姫ひめがいないこの街を見て、分かった気がする。

「七姫は一人減るだけでも、とても責任が重くなるのですね」

　日々、感じたことはそうだった。

　七つに分かれていた責任が、琥こ珀はく姫ひめがいなくなって六つになった。そして、一人退場するたびに、残った姫の責任が重くなっていく。

　きっと、最後まで残った一人は、とても大きな責任と向き合う。

「自国を護まもりたいだけの常磐ときわ姫に、ここから先は辛つらいでしょう。彼女達の四都同どう盟めいは小都市の延命工作に他ほかなりません」

「私達は違います」

　あのお二人は違うと思う。

「四都同盟を利用して成り上がりますか？　貴女あなたのあの二人組はいいでしょう。ですが、貴女には辛いでしょう。姉妹を利用すること」

　常磐姫のこと、それに流された琥珀姫のこと、会ったことがない双ふた子ごの姫達のことを思う。　その方々との駆け引きや争いを思えば辛かった。

「そして、二にの宮みやはまだ本気になっていません。彼女、お強いですよ」

　国こく難なんがあって、ここから急に退しりぞかれた方は、東とう和わ七姫の中でも一、二を争う支持者を持つと呼ばれる。

「一いち宮みや姫はどうなるのですか？」

「東和再統一に対して、四都同盟が立ちふさがるなら厳きびしい道を選ばなくてはなりません」

　いつもと変わらぬ口く調ちようが逆に恐こわい気がした。

　一宮シンセンが本気になるということだろうか、それとも、この人が本気になるということだろうか。

「今なら間に合いますよ。七なな宮みやの空から澄すみ姫が一宮の黒こく曜ように協力してくれるなら、また時代は変わります。中央はこのツヅミと七宮カセンに支えられ息を吹き返します」

　すごいことだと思えた。

　でも、それは遠過ぎる気がした。

「もう、どこも一宮シンセンの下もとに戻りたいと思ってません。このツヅミもそうだと思います」

　そうだと思う。もめていても、結局そうだと思う。

　どこも自分達の生活があった。自分達の家のために働きたかった。

　それで、十年も二十年もやってきた。

　きっと、私達が生まれる前からそうしていた。

「では、カラさんは来ませんか？　姫ではなく、貴女あなたは？」

　そう言えば、私は今、宮姫をクビになっているのだと思い出す。何となく、このままツヅミや他ほかの街にうろついていたくなる気楽な立場。

　でも、それは今だけだと思う。

　きっと、必ず、私はあそこに戻る。

　テン様とトエ様、ヒカゲさんと衣装役さん、侍じ従じゆう長ちようやよくしてくれた方々。空から澄すみ姫ひめはあまり役に立たないお姫様だけど、あの方々がいてくれれば、それだけで嬉うれしかった。

　それだけで日々が過ごせた。

　そこから見える世界がいつも不ふ思し議ぎで、いつもそればかり気にしてた。

　そうして、ここまで来た。

　たまにこうしてふらついていたけど、そうして過ごしていたから、この人とも会えたのだと思う。こうして、話せるのだと思う。

　きっと、ただのカラさんやカラカラさんでは、この人の前に立てない。

　だって、この人はただのクロハさんじゃないから。

「クロハさんこそ、このまま街の中にとけ込んで行こうとは思わないんですか？」

　だから、問い返す。

「私、割と好きなんですよ。あの役も」

「私もです。黒こく曜よう姫ひ殿でん下かも空澄姫も、私も好きなんです。クロハさんと同じくらい」

「困りますよ。ここから先」

「でも、私はまだ先が見たいんです。いつか、まだお会いしていない姫達とお会いしたいと思います。そして、何よりも」

　クロハさんと向き合って、はにかんでみる。

「私、黒曜姫殿下と空澄姫がお会いする日を見てみたいんです」

　まだ会ったことがない二人。

　クロハさんとカラさんがこうして出会ったように、二人の姫が出会う時を見てみたかった。

「それは興きよう味み深ぶかい光景でしょうね」

　この人らしい笑え顔がお。

　考えてみたら、私はこの人の表情を二つしか知らない。

　澄すましている時と笑う時。いつか、私はこの人の色々な顔を見ることがあるのだろうか。ぼんやりと、そんなことを思う。

「正直ですね、貴女あなたはそう答えると分かってました」

　クロハさんはそう語り、遠く空を見た。

　夕暮れが深く、初めて会った時の空に少し似ている茜あかね色いろの陽ひと、群ぐん青じようが広がる空。どこまでも遠くて、手が届かない色。

「会えて嬉うれしかったです」

「次に会う時は黒衣ですよ」

　それは、東とう和わ一いち宮みや姫の黒くろ装しよう束ぞく。

「では、こちらはとっておきの空色の衣装です」

　これは、東和七宮姫の姫装束。

「空って、どの色ですか？」

「えっ」

　聞かれると、ちょっと困った。

　紫陽花あじさいより変わりやすいのが空の色。

　返答に困った私を、クロハさんは楽しそうに見つめた。

「青空を期待しましょう。透すき通る空の色を。空から澄すみの空の色を」

「はい、そうですね」

　言われて思う。

　空澄の七月の空は、すぐそこだと。空気に夏草の匂においがする。もう、そんな時期だった。

「さて、お互いにお迎えです」

　クロハさんが私の背後に視し線せんを向ければ、石橋の片端に人ひと影かげが二つ。

　暮れ始めて赤く、影の長い水路沿いの道。互いにかなり距きよ離りを取って、暗い色になった羽は織おり姿が二つ立っていた。大きいのと小さいのは、大人おとなと少年の差。

「お元気で」

　クロハさんがそう告げて、反対方向へ歩き出す。

「お元気で」

　見送る私の横を、何気なく通り過ぎていくのは陰が深い藍あい色いろの羽織姿。

　そして、いつものような音もなく、私の傍かたわらに灰はい色いろの姿が並ぶ。

　風がちょっと冷たくなる夕暮れ、私達はこうして別れた。







「嬢じようちゃん達、無事に帰れたかな」

　送って行くつもりで途中ではぐれた絵え描かきのエヅは、ふらふらと街中をさ迷っていた。

　実は迷まい子ごになったのはこちらで、子供達は来た道をきちんと覚えていた。

「まあ、旦だん那な方も働いているし、なんか静かになったから大丈夫か」

　そんな風ふうに自分に言い聞かせて、ふらふらしているうちに暗くなってきた。

　そうしたら、水路を挟んだ反対側の大通りで、はぐれた子供達の姿を見つけた。きちんと、帰り道はこのまま真まっ直すぐだと笑え顔がおを見せる女の子。

　それで、お互いに手を振って大声を上げてお別れをした。

　きっと、陽ひが落ちきる前に帰れた二人の子供。それは良かったと心から思う。心から思うが、問題は自分だった。

　よく考えたら、今晩からの寝ね床どこがなかった。

　常磐ときわ姫がいなくなって、もうただの寝床はない。

　ラサ一門が詰めた砦とりでは街の外でここから遠い。街中を見回っているはずのキリハに頼めば入れてくれるだろうが、軍隊と関かかわり合うのはもうご免だった。今までろくな目に遭あったことがないし、屈強な男ばかりでむさ苦しいのも嫌いやだった。

　それで、適当な木き賃ちん宿やどを探そうと大通りを中心に歩いた。

　それが、困ったことになる。

　戒かい厳げん令れいに近いツヅミでは、どこの宿もいっぱいか早じまいで、割り込むことも出来ずに門前払いを繰くり返された。

「ここも駄だ目めか、こりゃあ野宿か」

　最後の一軒と、昔なじみの安宿を訪ねたら廃業していて、建物の門は固く閉まっていた。

　橋の下にでも寝泊まろうかと思うが、何やら先客がどこにもいるようだった。敗戦で苦しむツヅミだと思えば、住居を追われた人々が多いのも分かる。

　それで、困ってしまった。

　とりあえず、冷えても風がしのげれば何とかなると、手て頃ごろなねぐらを探して歩き続ける。

　そのうち、遠くにやけに明るい区画があると、暗くなった夜道に希望を見つけた。

　燈とう火かに引き寄せられる羽は虫むしのように、あまり考えないで歩いていった。

　考えるのにも歩くのにも疲れていたのだ。

　それで、辿たどり着いた先は騒さわがしい区画だった。

　そこら中に灯ともし火びが立ち並ぶ、まるで昼間のような通りに、若い青年達が何人か座り込んでいた。かなり派は手でな原色の格好で、思い思いに座ったり寝ころんだりを地べたでしている。

　口々に勝手気ままに喚わめく者、弦楽器を意味もなく搔かき鳴らす者もいる。

　その中の一人が目め聡ざとく絵え描かきの姿を見つける。

「おっ、おい、エヅじゃないか！」

「あん？」

　急に名前を呼ばれて驚おどろくエヅに、若者の一人が立ち上がって駆け寄ってくる。

「ほら、俺おれだよ。一いつ緒しよに工房で働いていた一つ上の」

「あっ、いっつぁん？」

「そうだよ、えっちゃん！」

　昔なじみの工房仲間だと気がついて、二人して肩を抱いて喜び合う。

「うわぁ、どうしたの？　親方と喧けん嘩かしてからカセンに流れたって聞いたよ」

「いやさ、あっちこっちぶらぶらしてて、ちょっと里帰りかな。みんなは？」

　そんな風ふうに昔話に花を咲かせて、それから、身体からだが温かくなる飲み物の盃さかずきを傾け、二人してその辺に座り込む。

「何してるの？　ここ偉い人の屋や敷しき前じゃない」

　エヅが聞くと、工房仲間は神しん妙みような顔で腕組みした。

「俺達はツヅミ政府の無能を糾きゆう弾だんすべく、こうして連日の座り込み抗こう議ぎを行っているのだ」

　話に聞くと、何でも彼らが座り込む屋や敷しきには七なな宮みやに早くからしっぽを振って、その後も甘い汁を吸った役人が住むらしい。

　連日、その役人に対して座り込み抗こう議ぎで辞じ職しよくを要求しているのだと言うが、その割には集まる人々は少ない。見渡したところ、若者ばかり五、六人ほど。

「初めは百人を超える人が集まったんだ」

　それが、毎日、毎日、減って、結局、この人数になった。

　そして、要求は無視され続けているらしい。最初は厳げん重じゆうな警けい戒かい態勢があったらしいが、それもいつの間にか無くなって、放置状態の抗議運動。

「お前、琥こ珀はく姫ひめ好きだったろう？　一晩でいいから付き合えよ」

　そう言って盃さかずきをかさねる工房仲間。

「でも、俺おれ、琥珀姫は好きだったけど、ツヅミは嫌いだったし」

　なりゆきで七宮カセン軍に一時は所属して、この街を包囲する一軍にいたのがエヅだった。

　大きなことは言えないのだが、工房仲間との義理人情もある。だから、ツヅミの現状や腐敗を嘆なげく席で、もっともらしい顔で頷うなずいて、なるほどなるほどと繰くり返す。

　ちびちびと杯をかさねて、そうしていれば、いつの間にか真っ暗な夜よ更ふけだった。

　連日の座り込みで疲れているのか、それとも吞のみ疲れたのか、工房仲間も、他ほかの者達も眠り込んで、それでエヅは一人になった。

「やれやれ、外じゃ剣で斬きり合ったりしてるのに」

　ツヅミの外のことは知らない若者達の寝姿を眺め、それから、座り込んだ先を見つめてみた。

　寄せ集めた灯ともし火びに浮かぶ高い白しろ壁かべ。その向こうにあるはずのお屋敷はよく見えない。

　多た分ぶん、かなり広い中庭がある。よほど騒さわがないと中に住む者達に声は届かない気がした。

「俺おれは絵え描かきなんだよね」

　ふと、昼間を思い出す。

　絵の注文を女の子に求められ、望まれた絵。

　その時は大がかり過ぎる。時間がかかり過ぎると断った。

　目の前に、それを描くだけの広い白壁があって、幸い、誰だれも見ていなくて、何だか朝まで起きてられるくらい目が冴さえていた。

　だから、絵描きのエヅは竹たけ駕か籠ごから筆と絵皿、岩絵の具の小こ瓶びんを持ち出して、誰もが寝静まった頃ころ、絵筆を白壁に走らせ始めた。







「ただいまです」

　夜遅くまでの外回りから帰ってきたトエ様に、私は廊下でそう呼びかけた。

　カラさんの格好そのままで。

「ただいまは僕の言葉だよ」

　トエ様はいつものように笑って、それから、テン様がトエ様の寝台を勝手に占領している事実を見つけ、いつものように怒っていた。

　テン様は私が帰ってきた時にはもうトエ様の部屋で寝ていて、ちょっと血の匂においがした。

「お帰りですか？」

　トエ様がテン様に喚わめいているのを眺めていたら、衣装役さんが声をかけてくれた。

　それで、カラさんの一日は終わった。

　それでいいと思った。

　ちょっと寂さびしかったけど、それでいいと思った。

　クビになっていた二日間は、こうして終わっていった。







　闇やみに紛まぎれてツヅミの街を出た人ひと影かげは、若者と少女。

　月明かり、星明かりの夜に、互いの衣装は半分黒衣のようだった。

「なあ、このままどっか雲隠れしようか」

　青年が独り言のように呟つぶやいて

「いいですね、二人で遠くにですか。恋の逃とう避ひ行こうは素す敵てきな気がします」

　少女の笑う声。

「いや、借金踏み倒して夜逃げだろう」

　若者の声に少女が楽しそうに笑った。

　そんな二人を、先行して脱出路を確かく保ほしていた四人の男達が手を挙げて迎えていた。

　月の高い、星月夜の光景。







　常磐ときわ色いろの姫ひめは、夜遅くまで浅あさ黄ぎ色の姫と話し込んだ。




　萌もえ葱ぎ色の姫は、少し離はなれた地で、その推移を見守っていた。




　翡ひ翠すい色の姫は、まだ国への帰路を急いでいた。




　それぞれの事情は、そのままでその夜に沈んでいった。
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　　　終つい節せつ　帰る者、そして







　夜明けの街を燈とう色いろの青年は歩いていた。

　まだ農家ぐらいしか活動していない、少し冷え込む街が陽ひの光に浮かぶのを眺めて、一人歩いていた。

　護ご衛えい役やくを宿に置いて、ただ一人で歩く。

　そんなことは滅めつ多たになかった。

　家を継いでからは、ほとんど記き憶おくにない行為。

　だが、たまに無む性しように一人になりたくなる。

　それで、こうして誰だれもいない時間に歩いてみた。

　ほんの少し、宿の周りの高級な住宅街を歩くだけだったが、それでも、静かな街の様よう子す、朝の鳥の声が気持ちよく感じられる時間。

　それが、ふと、角を曲がった通りに人の姿を見つけた。

　どういう訳わけか、どう見ても他人の家の塀へいに向かって目を光らす少年の姿。重厚な白しろ壁かべにかなり汚れてくたびれた絵筆が、その少年の手で動く。そんな、よく分からない光景。

　少年の周りには、たいして年の変わらない若者達が思い思いの格好で地べたに転がり寝入っていた。

　燈とう色いろの青年が人生で初めて目にする奇妙な光景。

　妙な空気も感じたが、引き返すのも何か臆おく病びような気がしたから、燈色の青年ハルセはそのまま歩いた。

　歩いて、絵え描かきらしい少年の背中がよく見える位置で、立ち止まった。

　かなり絵の具で汚れた安っぽい背中。その向こうに、薄うす桃もも色いろの色彩が見えた。

　花の色に薄桃色、枝の色に褐かつ色しよく。

　白しろ壁かべに使われた色はたった二色だった。

　その二色が濃のう淡たんの使い分けで幾つもの色を表現していた。

「ツヅミの桜か」

　青年ハルセがため息を吐つく。

　この若者も間に合わずに、見逃した光景が目の前に再現されていた。

「分かる？」

　眠そうな少年の声に、ハルセは肩の力を抜いた。

「ああ、一度、この桜が舞まう時期にこの街に来たいと思っていた」

「出来れば、琥こ珀はく姫ひめがいる時だったらよかったのに。綺き麗れいだったよ、ここの姫様」

　絵描きの少年が、振り返らず手を止めず、そんなことを言う。

「どうして、そんな絵をここに描く？」

　ハルセの質問に絵描きはしばらく唸うなった。

「なんかさ、いないのが寂さびしくてね。忘れられていないか恐こわくなってね」

　そんなことを口にして、絵描きの少年は筆を置いた。

「雨が降ったらおしまいの期間限定品。何日保もつかな」

　この白壁の持ち主が、すぐに消しにかかる可能性も高かった。そのことは考えたくないのか、寝ていないから思いつかないのか、絵描きの少年はその場に座り込んで、自分の作品を眺めていた。

　気に入ったのか、うんうんと頷うなずく様よう子すに、ハルセは口元をほころばせた。

　ちょっと、彼には珍しい体たい験けんだったから、滅めつ多たにない気持ちになれた。

「常磐ときわの姫はもう去って、今日きようは空から澄すみの姫が地元に戻る。そんな朝に、この方がこうして戻ってきたのか」

　少年が座り込んだ先、そこだけ、違う色で絵が描かれていた。

　枝葉を広げる巨大な桜が満開の下、白と桃もも色いろの振ふり袖そでに、琥珀色の帯をした姫が両手を広げていた。

　東とう和わ四しの宮みや、そう呼ばれた琥こ珀はく色いろの姫ひめ。

「はは、俺おれ、捕まるかな」

　荷物纏まとめて逃げようかと乾いた笑いの絵え描かきに、ハルセは首を振った。

「ここの役人とは面めん識しきがある。私から、しばらく残すよう願ねがっておこう」

「あん、兄さんって偉い人？」

　眠いのか、大作を仕上げて脱力しているのか、絵描きは振り返ろうともせずに訊きく。

　ハルセは応こたえず、近くで寝入っている若者達の一人に近寄って、その傍かたわらにある小さな弦楽器を拾い上げた。

　三弦だけの異国の弦楽器は、女性用なのかひどく小振りだった。

　びんっと、ハルセの指がそれに触れて、それから、確たしかな音を奏かなで始めた。

「偉くはないが育ちはよくてね。子供の頃ころ、よく分からないまま仕込まれた」

　奏で始めた曲は子守歌に似た優やさしい音で、だから、絵描きの少年は作品に満足したまま、いつの間にか眠りについた。







　七なな宮みやの姫がその二人組を連れて居城へ帰った頃、二にの宮みやスズマでは創業の大たい師しが昏こん睡すいの重体であると公表がされた。

　真しん都と同どう盟めいは崩ほう壊かいかと、全土に動揺が走る。

　そして、双ふた子ご宮と三さん宮みやが同盟を表明。

　空から澄すみの月に、七宮もそれに参加を宣言した。

　四都同盟。

　暗にツヅミ都市も加えたその大連合に、中央政府たる一いち宮みやシンセンは厳きびしい態度を取ると宣言。

　時代は変わり始め、そして季節は暑い夏へとまた巡めぐり始めた。
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　　　あとがき




　お待たせしました。

　もうお待たせしましたとしか言えません。

　忘れた頃ころにやってくる『七なな姫ひめ物もの語がたり』です。

　一年以上の月日を超えて、これで四巻目になる「第四章　夏草話」をお届けします。

　長いことお待たせしてしまい、読者の皆様には本当にごめんなさい。

　三巻が終わった時、ここから勢いを出して四巻、五巻を一気に書き上げようと思ったのですが、力不足を痛感した毎日でした。思いのほか手こずりました。

　正直、高たか野のはかなり精神的に参って、一時期、何も書けないでひっくり返ってました。待っていてくださった皆様には本当に申もうし訳わけない体ていたらくです。

　もう謝あやまることしかあとがきが思いつきません。

　ですが、これですと何かと問題だと思いますので、とりあえず、もっともらしいあとがきを書こうかと思います。







　今回、『七姫物語』で今までやってきたことの中間決算みたいな事が出来ないかと考えたのがコンセプトデザインでした。

　一巻、二巻、三巻、それぞれ、ある程度違うモチーフに挑戦した作品です。

　そうした、これまでやってきたことを、もう一度、カラの目で見つめ直せないかと今回は考えました。

　カラは見てきたことを忘れていないで、これからも覚えていてくれる。登場人物達は最初からの自分の生き方を続けている。

　そんなことを再さい確かく認にんしたいと思い、作った話です。

　なかなか思い通りに行かず、あちこちで詰まり、試し行こう錯さく誤ごし、ようやく本になりました。

　今まで同様、手探りでやってきた面が多々あります。

　問題や欠点が色々見え隠れする話だとは思います。

　それでも、高たか野のはこのお話が好きです。

　お恥ずかしい面もありますが、やっぱり、この話の続きが見たかったのです。

　もしよかったら、今回もカラ達にお付き合いください。

　この子達は、上手うまくいくかどうかはともかく、最初に決めた自分のやり方を続けています。

　結果が芳かんばしいかどうかはともかく、この子達は自分の生き方をそのまま続けます。それが、この作品を始める時に最初に考えたテーマの一つです。

　カラもヒカゲも、テンもトエルもこのまま生きていきます。

　それだけはお約束します。

　次は早めにとか、もう大きな事は言えませんが、おかげさまで次も出していいそうですから、これから五巻に入ります。

　続けられるのは、全すべて、この本を読んでくださった、待っていてくださった方々のお力です。




　カラは元気です。

　出来ましたら、またカラが笑え顔がおで皆様に会えますよう、もう一度、皆様のお力をお貸しください。





高野和わたる　
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高たか野の 和わたる

名古屋在住。娯楽作家のくせに遅筆で読者様を嘆かせる駄目人間。目下の目標は、年二冊、三冊書けるまともな作家さんへの昇格です。

[image: ]




イラスト／尾お谷たにおさむ

兵庫県出身。紅茶と動物が好きです。趣味は早朝に犬の散歩に行くこと。昇ってくる朝日を眺めているとその日一日頑張れる気がします。
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